
わ
が
国
の
焼
畑
経
営
方
式
の
地
域
的
類
型
m

　
i
わ
が
国
の
《
主
穀
生
産
型
》
焼
畑
の
経
営
類
型
に
関
す
る
地
誌
的
研
究
一
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佐
　
々
　
木
　
高
　
明

三

西
南
日
本
に
お
け
る
焼
畑
経
営
方
式

i
l
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
イ
プ
の
復
原
と
地
域
的
差

　
　
異
の
検
討
t

　
「
第
二
報
」
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
四
国
、
九
州
山

地
に
お
け
る
伝
統
的
な
焼
畑
の
輪
作
形
態
は
本
来
、
《
西
南
日
本
型
》

な
い
し
は
《
取
バ
型
》
と
で
も
称
す
べ
き
一
つ
の
類
型
に
属
す
べ
き

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
春
播
き
型
」
の
ヒ
エ
・
ア
ワ
の
栽
培
を
中

核
と
す
る
《
雑
穀
栽
培
型
》
の
そ
れ
に
、
夏
播
き
の
ソ
バ
や
冬
作
の

ム
ギ
類
、
さ
ら
に
一
部
で
は
イ
モ
栽
培
を
も
加
え
た
き
わ
め
て
複
合

度
の
高
い
作
物
構
成
を
有
す
る
点
に
大
き
な
特
色
が
み
と
め
ら
れ
る
。

　
九
州
山
地
中
部
の
隔
絶
山
村
に
は
、
今
も
こ
の
種
の
作
物
構
成
の

複
雑
な
輪
作
形
態
を
も
つ
典
型
的
な
《
コ
バ
型
》
の
焼
畑
が
み
ら
れ

る
。
ま
た
、
四
国
山
地
に
お
い
て
は
、
近
世
後
期
以
降
に
新
し
い
作

物
が
導
入
さ
れ
、
伝
統
的
な
焼
畑
の
輪
作
形
態
が
大
き
な
変
化
を
蒙

っ
た
が
、
古
く
は
こ
の
種
の
《
西
南
日
本
型
》
或
は
《
コ
バ
型
》
の

焼
畑
輪
作
形
態
の
卓
越
し
て
い
た
こ
と
は
、
　
「
第
二
報
」
で
も
指
摘

し
た
如
く
で
あ
る
。
と
く
に
明
治
中
期
以
後
、
ミ
ツ
マ
タ
が
四
国
山

地
の
焼
畑
で
は
広
範
に
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
で
は
四
国

の
焼
畑
輪
作
形
態
は
ミ
ツ
マ
タ
を
基
幹
作
物
と
す
る
も
の
に
変
化
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
九
州
山
地
に
お
い
て
も
、
そ
の
中
部
に
は
典
型

的
な
《
コ
バ
型
》
の
焼
畑
輪
作
型
が
み
ら
れ
る
が
、
北
部
や
南
部
で

は
焼
畑
の
輪
作
形
態
が
地
域
的
に
変
化
し
、
焼
畑
の
経
営
方
式
に
お

い
て
も
か
な
り
の
差
異
が
み
と
め
ら
れ
る
。

　
本
章
の
課
題
は
、
こ
の
よ
う
に
本
来
き
わ
め
て
複
雑
な
作
物
構
成

を
有
す
る
点
に
顕
著
な
特
徴
を
も
つ
《
西
南
日
本
型
》
或
は
《
謙
バ
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型
》
の
焼
畑
の
経
営
方
式
の
特
色
と
そ
の
地
域
的
変
化
、
或
は
そ
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
イ
プ
復
原
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を

加
え
る
こ
と
に
あ
る
。

　
↓
．
四
国
凶
地
に
お
け
る
承
応
経
営
方
式

　
（
　
　
　
　
i
そ
の
地
域
的
類
型
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
イ
プ
の
復
原
i

　
D
焼
畑
経
蛍
類
型
と
そ
の
分
布
四
国
山
地
の
焼
畑
の
経
営
類
型
に
関

　
（
し
て
は
、
か
つ
て
横
川
宋
吉
に
よ
り
、
高
知
県
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

ω
ト
ウ
モ
μ
コ
シ
地
域
、
②
ヒ
エ
地
域
、
㈲
ソ
バ
地
域
の
三
つ
の
地

域
類
型
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
ω
は
仁
淀
川
流
域
か
ち
四
万
十

川
上
流
一
帯
に
分
布
し
、
②
は
吉
野
川
上
流
か
ら
県
境
山
地
を
連
ね

て
、
物
部
川
上
流
に
至
る
高
地
地
域
で
、
③
は
こ
れ
ら
の
二
地
域
の

外
側
を
占
め
、
経
営
方
式
か
ら
み
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
粗
放
式
・
集
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

式
・
衰
微
式
の
焼
畑
と
考
え
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
四

国
山
地
の
焼
畑
経
営
の
地
域
構
造
に
つ
い
て
は
、
相
馬
正
胤
の
精
緻

な
論
考
が
発
表
さ
れ
、
焼
畑
経
営
方
式
の
地
域
的
特
色
を
詳
細
に
知

り
う
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
四
国
山
地
に
お
い
て
、

第
二
図
に
示
し
た
よ
う
な
初
年
作
物
の
特
徴
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
る

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

七
つ
の
輪
作
類
型
の
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
、
四
国
山
地
中
西
部
の
焼
畑
分
布
の
核
心
地
帯
一
i
高

知
県
の
土
佐
・
吾
川
・
蕩
岡
の
各
郡
及
び
愛
媛
県
の
上
浮
穴
郡
を
中
心
に
相

馬
の
い
う
本
川
地
区
（
大
川
．
本
川
・
繭
河
村
）
、
仁
淀
地
区
（
明
治
・
大
崎
・
池

川
・
名
野
川
．
別
府
．
仕
七
川
．
」
甲
瀧
∵
柳
谷
・
弘
形
他
六
感
）
、
　
津
野
地
区
（
上
・

下
半
山
．
椿
原
他
三
村
）
を
含
む
一
に
お
い
て
は
、
「
春
播
き
“
ヒ
エ
作

型
」
或
は
「
春
播
き
瓢
ト
ウ
モ
ロ
3
シ
型
」
の
焼
畑
経
営
方
式
の
卓

越
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
即
ち
、
本
川
地
区
で
は
、
焼
畑

の
大
半
は
前
年
の
秋
に
伐
採
し
て
、
翌
年
春
に
火
入
す
る
「
春
焼
き

型
」
で
あ
り
、
ヒ
エ
ー
豆
類
と
い
う
輪
作
の
方
式
が
普
遍
的
で
、
主

穀
作
物
と
し
て
の
ヒ
エ
の
も
つ
機
能
が
き
わ
め
て
高
い
。
こ
れ
に
対

し
、
仁
淀
地
区
で
は
、
や
は
り
「
重
焼
き
」
を
主
と
し
て
い
る
が
、

主
作
物
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
な
り
、
こ
れ
に
大
小
豆
類
を
混
作
す
る

同
一
の
作
物
構
成
を
も
つ
焼
畑
が
、
三
年
連
作
さ
れ
る
輪
作
形
態
が

基
本
的
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
津
野
地
区
で
は
、
そ
の
北
半
（
津
野
・

濤
原
両
村
の
北
部
）
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
地
帯
に
入
る
が
、
焼
畑
核
心
地

域
の
辺
縁
部
に
当
る
南
半
部
は
ソ
バ
地
帯
を
形
成
し
、
さ
ら
に
そ
の

東
部
は
甘
藷
作
の
卓
越
地
帯
と
な
っ
て
「
夏
焼
き
型
」
の
焼
畑
が
車

越
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
四
国
山
地
中
西
部
の
焼
畑
核
心
地
帯
で
は
春
播
き
の

ヒ
エ
栽
培
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
が
卓
越
す
る
の
に
対
し
、
四
国
山
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と
が
で
き
る
。

地
の
例
も
こ
れ
ら
の
諸
事
例
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
も
の
と
い
う
こ

地
策
部
の
祖
谷
地
域
で
は
、
　
「
夏
焼
き
」
の
方
式
が
普
遍
的
で
あ
り
、

ソ
バ
ー
ヒ
エ
ー
豆
類
の
輪
作
形
態
が
焼
畑
経
営
の
基
本
型
を
な
し
て

い
る
。
し
か
し
、
ヒ
エ
ー
ア
ワ
ー
豆
類
と
い
う
典
型
的
な
春
播
き
雑

穀
栽
培
型
の
輪
作
方
式
や
或
は
初
年
に
ム
ギ
を
播
種
す
る
焼
畑
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

東
祖
谷
村
な
ど
に
は
最
近
ま
で
存
在
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
祖

谷
地
域
に
お
い
て
は
、
焼
畑
が
比
較
的
早
く
衰
微
し
た
た
め
、
そ
の

経
営
方
式
の
詳
細
な
復
原
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
、
こ
の
春
播

き
主
穀
作
物
栽
培
型
の
輪
作
方
式
は
、
か
つ
て
は
今
よ
り
も
大
き
な

機
能
を
演
じ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
誤
り
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
・
石
に
述
べ
た
四
国
山
地
興
部
と
東
部
の
春
播
き
主
穀
栽
培
地
域
の

中
間
地
帯
及
び
そ
の
周
辺
部
に
は
、
さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
ソ

バ
を
主
作
物
と
す
る
「
国
焼
き
型
」
の
焼
畑
の
分
布
域
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
周
辺
地
域
は
、
焼
畑
の
分
布
そ
の
も
の
が
稀
薄
な
地
帯
で
あ

る
こ
と
は
「
第
一
報
」
で
述
べ
た
通
り
で
あ
り
、
か
か
る
焼
畑
分
布

の
縁
辺
地
域
に
《
衰
退
型
》
と
称
し
う
る
「
照
焼
き
脹
ソ
バ
型
」
の

焼
畑
が
小
規
模
に
残
存
す
る
例
は
、
上
越
－
下
城
山
地
や
赤
石
－
丹

沢
山
地
織
は
山
陰
山
地
な
ど
に
お
い
て
も
み
と
め
ら
れ
る
。
四
国
山

第20表　本川村く一襲門部落）における焼畑経営の築例

5一

伐

’
＼
グ

輪
作
年
次

作物と農業経営 作業の　時期 背梶 考

採 8月上旬～10月下旬 木の葉の落ちる前に伐採する

入 れ 5月中旬～6！月上旬 伐採の翌年

　
ヒ

初
年
屋

　播
工　除

　収

種
草
穫

’5月申子～6月上旬

2園（7月上旬～土用前）

lO月上旬～1G月下旬

施肥はしない

2
年
房

ア　　ズ　　キ

iダイズ）

播　　　種

怐@　　草

禔@　　穫

6月上旬～7月下旬

W月下旬（大豆のみ）

P0月下旬

大豆を播種するのは土地のよ
｢ところ。小豆は草をとると
Tヤがつかぬという。大豆は
T～6寸に生長した頃除草。

種
寄
穫

　
土
　
草
播
除
収

シ
　
　
ワ

悶
は

妊
或

ト
　
　
ア

3
年
目

5月上旬～中旬　　　　　　　　トウモロコシをつくるのはよ

・肝旬（燐せの際蝿施肥）罵三野≦熟ま2回ほど硫．

9月中旬～10月中旬　　　　　安を少量つつ与える。

岡シコロモウト
4
年
冒

上 同
耕地条件のよいところのみ作
付する

備考　造林について：最近は2～3年環の4月～5月宋の頃にスギ・ヒノキを植林するものが
　　多い。スギは良好な土地に，ヒノキはやS悪い土地に植栽するが，とくに土地条件が悪

　　い場合には，初年目のヒエの収穫後に造林する。
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と
こ
ろ
で
、
四
国
山
地
に
み
ら
れ
る
焼
畑
経
営
方
式
の
諸
類
型
の

う
ち
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
雑
穀
栽
培
型
の
特
薦
を
も
っ
と
も
よ
く
伝

え
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
横
川
末
吉
に
よ
っ
て
「
集
約
的
」
と

称
さ
れ
た
本
川
地
区
を
中
心
と
す
る
「
春
焼
き
ー
ヒ
エ
作
型
」
の
ぞ

れ
で
あ
ろ
う
。

　
幻
ヒ
エ
作
型
焼
畑
の
経
営
方
式
　
こ
の
地
域
の
焼
畑
経
営
に
つ
い
て
も
、

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

栢
馬
正
胤
の
詳
細
な
報
告
が
あ
り
、
筆
者
も
若
干
の
調
査
資
料
を
得

　
　
⑥

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
、
　
「
春
焼
き
ヒ
エ
作
型
」
の

82　（704）
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わが国の焼畑経営：方式の地域的類型㈲（佐k木）

焼
畑
の
経
営
方
式
の
概
要
を
示
す
と
前
表
の
如
く
で
あ
る
。
こ
の
第

二
〇
・
二
一
表
に
示
し
た
三
村
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
前
年
の
秋

に
木
の
葉
の
落
ち
ぬ
前
に
森
林
を
伐
採
し
、
翌
年
の
四
月
か
ら
五
月

（
本
川
村
で
六
月
の
上
旬
ま
で
）
に
火
入
れ
を
行
い
、
四
月
下
旬
か
ら
、

五
～
六
月
頃
に
ヒ
エ
を
播
種
す
る
。
大
川
・
土
佐
燕
子
で
は
、
こ
の

ほ
か
コ
夏
焼
き
型
」
の
焼
畑
も
営
ま
れ
、
ム
ギ
、
ソ
バ
な
ど
が
初
年

作
物
に
潴
え
ら
れ
て
い
る
が
、
第
二
〇
表
に
示
し
た
本
川
村
に
お
い

て
は
、
こ
の
種
の
「
春
焼
き
距
ヒ
エ
作
型
」
の
焼
畑
の
み
が
営
ま
れ
、

相
馬
の
調
査
に
よ
る
と
、
ソ
バ
や
ム
ギ
の
作
付
は
皆
無
に
等
し
く

《
ヒ
エ
単
作
型
》
と
よ
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
特
微
を
示
し
て
い
る
。
本

川
村
寺
川
部
落
で
は
、
ヒ
エ
の
栽
培
面
積
は
、
第
二
二
表
の
如
く
、
一

七
戸
の
専
業
的
農
家
の
経
営
す
る
焼
畑
の
約
五
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

第22表　本川村寺川部落に
　おける焼畑作物栽培颪績
　（相、馬〔1959〕による）

物

工

豆

豆

＝シ

ワ

ノミ

藷

鱗醐割合
83．0反

34．0

16．3

28．7

4．0

2．7

1．3

50％

20

9．6

17

2．3

1．5

0．7

作

ヒ　　　　　エ

小　　　二

大　　　豆
トウモロコシ

ア　　　　ワ

ソ　　　　ノミ

甘　　　藷

計 1　i70・9m－1－IE，19：90・e

焼畑経営農家数 1炉

　
こ
の
本
川
村
で
は
、

ヒ
ェ
を
播
種
し
た
後

七
月
上
旬
～
下
旬
に

二
回
に
亘
っ
て
除
草

を
行
い
、
一
〇
月
上

旬
～
下
旬
に
は
、
そ

の
収
穫
を
行
う
。
収

獲23表　寺州部落におけ
　る甥ε畑経営労1動力（胴

　馬　〔1959〕　｝こよる）

経 営1幽蠣力

火入れ 2人

播　　種＊ 3

除　　草 2．5

収　　穫 2．6

調　　整 L5

運　　搬 ・0．5

計【 12．1人

＊この播種作業の中！こは

整地・地捲え作業の労働

量を含むかと考えられる

が，この点は明確ではな
く，整地作業の労働量調

査が脱落しているとすれ

ば，所要労働力の合計は

若＝F増加すると思われる

量
は
上
地
で
二
〇
斗
／
反
、
下
地
で
一
〇
斗
／
反
ほ
ど
で
あ
り
、
ヒ
エ

の
平
均
反
当
収
蚤
は
一
五
斗
程
度
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
反
当
播

種
蚤
は
約
○
・
一
斗
で
あ
り
、
こ
の
種
の
初
年
目
の
ヒ
エ
栽
培
に
要

す
る
反
当
り
労
働
力
は
、
第
工
三
表
の
通
り
一
二
人
程
度
と
い
わ
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
火
入
れ
以
後
の
焼
畑
経
営
に

要
す
る
反
当
労
働
力
に
関
し
て
は
、
第
二
四
表
に
み
る
如
く
飛
背
越

山
地
の
《
ナ
ギ
ハ
タ
型
》
の
焼
畑
に
較
べ
て
、
投
下
労
働
量
が
か
な

り
少
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
反
当
収
量
が
《
ナ
ギ
ハ
タ
型
》
の

そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
、
労
働
生
産
性
に
お
い
て
は
こ
の

四
国
山
地
の
焼
畑
が
、
飛
濃
越
山
地
の
そ
れ
を
か
な
り
上
廻
っ
て
い

る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
播
種
量
に
対
す
る
収
量
の

比
率
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
（
第
一
西
表
参
照
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
本
川
村
の
場
合
に
は
、
既
述
の
如
く
、
焼
畑
の

初
年
作
物
は
、
ほ
と
ん
ど
ヒ
エ
の
み
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
が
、

83　（705）
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第24表　反当投下労働量と収量の比較

料資量
働
昼
労
収
位
り
単
当

　
量
　
収反

後
下
以
投
れ
当
染

入
一
働

火
の
労

　
名

　
村

　
陥
　
り

・2・人1・5斗・2ssl’／入相ぐ購山

野＿1・5
・・s3sl一／人

w漏謹・
22．0 12 ・55斗1人P ！！

8 10
・・2s’1－1人 P青（器郎

副本鮒
聖母㈱
繊陣一
癖ジト州

さ
き
の
第
二
一
表
に
よ
る
と
、
大
川

村
で
は
夏
に
伐
採
し
、
一
〇
月
中
旬

に
火
入
れ
を
行
い
、
そ
の
後
同
月
下

旬
に
ム
ギ
を
播
種
す
る
《
ム
ギ
作
型
》

の
焼
畑
が
存
在
し
、
さ
ら
に
土
佐
村

で
は
、
こ
れ
に
夏
播
き
の
ソ
バ
が
初

年
作
物
と
し
て
加
わ
り
、
　
「
春
播
き

」
「
夏
播
き
」
「
秋
播
き
」
の
慧
一
種

類
の
焼
畑
が
経
営
さ
れ
て
い
る
。
第

二
五
表
は
大
川
・
土
佐
両
型
に
お
け

る
主
要
焼
畑
作
物
の
収
量
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
第
二
二
表

と
比
較
す
る
と
、
ヒ
エ
作
の
核
心
地

帯
に
当
る
本
川
村
か
ら
大
川
村
↓
土
佐
村
と
周
辺
部
へ
向
う
に
つ
れ
、

焼
畑
作
物
の
中
で
ム
ギ
や
ソ
バ
の
占
め
る
比
重
が
次
第
に
大
き
く
な

る
傾
向
が
明
瞭
に
み
と
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
・

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
《
ヒ
エ
単
作
型
》
の
焼
畑
経
営
の
方
式
が

四
国
山
地
に
お
け
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
経
営
方
式
で
あ
っ
た
か
否
か
に

つ
い
て
獄
、
な
お
若
干
の
疑
問
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
例
え
ば

第25表　大川村と土佐村の焼畑作
　物の収量（アソケ一一ト調査資料）

作　物大川村1土佐村
　16G石

　　75

　　30

　　se

2，500貫

200石

　　50
大豆120
小豆ISO

黒皮50，000貫

エ
ギ

ヒ
　
ム

263戸1 約100戸

大小豆

ソ　1く

ミツマタ

焼畑戸数

『
長
曾
我
部
地
検
帳
』
の
一
部

に
み
ら
れ
る
焼
畑
作
物
の
記
載

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

な
ど
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
四
国

山
地
に
は
古
く
は
《
ム
ギ
作
型
》

の
焼
畑
が
広
く
分
布
し
て
い
た

と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

か
か
る
事
実
を
考
慮
す
る
と
、

本
川
地
方
で
も
以
前
に
は
ヒ
エ

作
以
外
に
ム
ギ
作
型
の
焼
畑
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
何

ら
か
の
理
由
で
後
に
こ
れ
が
脱
落
し
、
ー
ム
ギ
作
型
の
焼
畑
耕
地
が

集
落
の
近
傍
に
位
置
し
て
い
た
た
め
、
根
管
的
に
早
く
そ
れ
ら
が
丁
年
化
し

た
一
そ
の
結
果
、
今
日
み
ら
れ
る
よ
う
な
《
ヒ
エ
単
作
型
》
の
輪

作
型
に
純
化
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
こ
の
考

え
方
を
う
け
入
れ
る
と
す
れ
ば
、
焼
畑
輪
作
方
式
と
し
て
は
、
さ
き

の
第
三
○
・
一
＝
表
の
中
で
は
大
川
村
の
そ
れ
が
、
こ
の
地
域
に
お

け
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
型
式
に
近
い
も
の
と
考
え
う
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　
つ
ま
り
四
国
山
地
に
お
け
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
焼
畑
の
輪
作
方
式
に

お
い
て
は
、
「
春
焼
き
」
と
「
秋
焼
き
」
の
両
型
が
併
存
し
、
ヒ
エ
鵡

84　（706）



わが曝の規畑経営方式の地域的類型㈱（佐々木）

ム
ギ
の
二
つ
の
作
物
を
初
年
作
物
と
し
て
栽
培
し
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
初
年
目
に
ヒ
エ
・
ム
ギ
を
栽
培
し
た
の
ち
、
こ
の
地
域
の
焼
畑
で

は
、
第
二
〇
表
に
示
し
た
如
く
第
二
年
目
に
は
主
と
し
て
小
豆
或
は

大
豆
が
栽
培
さ
れ
る
。
本
川
村
越
裏
門
部
落
の
例
（
第
二
〇
表
）
に

よ
る
と
、
大
豆
は
耕
地
条
件
の
良
い
と
こ
ろ
の
み
に
つ
く
り
、
一
般

に
第
二
年
目
の
作
物
と
し
て
は
、
大
豆
よ
り
小
豆
の
比
重
が
や
や
大

き
い
。
こ
れ
に
対
し
第
三
年
目
は
大
小
豆
や
ア
ワ
或
は
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
が
栽
培
さ
れ
、
第
四
年
も
耕
地
条
件
が
良
好
な
ら
ば
、
同
様
の
作

物
の
作
付
が
つ
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
四
国
山
地
の
愛
媛
側
の
斜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

面
に
立
地
す
る
柳
谷
村
の
中
久
保
部
落
で
は
ヒ
エ
ー
大
小
豆
ー
ア
ワ

ー
大
小
豆
ー
ア
ワ
と
い
う
雑
穀
（
M
）
と
豆
類
（
B
）
を
五
年
聞
に

一旦

闌
�
ﾝ
に
作
付
す
る
主
穀
生
産
の
比
重
の
大
き
な
焼
畑
が
、
大
規

模
に
営
ま
れ
る
（
焼
畑
の
約
七
〇
％
が
こ
の
種
の
輪
作
方
式
を
と
る
）
と

い
う
例
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
の
存
在
を
も
配
慮
す
る
と
、
恐

ら
く
四
国
山
地
中
西
部
の
焼
畑
核
心
地
域
に
お
け
る
《
雑
穀
ム
ギ
．

栽
培
型
》
の
焼
畑
の
輪
作
の
方
式
は
、

（
讐
B
一
壷
駐
輪
噸
壷
一
帯

　
或
い
は（
避
B
－
M
堂

　
q
）
一

と
い
う
型
式
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
タ
イ
プ
と
想
定
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
す
で
に
別
稿
で
指
摘
し
よ
う
に
、
　
『
長
曾
我
部
地
検
帳
』

の
焼
畑
作
物
の
中
に
は
、
イ
モ
（
里
芋
）
の
記
載
が
か
な
り
頻
費
す

る
こ
と
か
ら
、
古
く
は
《
雑
穀
・
ム
ギ
栽
培
型
》
の
焼
畑
の
一
部
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

イ
モ
栽
培
も
算
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
他
方
、
四
国
山
地
東
部
の
焼
畑
に
関
し
て
も
、
さ
き
に
も
述
べ
た

よ
う
に
、
「
夏
焼
き
睡
ソ
バ
作
型
」
の
焼
畑
の
ほ
か
に
、
か
つ
て
は

ヒ
エ
を
初
年
作
物
と
す
る
「
春
焼
き
型
こ
の
そ
れ
が
卓
越
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
⑩

と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
、
祖
谷
地
方
で
は
以
前
に
は
ヒ
エ
…

ア
ワ
ー
豆
と
い
う
輪
作
方
式
が
み
ら
れ
、
ま
た
、
初
年
目
に
ソ
バ
（
よ

い
場
所
に
は
ム
ギ
も
つ
く
っ
た
と
い
う
）
を
作
付
し
た
際
に
は
、
第
二

年
に
は
「
コ
ナ
ッ
ク
り
し
と
称
し
苗
床
で
育
成
し
た
ウ
エ
ビ
エ
の
苗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

を
移
植
す
る
慣
行
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
輪
作
方
式
の
特
徴
に

は
、
む
し
ろ
中
部
日
本
の
《
ナ
ギ
ハ
タ
型
》
の
そ
れ
と
通
じ
合
う
点

が
あ
り
、
　
「
焼
畑
」
を
「
コ
ナ
」
と
よ
ぶ
事
例
（
菓
祖
谷
・
中
祖
谷
地

方
）
の
存
在
と
と
も
に
、
四
国
山
地
東
部
の
焼
畑
の
輪
作
方
式
が
、
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中
西
部
の
そ
れ
と
伝
統
的
に
若
干
の
差
異
を
有
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
十
分
確
証
す
る

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
以
上
、
四
国
山
地
の
ヒ
エ
栽
培
型
の
焼
畑
地
域
に
つ
き
若
干
の
検

討
を
加
え
て
き
た
が
、
四
国
山
地
に
お
け
る
焼
畑
分
布
の
核
心
地
域

に
、
現
在
卓
越
す
る
焼
畑
の
輪
作
形
態
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
“
ミ
ツ

マ
タ
栽
培
に
重
点
を
お
く
型
式
の
も
の
で
あ
る
。

㈲
ト
ウ
モ
呂
シ
蓬
型
の
八
三
経
営
方
式
と
そ
の
原
型
四
国
山
地
中

西
部
の
高
知
県
高
岡
郡
・
同
吾
川
郡
お
よ
び
愛
媛
県
上
浮
穴
郡
の
三

郡
は
、
「
第
一
報
」
に
お
い
て
す
で
に
指
摘
し
た
如
く
、
全
国
の
郡
市

別
焼
畑
面
積
に
お
い
て
首
位
か
ら
三
位
ま
で
を
占
め
、
三
郡
の
焼
畑

の
面
積
の
合
計
は
、
　
『
五
〇
年
セ
ン
サ
ス
』
に
よ
れ
ば
、
約
一
五
三

〇
町
歩
に
達
し
て
お
り
、
全
国
で
も
っ
と
も
焼
畑
の
集
中
す
る
地
域

を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
に
焼
畑
の
経
営
が
著
し
く
集
中
し
た

要
因
に
つ
い
て
は
す
で
に
「
第
二
報
」
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
ミ
ツ
マ

タ
を
基
幹
作
物
と
す
る
《
商
品
作
物
栽
培
型
》
の
そ
れ
が
明
治
後
期

以
後
、
広
く
営
ま
れ
、
山
地
の
商
業
的
な
土
地
利
用
が
早
く
か
ら
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

達
し
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
地
域
の
大
部
分
は
、

相
馬
正
胤
の
分
類
に
よ
る
と
仁
淀
地
鷹
に
入
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
で

は
ヒ
エ
作
が
消
失
し
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
及
び
豆
類
と
ミ
ツ
マ
タ
を
お

も
に
栽
培
す
る
地
域
に
な
っ
て
い
る
。
ヒ
エ
を
主
作
物
と
す
る
本
川
、

地
区
が
、
伝
統
的
な
焼
畑
経
営
の
特
徴
を
よ
く
示
す
地
域
と
す
れ
ば
、

ト
ゥ
モ
律
コ
シ
と
ミ
ツ
マ
タ
と
い
う
今
日
の
代
表
的
焼
畑
作
物
を
主

作
物
と
し
て
栽
培
す
る
こ
の
地
域
は
、
四
国
山
地
に
お
け
る
新
し
い

焼
畑
経
営
の
特
微
を
代
表
と
す
る
地
域
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
わ
が
国
に
お
け
る
最
大
の
焼
畑
面
積
を
示
す

梼
原
村
は
こ
の
種
の
《
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
睡
ミ
ツ
マ
タ
栽
培
型
》
の
焼

畑
の
典
型
的
に
発
達
し
た
地
域
で
あ
る
。
同
村
四
万
州
地
区
に
お
け

る
筆
者
の
調
査
事
例
（
一
九
五
八
年
春
）
に
よ
っ
て
、
ま
ず
、
そ
の
焼
r

畑
経
営
技
術
の
特
微
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

　
事
例
2
1
　
焼
畑
耕
地
の
造
成
　
椿
原
町
の
焼
畑
の
伐
採
（
ゆ
り
ァ
ヶ
）
に
は

　
「
ハ
タ
キ
リ
」
と
「
ヤ
ブ
ウ
チ
」
の
二
種
が
あ
る
。
ハ
タ
キ
リ
は
前
年
の

　
一
〇
月
頃
樹
木
の
落
葉
前
に
伐
採
し
、
伐
木
を
そ
の
ま
ま
雪
の
下
に
押
え

　
て
お
き
、
翌
年
の
三
月
中
・
下
旬
頃
に
火
入
れ
を
行
う
も
の
で
、
ヤ
ブ
ウ

　
チ
は
七
月
中
・
下
旬
に
伐
採
し
、
八
月
上
旬
に
火
入
れ
を
行
う
。
ハ
タ
キ

　
リ
・
ヤ
ブ
ウ
チ
と
も
主
と
し
て
家
族
労
働
力
に
よ
っ
て
行
う
が
、
イ
イ

　
（
ユ
イ
）
を
入
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
「
ヤ
マ
イ
イ
」
と
よ

　
ぶ
。
田
植
・
麦
打
ち
は
〃
向
う
ペ
ソ
ト
ウ
”
（
経
営
者
側
が
昼
食
を
三
朝
）

　
に
対
し
、
ヤ
マ
イ
イ
は
〃
自
分
ベ
ン
ト
ウ
”
で
あ
る
。
と
く
に
ヤ
ブ
ウ
チ
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わが国の焼畑経営方式の地域的類型的（佐々木）

　　写真5　伐採を終った焼畑（1956年夏撮影）

ソバヤブ用に伐採したもの。吾川郡池川町椿山

（
ソ
バ
ヤ
ブ
）
の
適
期
（
サ
ン
ゴ
）
は
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
集
中
的
な
労

働
力
の
投
下
が
必
要
で
イ
イ
で
行
う
場
合
が
多
い
。

　
焼
畑
の
火
入
れ
に
際
し
て
は
、
ま
ず
耕
地
の
周
囲
に
巾
二
～
三
間
の
防

火
線
を
つ
く
る
。
斜
面
の
傾
斜
が
急
な
場
合
に
は
、
そ
の
上
縁
に
は
と
く

に
広
い
防
火
線
を
つ
《
る
。
そ
の
後
風
の
凪
い
だ
日
の
夕
方
に
火
入
れ
を

行
う
が
、
竹
ダ
イ
（
タ
イ
マ
ッ
の
如
き
も
の
）
に
よ
っ
て
焼
畑
の
上
部
か
ら

火
を
つ
け
、
焼
き
下
ろ
し
耕
地
の
半
分
以
下
ま
で
焼
き
下
ろ
す
と
下
か
ら

も
火
を
つ
け
る
。
こ
の
火
入
れ
の
際
に
も
「
テ
ヤ
イ
ブ
」
と
称
し
、
家
族

外
か
ら
何
人
か
の
労
働
力
の
援
助
を
う
け
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
火
入
れ

の
の
ち
、
一
間
ほ
ど
の
長
さ
の
股
の
あ
る
木
を
使
っ
て
焼
残
り
の
残
材
を

ハ
ネ
ノ
ケ
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
集
め
（
マ
ク
リ
ア
ッ
メ
）
、
も
う
一
度
こ
の

潜
門
を
焼
き
（
ア
ッ
メ
ヤ
キ
）
、
そ
の
後
、
唐
鍬
で
耕
地
面
を
上
・
下
に
打

返
し
て
行
く
（
ウ
チ
ア
ヶ
）
。
こ
の
作
業
は
耕
地
の
下
端
か
ら
は
じ
め
上
に

登
り
な
が
ら
行
う
。
カ
ヤ
の
多
い
と
こ
ろ
或
は
「
カ
リ
ア
ケ
」
に
手
間
の

か
か
っ
た
と
こ
ろ
は
、
　
「
ウ
チ
ア
ケ
」
に
も
手
間
が
か
か
り
、
こ
の
火
入

れ
後
の
整
理
と
整
地
に
は
反
当
五
～
七
人
の
労
働
力
を
要
す
る
と
い
う
。

……

@
灘
灘

　　　　　　　　　　　ず　　　　　　　　　　　ほ　　ニニ　
　　　　　写真6　火入れ直後のソバヤブ
土砂流失防止用の横木がわたしてある。斜面の上部は

春に造成した焼畑（1956年夏　池川町）
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事
例
2
2
　
ハ
ル
ハ
タ
の
輪
作
　
初
年
目
の
四
月
上
旬
に
ま
ず
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
（
キ
ビ
と
よ
ぶ
）
の
播
種
を
行
う
。
ア
ナ
マ
キ
で
、
そ
の
ま
わ
り
に
小

豆
或
は
大
豆
を
播
く
が
前
者
が
多
い
。
ハ
ル
ハ
タ
の
急
斜
面
の
と
こ
ろ
で
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
作
付
し
に
く
い
場
所
に
は
ア
ワ
を
散
翻
す
る
こ
と
も
あ

る
が
、
ヒ
エ
は
播
か
な
い
。
焼
畑
の
管
理
は
「
キ
ビ
ジ
ュ
ー
リ
」
と
よ
ば

れ
、
播
種
後
瀬
～
三
週
間
目
に
、
唐
鍬
で
カ
ズ
ラ
や
カ
ヤ
の
芽
を
た
ち
き

っ
て
除
草
を
行
い
、
そ
の
後
難
〇
日
ほ
ど
し
て
除
草
・
土
寄
せ
、
さ
ら
に

も
う
一
度
除
草
を
行
う
。
施
肥
は
一
切
行
わ
れ
な
い
。
収
穫
は
一
〇
月
中

第26表初年目の焼畑経営に要
　する労働量（椿原村四万川）

伐採（カリアケ）

h火線つくり
ﾎ　　入　　れ

ｮ　　　　地
k起（ウチアケ）

6～10人

T人

R～6．5人

P人

T～7人

小　計1・・一…人

播　　　　　種

恆吹E中　耕

絈n・運搬
ｲ　　　　整

2人

W～9人

S人

Q人

小　訓・6一・7人

合　計136一…人

反当り1・一・人

旬
頃
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
サ
ヤ
（
穂
）
の
部
分
を
と
り
、
家
に
運
ん
で
乾

燥
さ
す
。
収
量
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
反
当
り
約
二
俵
（
一
石
）
、
大
小
豆
は
約

二
斗
程
度
。
収
穫
後
の
脱
穀
・
調
整
は
、
主
と
し
て
家
で
女
が
行
う
。
こ

の
初
年
目
焼
畑
の
経
営
に
要
す
る
労
働
量
は
第
二
六
表
の
如
く
で
あ
る
。

ハ
ル
ハ
タ
の
第
二
年
目
に
は
も
う
一
度
「
ハ
タ
キ
リ
」
を
行
い
（
カ
ズ
ラ
の

写真7　栽植後1年目のミツマタ
　　（1967年夏　褥原村四万川）

根
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
茎
を
除
く
）
、
大
小
豆
を
播
く
。
そ
の
収
量
は
反
当
り

五
斗
程
度
。
第
三
年
目
に
は
四
月
上
・
中
旬
に
ミ
ツ
マ
タ
を
栽
植
し
、
そ

の
間
に
、
間
作
と
し
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
甘
藷
を
栽
培
す
る
こ
と
が
多
い

が
（
こ
の
間
作
物
の
収
量
は
約
五
斗
／
反
程
度
）
、
　
ヒ
エ
・
ア
ワ
の
作
付
は
行

わ
れ
な
い
。
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わが国の焼畑経営方式の地域的類型Cl）（佐々木）

第27表　四万川地区の三極
　栽培状況（昭31年度）

栽培農家数

ﾍ培面積
V植見込面積

絈n見込面積

絈n見込量

　200戸

P980．1反

U29．6反

V654反

S7．230〆

一戸当り

V盤見込面積
3．15反

一戸当り

ﾍ培面積
9．9反

　
こ
の
四
万
川
地
区
に
お
け
る
昭
和
三
一
年
度
の
ミ
ツ
マ
タ
栽
培
状
況
は

第
二
七
表
の
通
り
で
、
一
戸
平
均
約
九
・
九
反
と
ほ
ぼ
一
町
歩
に
近
い
ミ

ツ
マ
タ
耕
地
を
有
し
、
毎
年
約
三
・
二
反
の
新
羅
を
行
っ
て
い
る
。
一
般

に
ミ
ツ
マ
タ
は
移
植
後
二
年
目
の
冬
か
ら
三
年
目
春
に
か
け
て
最
初
の
収

穫
（
初
伐
り
）
を
行
い
、
初
伐
り
後
、
二
年
目
か
ら
年
々
そ
の
収
穫
が
可

能
で
あ
る
。
四
万
川
地
区
で
は
五
～
七
年
間
ミ
ツ
マ
タ
の
栽
培
を
つ
づ
け
、

こ
の
間
に
二
～
三
回
収
穫
を
行
い
、
六
～
七
年
目
以
後
に
は
、
植
林
を
行

う
こ
と
が
多
い
。

’
事
例
2
3
　
ソ
バ
ヤ
ブ
の
輪
作
　
「
春
焼
き
型
」
の
「
ハ
ル
ハ
タ
」
に
対
し
、

　
「
夏
焼
き
型
」
の
「
ソ
バ
ヤ
ブ
」
の
場
合
に
は
、
八
月
上
・
中
旬
、
火
入

れ
直
後
に
ソ
バ
を
播
種
（
散
播
）
す
る
。
そ
の
後
は
除
草
・
中
耕
な
ど
の

管
理
は
行
わ
ず
、
一
〇
月
下
旬
に
収
穫
を
行
う
。
反
当
収
量
は
約
一
石
程

度
。
第
二
年
目
は
ハ
ル
ハ
タ
と
同
様
に
大
小
豆
を
栽
培
す
る
が
、
ソ
バ
ヤ

ブ
の
第
二
年
目
は
、
雑
草
の
生
育
が
少
な
い
た
め
、
所
要
労
働
量
は
ハ
ル

　
ハ
タ
の
第
二
年
目
の
ほ
1
5
い
％
（
三
人
〆
反
）
ほ
ど
で
す
む
。
二
年
目
の
大
小

糠
旨澱錨餅

鱗
写真8　ミツマタの皮を蒸す作業

　　　（1967年春構原村）

豆
の
収
量
は
ほ
ぼ
五
斗
／
反
。
第
三
年
目
に
は
ミ
ツ
マ
タ
の
栽
植
を
行
う
。

な
お
、
四
万
川
地
区
で
は
、
　
「
秋
焼
き
」
の
《
ム
ギ
栽
培
型
》
の
焼
畑
は
全

く
存
在
し
な
い
。

以
上
の
事
例
に
み
る
如
く
、
椿
原
村
四
万
川
地
区
の
焼
畑
の
輪
作
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形
態
に
は
、
　
「
落
焼
き
」
　
（
ハ
ル
ハ
タ
）
と
「
重
焼
き
」
　
（
ソ
バ
ヤ

ブ
）
の
両
型
が
あ
り
、
初
年
目
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
（
大
小
豆
間
作
）
と

ソ
バ
の
作
付
を
行
っ
た
の
ち
、
第
二
年
に
は
大
小
豆
を
栽
培
し
、
三

年
目
以
後
ミ
ツ
マ
タ
栽
培
に
転
換
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
、
造
林
が
行

わ
れ
る
と
い
う
典
型
的
な
《
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
闘
ミ
ツ
マ
タ
栽
培
型
》

の
輪
作
形
態
を
示
し
て
い
る
。
同
地
区
の
井
桑
部
落
の
例
（
昭
和
三

十
二
年
末
）
に
よ
る
と
、
　
全
戸
が
六
～
一
反
程
度
の
焼
畑
の
経
営
を

行
い
、
ま
た
各
戸
そ
れ
ぞ
れ
に
ミ
ツ
マ
タ
の
栽
培
を
行
っ
て
い
る
。

但
し
昭
和
三
一
年
度
以
後
、
ミ
ツ
マ
タ
栽
培
に
対
す
る
補
助
金
の
打

切
り
な
ど
の
影
響
が
あ
り
、
そ
の
栽
培
面
積
が
明
ら
か
に
減
少
傾
向

を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
、
山
地
斜
面
の
海

抜
高
度
八
○
○
～
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
に
ま
で
焼
畑
が
分
布
し
、

休
閑
期
間
は
一
五
～
二
〇
年
が
標
準
で
あ
る
が
、
最
近
で
は
、
そ
れ

が
一
〇
年
前
後
に
短
縮
さ
れ
る
例
も
あ
る
と
い
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
右
の
濤
原
村
四
万
川
地
区
の
東
方
に
位
置
し
、
ヒ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

作
型
の
卓
越
地
域
本
川
地
区
に
近
い
池
川
町
で
は
、
若
干
こ
れ
と
異

っ
た
焼
畑
の
経
営
方
式
が
み
ら
れ
る
。

事
例
2
4
　
池
川
町
椿
山
部
落
で
は
前
年
の
八
月
下
旬
～
九
月
下
旬
に
雑
木

林
を
伐
採
し
、
翌
年
三
月
下
旬
～
四
月
下
旬
に
火
入
れ
を
行
う
「
春
焼
き
」

が
、
焼
畑
の
全
面
積
の
約
八
○
％
を
占
め
る
が
、
こ
こ
で
は
、
四
月
下
旬

か
ら
六
月
下
旬
ま
で
の
約
二
ヵ
月
の
問
に
播
種
を
行
な
う
。
も
っ
と
も
多

量
に
栽
培
す
る
の
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
、
こ
れ
は
穴
播
き
（
ツ
ボ
ゥ
ェ
）
で

あ
る
。
し
か
し
、
ほ
か
に
ヒ
エ
・
大
小
豆
・
ア
ワ
，
（
重
要
度
の
順
）
を
直
播

（
バ
ラ
マ
キ
）
し
、
そ
の
あ
と
を
鍬
で
浅
耕
し
て
二
～
三
種
類
の
作
物
が
焼

畑
で
栽
培
さ
れ
る
。
初
年
目
の
焼
畑
の
管
理
と
し
て
は
、
六
月
下
旬
・
七

月
中
旬
．
八
月
中
旬
の
三
回
に
亙
っ
て
除
草
を
行
う
ほ
か
尿
素
・
硫
安
な

繍

　　　写真9　トウモPコシとミツマタ栽培
手前の草丈の低いのがミツマタ，その向う側草丈の高

い大きな集団がトウモμコシ。焼畑の1筆規模がきわ

めて大きい（1956年夏　池川町椿山）
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日
野
醐

写真10　ミツマタの中に混植されたスギ苗

　　　　（1956年夏　池川町椿山）

ど
の
肥
料
の
投
入
（
反
当
り
一
〇
～
三
〇
貫
程
度
）
も
行
っ
て
い
る
。
収
穫

は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
一
〇
至
上
・
中
旬
（
反
当
収
量
平
均
一
五
斗
程
度
）
春

播
き
の
大
小
豆
・
ア
ワ
・
ヒ
エ
な
ど
は
一
〇
月
下
旬
に
行
う
。
ま
た
第
二

年
に
は
四
月
上
旬
～
五
月
上
旬
に
初
年
と
同
じ
種
類
の
作
物
を
播
種
す
る

が
、
現
在
で
は
ミ
ツ
マ
タ
を
二
年
目
或
は
初
年
に
栽
植
す
る
こ
と
が
多
く
、

ま
た
、
最
近
で
は
ミ
ツ
マ
タ
の
間
に
ス
ギ
苗
を
栽
植
し
、
ミ
ツ
マ
タ
収
穫

後
は
造
林
地
に
転
換
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
二
年
で

自
給
作
物
の
耕
作
を
放
棄
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
池
川
町
で
は
日
当
り
の
よ

　
一

い
斜
面
を
選
び
、
八
月
の
中
・
下
旬
に
伐
採
し
、
そ
の
後
十
月
下
旬
ま
で

に
火
入
れ
を
行
う
「
磯
焼
き
」
の
焼
畑
も
営
ま
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
九
月

下
旬
～
一
〇
月
中
旬
に
ソ
バ
を
、
一
一
月
上
旬
に
ム
ギ
を
播
種
す
る
が
、

除
草
・
施
肥
な
ど
は
一
切
行
わ
な
い
。
ム
ギ
の
反
当
収
量
は
約
一
二
～
一

三
斗
程
度
。
ム
ギ
あ
と
の
第
二
年
目
に
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
作
付
す
る
。

　
第
二
八
表
は
同
部
落
の
上
・
中
・
下
の
各
階
層
か
ら
一
戸
ず
つ
サ
ン
プ

リ
ン
グ
し
た
農
家
の
経
営
内
容
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
に
よ
っ

て
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
ミ
ツ
マ
タ
を
混
作
す
る
耕
地
が
も
っ
と
も
多
い
こ

と
は
一
見
し
て
明
ら
か
と
な
る
（
こ
の
場
合
に
も
さ
ら
に
大
小
豆
を
間
作
す
る

例
が
少
な
く
な
い
）
。
し
か
し
、
ヒ
エ
ー
大
豆
i
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
或
は
ヒ
エ

ー
小
豆
ー
ア
ワ
と
い
う
旧
型
の
輪
作
方
式
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
現
在
も
残

存
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
中
・
上
層
農
家
で
あ

る
A
・
B
家
は
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
所
有
地
に
焼
畑
を
造
成
し
、
そ
の
初
年
目

か
ら
焼
畑
に
造
林
を
行
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
下
層
農
家
C
に
お
い
て
は
、

五
・
五
反
の
焼
畑
経
営
面
積
の
う
ち
自
己
所
有
地
は
○
・
七
反
に
す
ぎ
ず
、

他
の
○
・
五
反
の
借
入
地
を
除
け
ば
、
五
筆
四
・
三
反
の
焼
畑
の
す
べ
て

を
、
ム
ラ
の
共
有
地
に
依
存
し
て
い
る
。
し
か
も
、
初
年
目
か
ら
三
年
目

に
至
る
ま
で
こ
の
。
農
家
で
は
植
林
を
行
な
わ
ず
、
ヒ
エ
ー
小
豆
ー
ア
ワ

と
い
う
伝
統
的
な
主
穀
栽
培
型
の
輪
作
形
態
を
も
っ
と
も
よ
く
留
め
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
C
農
家
で
は
、
ミ
ツ
マ
タ
栽
培
は
行
っ
て
は
い
る
が
、
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第28表　椿山部落におけるサンプル農家の焼姻経営

雑膿齢1 聯・・年作物1昭和・・年作動聯29年綱植　林

昭
3
1

2，3反　　ト　ウ　モ　ロ　コシ

Q．5　　ヒ　　　　　　　　エ

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

…

昭和31年にスギ

@　一

昭
3
0

2．1

O．6

P．7

Q．5

トウモロコシ・ミツマタ

~　　ツ　　マ　　タ

~　　ツ　　マ　　タ

蛛@　　　　　豆

ム　　　　　　ギ

gウモロコシ。ミツマタ

gウモ響コシ・ミツマタ

q　　　　　　　　　エ

二
＝

昭湘30年スギ

ｺ和30年スギ

ｺ和30年スギ

ｺ和30年スギ

2．5

Q．0

ト　ウ　モ　ロ　コシ

gウモロコシ（ミツマタ）

大　　　　　豆　　ヒ　　　エ

@　　～　　　　　　　　　ρ

昭和29年スギ

計い呵　　　　常撫・反　　　　1
劉…トウ…シ（・ツ・・）1　－　1－1編1管鷲

昭
3
0

1．5

Q．0

ミ　　ツ　　マ　　タ

蜩､・ミツマタ

トウモロ冒シ。ミツマタ　　　　　㎜

?ギ・ミ　ツマタ　　　　一

昭和31年スギ

騒呵・ツ・・1・ッ・婦ウ…シ1・　　・ギ1
＝
　
！
計　刈　　　　常畑・・反　　　　1

しな

〃
　
〃

［
一
一

トウモロコシ・ミツマタ

　ヒ　　　　　　　　　エ

　ヒ　 エ　 （ミツーマタ）

1．0反

1．O

O．5＊＊

昭
3
1

農家

しな

〃
「
一

ヒ　　　　　 ェ

トウモロコシ

弟
マ
タ

ツ“
マ
シ
コ
ツ

ロモウ
　
ミ

ト
ω
0
8

昭
3
0

しな

ク

ヒ 工

トウモロコシ

豆
州

　
マ

　
ツ

ト
ミ

ノワ
　
タマツ

。・51ア
。，7劉ミ

昭
2
9

堂　畑　1．0反 i

＊＊　借入地 C農家は畑7筆5反0．17歩，山林5筆3．3反3．17歩を所有す

るにすぎない

劃5・5
自巳所有地

A

C

　
そ
の
栽
植
が
第
二
年
目
以
下
に
ず
れ
る
例

が
多
く
、
主
穀
作
物
（
主
と
し
て
ヒ
エ
）
の

占
め
る
比
重
が
、
A
・
B
両
農
家
に
比
し
、

相
対
的
に
高
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　
右
の
池
川
町
の
事
例
に
お
い
て
は
、

そ
の
焼
畑
経
営
の
方
式
に
少
な
く
と
も

つ
ぎ
の
如
き
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
①
さ
き
の
サ
ン
プ
ル
農
家
に
お
い

て
栽
培
さ
れ
た
作
物
の
作
付
延
面
積
を

輪
作
年
次
別
に
整
理
す
る
と
、
第
二
九

表
の
如
く
な
る
。
栽
培
延
面
積
に
お
い

て
最
大
を
占
め
る
の
は
、
ミ
ツ
マ
タ
で
、

と
く
に
輪
作
の
第
二
年
目
に
栽
植
さ
れ

る
場
合
が
も
っ
と
も
多
い
。
こ
の
ミ
ツ

マ
タ
に
つ
い
で
、
作
付
の
延
面
積
の
大

き
い
の
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
あ
る
が
、

初
年
目
の
作
物
に
限
れ
ば
、
む
し
ろ
ヒ
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わが国の焼畑経営方式の地域的類型的（佐々木）

臼甘　　》づ．　　、ノ　　　tEl　　了笛　　　め　　　イノ窪　　家　　　　　　　　第29表 サンプル農家の焼畑作物作付延面千

畳　　　物 隣則・矧・矧合計
ヒ　　　　　　エ 10。25反 一反 一反 10．25及

ム　　　　ギ 3．1
一 『

3．1

トウモロコシ 6．95 1．6 3．5 12．05

ミ　ツ　マ　タ 4．4 99 3∬ 18．GG

大　　　　豆 一 6℃ 一
6．0

小　　　　豆 ㎜
0．5

一
0．5

ア　　　　　ワ ｝
0．5 0．5

エ
の
栽
培
面
積
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
そ
れ
を
上
廻
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
こ
の
三
戸
の
サ
ン
プ
ル
農
家

に
関
す
る
限
り
、
初
年
目
の
作
物

は
ヒ
エ
を
主
と
し
て
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
が
こ
れ
に
つ
い
で
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
、
秋
播
き
の
ム

ギ
が
少
量
な
が
ら
初
年
目
の
作
物

と
し
て
登
場
し
、
さ
ら
に
こ
の
三

戸
の
農
家
で
は
栽
培
し
て
い
な
い

が
、
夏
播
き
の
ソ
バ
も
、
他
の
農

家
で
は
初
年
目
に
栽
培
す
る
例
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
初
年
目
の

作
物
構
成
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
み
た
蕎
原
村
の
場
合
よ
り
も
か
な

り
複
雑
な
特
色
が
み
ら
れ
る
。
四
国
山
脈
の
分
水
界
を
越
え
た
北
斜

面
に
あ
る
愛
媛
県
上
浮
穴
郡
の
面
河
・
仕
七
十
・
中
津
・
柳
谷
の
諸

山
村
に
お
い
て
も
、
キ
ビ
山
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
大
小
豆
）
を
中
心
に
、

ソ
バ
山
・
ム
ギ
由
・
ヒ
エ
ヤ
ブ
な
ど
初
年
目
作
物
の
種
類
に
よ
っ
て
名

づ
け
ら
れ
た
各
種
の
輪
作
方
式
が
併
存
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
池
川

町
の
場
合
と
同
様
の
事
例
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
（
第
三
〇
表
）
。

第30表　四国山脈西部の焼畑輪作形態の諸類型（愛媛県側）

三世伐 採1火入れ1初年 国［・ 田図｝・朝｛備 考

キビ山 秋の落葉前 翌年春
トウモロコシ
i大小夏間作）

トウモロコシ
i大小豆間作）

トウモロコシ
i大小豆間作）

瓢畑面贅の70～80％を
閧ﾟる。休閑期15～20
N。ミツマタ菰木導入2～3年圏

ソバ山 夏に伐採 伐採後1ケ月 ソ　　　　バ
大　小豆
?馳享） ア　　　　ワ

小面蟹
｢林地へ移行大

ムギ山 夏に伐採 初秋に火入
小　　　麦

iハダカムギ）
トウモロコシ トウモロコシ

小面積

?向斜面3年闘にミツマタ

W落近傍常畑化の傾向

ヒエヤブ秋の落葉前 翌年の春 ヒ　　　　　エ 大小　豆 ア　　　　ワ

4年目大小豆，5　薮アワ　休閑期20～30年

恍n型

資料は根馬正胤（1953）による。

　
　
②
池
川
町
の

焼
畑
で
は
三
園
の
除

草
と
施
肥
を
伴
い
、

そ
の
経
営
管
理
が
き

わ
め
て
集
約
的
に
行

わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
恐
ら
く
池
川
町
が

古
く
か
ら
の
ミ
ツ
マ

タ
栽
培
の
核
心
地
帯

に
当
り
、
ま
た
最
近

（一

纔
Z
五
年
）
で
は

高
知
県
に
お
い
て
ミ

ツ
マ
タ
を
最
も
集
中

的
に
栽
培
す
る
地
域

で
あ
る
こ
と
と
深
く

関
係
す
る
事
実
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

　
③
第
三
の
注
目

す
べ
き
点
と
し
て
は
、
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こ
の
池
川
町
付
近
に
お
い
て
は
、
古
い
ヒ
エ
作
型
の
経
営
方
式
の
残

存
の
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
　
ヒ
エ
を
初
年
作
物
と
し
、
　
大
小
豆

ー
ア
ワ
　
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
と
輪
作
す
る
《
ヒ
エ
作
型
》
の
輪
作
の

方
式
が
、
昭
和
三
一
年
の
調
査
時
点
に
お
い
て
も
椿
山
部
落
な
ど
の

隔
絶
山
村
に
残
存
し
て
い
た
こ
と
は
、
さ
き
に
も
述
べ
た
通
り
で
あ

る
。
こ
と
に
食
糧
生
産
を
主
と
し
て
焼
畑
に
依
存
す
る
下
層
農
家
に

お
い
て
、
　
古
い
《
ヒ
エ
作
型
》
の
輪
作
型
が
よ
く
保
存
さ
れ
て
い

る
事
実
は
、
商
品
作
物
（
ミ
ツ
マ
タ
）
栽
培
が
導
入
さ
れ
る
以
前
に
、

こ
の
種
の
主
穀
生
産
型
の
焼
畑
が
、
　
こ
の
地
域
に
お
い
て
、
　
広
く

営
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
推
察
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
四
国
の
焼
畑
に
お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
栽
培
は
一

般
に
「
常
畑
作
物
で
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
、
焼
畑
に
ま
で
そ
の
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

付
領
域
を
拡
大
し
た
か
た
ち
を
と
る
」
と
い
わ
れ
る
。

　
い
ま
、
池
川
町
役
場
所
蔵
の
『
土
佐
国
吾
川
郡
池
川
郷
村
誌
』

（
明
治
十
三
年
編
稿
本
）
に
よ
っ
て
こ
の
地
域
に
お
け
る
明
治
十
二
年

の
農
作
物
の
生
産
状
況
を
み
る
と
、
第
三
一
表
の
如
く
で
あ
る
。
当

時
す
で
に
池
州
地
域
で
は
焼
畑
・
常
畑
の
双
方
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が

大
量
に
栽
培
さ
れ
、
そ
れ
が
雑
穀
生
産
の
中
で
は
首
位
を
占
め
て
い

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
池
川
地
域
の
最
北
部
、
石
槌
山
山
腹
斜
面
の
隔
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ま
た
、
焼
畑
の
播
種
方
法
に
関
し
、
こ
こ
で

は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
穴
播
き
（
ツ
ボ
ゥ
ェ
）
す

る
と
と
も
に
、
ヒ
エ
・
大
小
豆
が
同
じ
耕
地

に
散
播
（
パ
ラ
マ
キ
）
さ
れ
、
穴
播
き
と
散
播

の
二
つ
の
播
種
法
が
同
時
に
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
本
来
ヒ
エ
を
初
年
作
物
と
し
て
散
播

す
る
慣
行
の
存
在
し
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
穴
播

き
を
必
要
と
す
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
導
入
さ
れ

た
た
め
に
生
じ
た
一
種
の
複
合
現
象
と
み
ら
れ

第31表　池川郷の明治初期の農業

作 物一側糊村1椿鮒
石 石 石

米 34．6．2 2，1．0
一

作 大　　　菱 22，7．3 11。5．0 7．8．4

物
小　　　蓑 10．2．5 3ふ0 …
裸　　　菱 15．4．5 1．45 …

生 トウモロコシ 118．4．5 55，0．0 36．8護

産 ア　　　　ワ 2．3．0 L1．0 1．1．0

量
ヒ　　　　　エ 6．50 6．5．0 48．8．0

大　　　豆 13．0 1ふ0 1」．6

（明 小　　　豆 『 一 ㎜
治
十
ソ　　　　ノミ 3．63 4．6．0 5，7．2

二 麻 158斤 5斤 40斤

窪 茶 100斤 800斤

タ　ノミ　コ 30〆 20 42斤

緒 一 150Q〆
150〆

　　　反

　4．2

168．8

　　　反
　　　．9

　93．2

121．9

3357．0

　　　反

　　3．4

100．2

205．3

　　　　反

　　　7．5

125．2

177．8

2594．1

34．sMi

2e4．1

424．e
耕

旧　　田

反　　畑

別　伐畑

田

畑

伐畑

LL淋

　　　　反

　　57．7

235．4

273．0

2520．0

改
正
新
反
転

地
　
面
積

戸 数1 85｝＝i　1　49f－i　1　46J：

備考　竹野谷村，岩柄村，梼LLI村は，こ

　　　の順に平野部から山地に向って配

　　列されている。



わが国の焼畑経営方式の地域的類型的（佐々木）

絶
的
な
位
置
に
あ
る
椿
山
部
落
に
お
い
て
は
、
こ
の
表
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
明
治
初
年
に
は
ヒ
エ
の
生
産
高
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
そ
れ

を
上
廻
っ
て
い
た
。
恐
ら
く
当
時
椿
山
部
落
に
お
い
て
は
、
ヒ
ェ
或

は
ム
ギ
・
ソ
バ
を
初
年
作
物
と
し
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
二
年
乃
至
三

年
目
に
栽
培
す
る
《
ヒ
エ
作
型
》
の
焼
畑
の
経
営
が
行
わ
れ
て
い
た
も

の
と
想
像
さ
れ
る
。
明
治
初
年
に
は
、
す
で
に
椿
山
部
落
よ
り
下
流

部
の
諸
集
落
で
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
主
作
物
と
す
る
焼
畑
の
経
営

方
式
が
卓
越
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
椿
山
部
落
に
お
い
て
《
ヒ
エ
作

型
》
の
そ
れ
が
残
存
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
集
落
の
隔
絶
的
な
位
置

環
境
に
負
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
愛
媛
県
側
に
お
い
て
も
、
奥
山
に
向

う
ほ
ど
ヒ
エ
作
の
ウ
ェ
イ
ト
の
高
ま
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
は
、
さ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

に
梢
馬
正
胤
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
焼
畑
経
営
方
式
の

か
か
る
空
間
的
な
変
化
は
、
時
間
的
な
変
遷
の
あ
と
を
一
応
示
す
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
断
片
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
池
川
町
に
残
る
近
世
の
焼
畑
作
物
に

関
す
る
資
料
も
、
こ
う
し
た
仮
説
を
よ
く
裏
付
け
て
い
る
。
例
え
ば
、

延
宝
二
年
の
『
池
川
照
照
切
畑
御
改
指
出
面
』
の
一
部
に
記
載
さ
れ

た
焼
畑
作
物
の
作
付
面
積
比
は
第
三
二
表
の
如
く
で
あ
り
、
当
時
こ

の
地
域
に
お
い
て
は
、
ヒ
エ
を
中
心
に
ソ
バ
・
ア
ワ
・
大
小
豆
の
栽

　　　第32表

延宝2年の焼畑作物

作物1作膵

畔
u
6
7
竺

エ
ワ
バ
豆
豆
モ

ビ
ア
ソ
大
小
イ

培
を
行
う
典
型
的
な
《
ヒ
エ
作
型
》

の
焼
畑
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が

　
　
⑯

わ
か
る
。
つ
ま
り
、
四
国
山
地
西

部
に
薫
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
ー
ー
ミ
ツ

マ
タ
栽
培
地
域
は
、
近
世
後
期
に

お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
導
入
と
明
治
中
期
に
お
け
る
ミ
ツ
マ
タ
の

導
入
以
後
に
そ
の
特
色
が
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に

は
、
本
川
口
大
川
地
域
に
み
ら
れ
る
如
き
、
ヒ
エ
栽
培
を
中
心
に
ソ

バ
・
ム
ギ
を
初
年
作
物
に
加
え
た
典
型
的
な
《
西
南
日
本
型
》
の
焼

畑
経
営
の
方
式
を
有
し
て
い
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
き
に
あ
げ
た
椿
山
部
落
の
明
治
初
年
の
状
態
は
、
《
ヒ
エ
作
型
》

か
ら
《
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
作
型
》
へ
、
こ
の
地
域
の
焼
畑
経
営
方
式
が

変
化
す
る
際
、
も
っ
と
も
遅
れ
て
そ
の
過
程
を
辿
っ
た
も
の
の
姿
を

よ
く
示
し
て
い
る
と
い
い
う
る
の
で
あ
る
。

　
の
焼
畑
耕
地
の
問
題
　
四
国
山
地
に
お
け
る
焼
畑
の
経
営
規
模
に
つ

　
（い
て
は
、
相
馬
正
胤
が
農
業
集
落
を
単
位
に
そ
の
調
査
を
行
い
、
第

三
三
表
の
如
き
結
果
を
示
し
て
い
る
（
昭
和
三
五
年
夏
現
在
）
。
　
こ
れ

に
よ
る
と
、
四
国
山
地
の
焼
畑
経
営
集
落
の
一
戸
当
り
平
均
経
営
規

模
は
、
三
反
未
満
の
も
の
が
過
半
を
占
め
、
全
体
と
し
て
経
営
規
模
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第33表　四国山地における焼畑経営規模溺・地区鋼集落数　　（縮馬正胤〔1962〕による）

地域1一・反1・一・刺・一・反・一・・反1・・反一1なし1計

谷
摩
鎚
川
淀
一

歩
宇
石
本
君
津

24　（25　cro　）

9（21）

3（11）

7（24）

34（16）

32（29）

27　（27　ero　）

8（王9）

14（53）

13（45）

83（38）

51（46）

11（llero）

8（19）

2　（8）

6（21）

43（20）

10　（9）

2　（290）

2　（5）

2　（8）

1　（3）

25（12）

5　（5）

1　（190）

1　（2）

1　（4）

1　（3）

正6（7）

o　（o）

32（3390）

15（35）

4（15）

i　（3）

15　（7）

13（12）

g7（leogo）

43（100）

26（100）

29（10e）

216（100）

111（100）

総計・・9（21）1・96（38）【・・（・5）37（・）1・・（・）・・（・5）1522（・・G）

本表は相馬正胤が四国山地の農業集落522に対し，各集落の平均農家焼畑経営規模をアン

ケート調査した結果を地区鋼に整理した表から地区毎の集計のみを抽き出したもので（　）

内は地区毎に各階層に属する集落数の割合を示す。

は
き
わ
め
て
零
細
化
し

て
い
る
。
ま
た
五
反
以

上
の
経
営
規
模
を
も
つ

集
落
は
全
体
の
約
一
一

％
を
占
め
る
が
そ
の
大

部
分
は
仁
淀
地
区
に
集

中
し
て
い
る
。
つ
ま
り

《
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
ー
ミ

ツ
マ
タ
栽
培
型
》
の
卓

越
す
る
こ
の
地
区
が
、

焼
畑
経
営
規
模
に
お
い

て
も
焼
畑
核
心
地
域
と

し
て
の
性
格
を
示
す
こ

と
が
指
摘
さ
れ
る
の
で

　
⑰
あ
る
。
‘

　
し
か
し
、
昭
和
王
○

年
頃
ま
で
は
、
奥
地
の

典
型
的
な
焼
畑
経
営
集

落
で
は
、
三
～
五
反
以

は
、
○
・
六
～
一
・
八
町
歩
で
、
乎
均
Q
・
九
九

こ
の
部
落
で
は
、
一
九
五
穴
年
の
調
査
時
点
に
お

約
三
及
程
度
の
焼
畑
耕
地
を
毎
年
新
た
に
造
成
し

こ
の
ほ
か
各
戸
に
一
～
二
町
歩
程
度
の
ミ
ッ
マ
タ

ッ
マ
タ
）
を
有
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
、

各
畏
家
の
焼
畑
経
営
面
積
は
一
・
五
町
歩
か
ら
四

き
な
も
の
に
な
る
。

第34表　赫山部落の抽出農家の焼畑経営面積

翻 ：初 年 2年 酬 3年冒 計

・1 4．8
（・）1

6．9
（・）1 ・・（・）i

16．2

（
8
）

B 2～3寧

@L5
（、）！

3．5
（・）1 ・・（1）i 9～10

@7．O

（5）零

i
4
）

・｝
2．5
（・）1
L8
（・）1 ・・（・）i

5．5
（7）

・1 6．0
（・）1

3．8
（・）1 ・・（・）・＊1

18．4

　　＊　　もう一筆ソバを初年目とする耕地を予定。

　　＊＊　4年目耕地も含む。
　（）内は焼畑の馳駆
備考　D農1家はさきの第28表には記載しなかった抽出農家。

下
と
い
う
零
細
な
も
の
で

は
な
く
、
か
な
り
大
規
模

な
焼
畑
の
経
営
が
行
わ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
り
、
そ
の
実
態
は
、

次
の
諸
事
例
に
よ
っ
て
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
霧
例
2
5
　
池
川
町
棒
山
部

　
落
に
お
け
る
サ
ン
プ
ル
農

　
家
A
・
B
・
C
・
D
四
戸

　
の
例
に
よ
る
と
、
第
三
四

　
衰
に
示
し
た
よ
う
に
、
一

　
戸
当
り
の
焼
畑
経
営
瀬
績

九
九
町
歩
と
な
る
。
つ
ま
り
、

…
に
お
い
て
、
各
農
家
は
平
均

心
成
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

「
マ
タ
成
園
（
四
年
生
以
上
の
ミ

ら
、
こ
れ
ら
を
加
え
る
と
、

”
ら
四
町
歩
に
及
ぶ
か
な
り
大
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わが國の焼畑経営方式の地域的類型㈲（佐々木）

事
例
2
6
　
本
川
町
寺
川
部
落
に
お
い
て
も
、
昭
和
二
九
年
現
在
、
全
戸

（一

ｵ
戸
）
が
焼
畑
耕
作
に
従
事
し
、
そ
の
一
戸
当
り
焼
畑
面
稜
は
、
三
五
・

○
反
～
三
・
○
反
で
、
平
均
九
・
三
反
と
な
っ
て
い
る
（
常
畑
は
一
戸
当
り

○
・
七
反
）
。
こ
の
う
ち
と
く
に
一
〇
・
○
反
を
越
え
る
上
層
農
家
は
焼
畑

経
営
を
専
業
的
に
行
っ
て
い
る
。
明
治
中
期
頃
以
前
に
は
、
そ
の
経
営

規
模
は
今
よ
り
も
一
層
大
き
く
、
年
々
一
戸
当
り
二
一
蒔
な
い
し
三
斗
蒔

（
二
町
前
後
）
の
焼
畑
の
造
成
が
普
通
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
相
馬

正
胤
〔
一
九
五
九
〕
四
～
七
頁
）
。

　
一
般
に
こ
れ
ら
の
焼
畑
耕
地
は
、
現
在
で
は
下
層
農
家
を
除
き
、

自
己
の
所
有
山
林
を
伐
採
し
て
造
成
す
る
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、

明
治
中
・
末
期
以
降
に
お
け
る
共
有
林
野
の
分
解
、
或
は
山
村
に
お

け
る
階
層
分
化
の
進
展
す
る
以
前
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
焼
畑
の

経
営
は
、
ム
ラ
の
共
有
地
を
基
盤
に
、
各
農
家
が
平
等
な
権
利
で
そ

の
共
窩
地
を
入
会
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
営
ま
れ
て
い
た
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
相
馬
正
胤
は
本
川
村
寺
川
部
落
に
お
け
る
江

戸
時
代
の
資
料
の
分
析
か
ら
、
幕
藩
体
制
下
に
お
い
て
は
「
切
畑
地

は
屋
敷
地
付
近
で
は
私
有
形
態
」
を
と
っ
て
い
た
が
「
遠
隔
地
の
奥

山
で
は
共
有
形
態
」
を
と
っ
て
保
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、

こ
の
状
態
は
明
治
初
年
に
ま
で
持
続
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

　
　
⑱

て
い
る
。
さ
ら
に
愛
媛
県
の
中
久
保
部
落
に
お
い
て
は
、
土
地
共
有

制
が
大
正
宋
期
ま
で
保
持
さ
れ
、
そ
の
分
割
に
当
っ
て
も
、
共
有
制

当
初
の
平
等
利
用
の
原
則
が
貫
徹
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
各
農
家
に
割

当
ら
れ
た
焼
畑
用
地
は
、
林
野
の
各
地
区
内
に
均
等
に
分
散
す
る
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

態
を
と
る
に
至
っ
た
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
筆
者
の
調
査
し
た
池
川
町
椿
山
部
落
に
お
い
て
も
、
焼
畑

は
、
か
つ
て
は
集
落
の
周
囲
に
展
開
し
て
い
た
「
ク
ミ
ジ
」
　
（
共
有

地
）
で
営
ま
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
今
日
で
も
土
地
所
有
の

少
な
い
下
層
農
家
は
、
残
存
し
て
い
る
共
有
地
に
主
と
し
て
そ
の
焼

畑
用
地
を
求
め
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　
一
般
に
焼
畑
農
業
の
経
営
は
、
広
大
な
林
野
を
自
由
に
利
用
す
る

こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
給
農
業
的
色
彩
を
濃
厚
に
有

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
伐
採
・
火
入
れ
や
耕
地
の
管
理
（
と

く
に
古
く
は
野
獣
に
対
す
る
防
禦
）
な
ど
に
共
同
労
働
を
必
要
と
す
る
面

も
少
な
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
も
と
も
と
均
質
な
構
造
を

有
す
る
農
民
共
同
体
と
各
農
家
が
平
等
の
権
利
で
入
会
的
に
利
用
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

う
る
共
有
林
野
の
存
在
に
結
び
つ
く
傾
向
が
著
し
い
も
の
で
あ
る
。

　
さ
き
に
と
り
あ
げ
た
四
国
山
地
中
西
部
の
典
型
的
な
焼
畑
由
村
の
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事
例
は
、
焼
畑
農
業
が
本
来
こ
う
し
た
均
質
な
共
同
体
と
広
大
な
共

有
林
野
に
依
存
し
て
経
営
を
行
っ
て
き
た
こ
と
を
よ
く
示
唆
す
る
事

例
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
と
こ
ろ
で
、
大
規
模
な
耕
地
を
造
成
し
、
し
か
も
二
〇
～
四
〇
年

と
長
期
に
亘
る
休
閑
期
を
有
す
る
伝
統
的
・
自
給
的
な
焼
畑
農
業
の

経
営
に
お
い
て
は
、
耕
地
の
遠
隔
地
へ
の
分
散
傾
向
は
避
け
難
い
。

　
　
　
　
　
⑫

寺
川
部
落
の
例
で
は
、
以
前
に
は
奥
地
の
留
山
の
内
に
ま
で
多
数
の

焼
畑
用
地
が
散
在
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
経
営
は
出
作
り
の
形
態
を

と
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
各

墨
家
は
そ
れ
ぞ
れ
大
型
の
出
作
小
屋
（
田
屋
）
を
奥
地
の
山
地
斜
面

に
設
け
、
家
族
の
約
半
数
が
四
月
頃
か
ら
十
一
月
頃
ま
で
こ
の
田
屋

に
移
住
し
、
焼
畑
の
経
営
に
従
事
し
て
い
た
。
か
か
る
本
格
的
な
出

作
耕
作
の
慣
行
は
、
明
治
三
〇
年
代
ま
で
継
続
し
て
い
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
よ
う
な
出
作
耕
作
が
、
そ
れ
以
後
急
速
に
衰

退
し
た
要
因
に
つ
い
て
は
、
官
有
林
内
に
お
け
る
焼
畑
の
抑
圧
政
策

の
進
展
や
明
治
以
後
部
落
の
各
農
家
が
、
焼
畑
用
地
の
集
転
化
を
す

す
め
て
き
た
事
実
な
ど
が
関
係
す
る
も
の
と
断
わ
れ
る
が
、
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
確
な
実
証
は
で
き
て
い
な
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
幕
末
魂
明
治
初
期
以
前
に
は
、
四
国
山
地
中

西
部
の
由
村
地
帯
で
は
、
自
給
農
業
的
な
色
彩
を
濃
厚
に
有
す
る
大

規
模
な
焼
畑
耕
作
が
入
会
的
性
格
を
も
つ
林
野
を
舞
台
に
展
開
し
、

出
作
り
の
形
態
を
と
っ
て
そ
の
経
営
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、

こ
の
場
合
、
奥
地
の
山
地
斜
面
で
大
規
模
に
経
営
さ
れ
る
焼
畑
は
、

ヒ
エ
或
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
初
年
作
物
と
す
る
「
ヒ
エ
ヤ
ブ
」
或
は

「
キ
ビ
山
一
と
称
さ
れ
る
《
春
播
き
主
穀
作
物
栽
培
型
》
の
キ
リ
ハ

タ
（
焼
畑
）
で
あ
り
、
　
「
ソ
バ
ヤ
マ
」
、
「
ム
ギ
ヤ
マ
」
な
ど
の
「
楽

焼
き
型
」
の
焼
畑
は
、
一
般
に
集
落
（
出
作
り
の
場
合
に
は
母
村
）
の

付
近
で
営
ま
れ
、
そ
の
面
積
も
相
対
的
に
小
規
模
な
も
の
が
多
い
。

そ
う
し
て
、
こ
の
集
落
近
傍
の
焼
畑
は
、
常
畑
へ
移
行
す
る
傾
向
を

示
す
こ
と
が
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
の
調
査
し
た
池
川
町

椿
山
部
落
の
次
の
事
例
は
こ
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
き
わ
め
て
示

唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。

事
例
2
7
　
椿
山
部
落
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
は
次
図
に
示
し
た
よ
う
に
、

集
落
を
中
心
に
、
　
門
コ
ヤ
シ
」
・
「
ハ
ル
ジ
」
・
「
キ
リ
ハ
タ
一
の
一
二
種
類
の

耕
地
が
、
模
式
的
に
み
る
と
岡
心
円
状
に
配
列
し
、
そ
の
外
側
に
は
、
薪

炭
採
取
用
の
山
林
が
展
開
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
　
「
コ
ヤ
シ
」
は

堆
肥
・
人
糞
を
投
入
し
て
嫁
菜
・
麦
類
を
栽
培
す
る
集
約
的
な
常
畑
耕
地

で
、
そ
の
小
作
料
は
「
三
朔
ご
　
（
収
蟄
の
％
）
で
あ
り
、
「
ハ
ル
ジ
」
は
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わが國の焼畑経営方式の地域的類型㈲（佐々木）

澄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
作
料
に
つ
い
て
は
前

硫
　
　
　
　
　
　
　
者
と
同
様
に
「
三
密
二

雛
　
　
　
　
　
　
　
だ
が
・
草
肥
を
投
入
し

謹
　
　
　
　
　
て
董
・
し
垂

釣
　
　
　
　
　
　
・
や
麦
類
義
即
す
る
や

部
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
纂

山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
粗
放
的
な
常
畑
耕
地

椿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
團

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。
「
キ
リ
ハ
タ
」

図

郷
　
　
　
　
　
　
　
r
　
は
轡
う
迄
も
な
三
三

　
で
、
小
作
料
は
「
五
荷
こ
（
収
量
の
％
）
で
、
ヒ
エ
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・

　
ソ
バ
・
ア
ワ
・
ム
ギ
を
つ
く
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
そ
の
外
側
の
山
林
に
お

　
い
て
は
、
小
作
料
は
通
常
「
重
荷
ご
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
右
分
事
例
に
示
さ
れ
た
椿
山
部
落
に
お
け
る
耕
地
の
配
列
は
、
そ

の
集
約
度
に
応
じ
、
集
落
を
中
心
と
し
た
一
種
の
圏
構
造
を
示
し
て

い
る
。
　
そ
し
て
、
こ
の
場
合
、
典
型
的
な
常
畑
耕
地
（
コ
ヤ
シ
）
と

焼
畑
耕
地
（
キ
リ
ハ
タ
）
の
中
間
に
漸
華
言
と
も
い
え
る
「
や
や
粗

放
な
経
営
を
行
う
常
畑
耕
地
（
ハ
ル
ジ
）
」
の
存
在
す
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
「
ハ
ル
ジ
」
の
す
べ
て
が
、
　
「
集
落
近
傍
の
《
夏
焼
き
型
》

の
焼
畑
」
が
常
畑
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
今
の
と
こ
ろ

実
証
で
き
な
い
。
し
か
し
、
椿
山
部
落
の
抽
出
農
家
に
つ
い
て
検
証

！、

ル

キ
り
！
、
タ

ジ コヤシ

し
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
も
、
土
地
台
帳
上
の
地
目
が
「
伐
畑
」
と
な

っ
て
い
る
土
地
の
な
か
で
、
集
落
近
傍
の
経
営
条
件
の
よ
い
場
所
で

は
、
土
地
利
用
の
現
況
が
カ
ラ
イ
モ
（
甘
藷
）
や
ム
ギ
或
は
キ
ビ

（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
を
栽
培
す
る
焼
畑
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
少
な
く

な
い
。
恐
ら
く
芋
類
（
古
く
は
里
芋
）
或
は
麦
類
（
後
に
は
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
も
加
わ
る
）
の
栽
培
管
理
を
集
約
的
に
行
う
こ
と
を
媒
介
に
、

「
キ
リ
ハ
タ
し
か
ら
「
ハ
ル
ジ
」
へ
の
転
移
が
近
世
以
降
漸
々
に
行

わ
れ
焼
畑
の
常
畑
へ
の
転
移
過
程
が
す
す
め
ら
れ
て
き
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
相
馬
正
胤
も
四
国
山
地
の
焼
畑
に
お
け
る
甘
藷
栽
培
の
事
例
に
ふ

れ
な
が
ら
、
　
「
甘
藷
栽
培
の
焼
畑
は
ほ
と
ん
ど
常
畑
化
す
る
」
傾
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
著
し
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ム
ギ
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
の

こ
と
が
指
摘
し
う
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
か
つ
て
『
長
曾
我
部
地
検

帳
』
に
、
焼
畑
作
物
と
し
て
数
多
く
登
場
し
た
ム
ギ
や
イ
モ
が
、
少

な
く
と
も
近
世
後
期
以
後
の
焼
畑
に
お
い
て
は
、
そ
の
数
を
著
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

減
退
せ
し
め
て
い
る
。
こ
の
事
実
の
背
後
に
は
、
近
世
の
土
佐
の
山

村
地
域
に
お
い
て
は
、
焼
畑
か
ら
常
畑
へ
の
転
換
が
進
展
し
、
そ
の

際
、
ム
ギ
と
イ
モ
が
常
に
先
駆
的
な
機
能
を
演
じ
て
き
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
椿
山
部
落
の
集
落
近
傍
の
、
「
キ
リ
ハ
タ
」
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が
「
ハ
ル
ジ
」
に
転
化
す
る
過
程
に
み
ら
れ
た
イ
モ
と
ム
ギ
の
役
割

は
、
四
闘
山
地
に
お
け
る
焼
畑
の
常
競
闘
過
程
に
お
け
る
こ
れ
ら
の

作
物
の
機
能
を
象
徴
的
に
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
な
お
、
四
国
山
地
の
山
村
で
、
《
菜
園
型
》
の
焼
畑
が
ほ
と
ん
ど
み

ら
れ
な
い
の
も
、
多
く
の
場
合
、
そ
れ
が
「
ハ
ル
ジ
型
」
の
粗
放
な

経
営
を
行
う
常
畑
耕
地
の
中
に
解
消
せ
し
め
ら
れ
た
た
め
だ
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
⇒
　
九
州
山
地
に
お
け
る
焼
畑
経
営
方
式
の
三
類
型

　
（
　
九
州
山
地
に
お
け
る
焼
畑
の
分
布
は
、
　
「
第
一
報
」
に
お
い
て
指

摘
し
た
よ
う
に
、
北
部
・
中
部
・
南
部
の
三
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
即
ち
、
九
州
山
地
で
は
、
国
東
半
島
か
ら
島
原
半
島
に
至
る
九
州

中
央
部
を
横
断
す
る
火
山
－
無
焼
畑
地
帯
を
境
に
、
ま
ず
そ
の
北
側

（
北
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
）
と
南
側
（
中
都
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
）
の
二
つ
の
焼
畑

集
団
が
区
別
さ
れ
る
。
北
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
は
水
縄
山
地
及
び
筑
豊
山

地
に
分
布
す
る
も
の
で
あ
り
一
焼
畑
隣
村
毎
の
焼
畑
農
家
率
は
比
較

的
高
い
が
、
一
戸
当
り
焼
畑
経
営
面
積
は
き
わ
め
て
零
細
で
焼
畑
町

村
類
型
と
し
て
は
A
・
B
型
の
占
め
る
比
率
が
き
わ
め
て
高
い
。
こ

れ
に
対
し
、
中
部
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
は
九
州
山
地
に
菰
く
分
布
す
る
あ

の
で
あ
り
、
と
く
に
そ
の
中
央
部
に
は
焼
畑
農
家
率
・
一
戸
当
り
焼

畑
面
積
と
も
に
大
き
く
、
　
《
雑
穀
生
産
》
へ
の
依
存
度
の
高
い
い
わ

ゆ
る
E
F
G
型
の
典
型
鮒
な
焼
畑
山
村
が
卓
越
す
る
。
こ
の
焼
畑
核

心
地
域
の
周
辺
に
は
、
焼
畑
農
家
率
の
低
い
地
域
が
と
り
囲
み
、
そ

の
南
縁
は
、
霧
島
火
山
群
か
ら
川
内
平
野
に
至
る
無
焼
畑
地
帯
に
よ

っ
て
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
線
以
南
の
南
九
州
の
火
山
灰
台
地
や
花

leo （722）

第35表　五家荘の焼畑経営概要

夏ヤブコパ 秋ヤブコバ i・ギヤカバ

7月～8月
陣の・月一・・今年・・月一・・月

8月～9月 5月～6月 10月～11月

ソ バi・ 司綾・一ダ峻

ア　ワ・ヒ　エ 1ヒエ．アワ　ヒ 工

伐採
火 入

初年E

2年H
小 豆

アワ・大豆・甘藷

トウモPtコシ

3年～4年

盟
艮
ヤ
ブ
コ
バ
に
㎜
同
じ

トウモVコシ
大　　　豆

大小豆・里芋・甘蒋

トウモロコシ

3年～5年

20年～30年

大小豆3年目

アワ・大豆
里芋・甘藷4年目

3年～4年 3年～5年

10年～15年 20年～30年

集落の近傍i集落よ聡隔地

耕作年数

休閑年数

位

樹　　　　林
（捗ま言費；8～9m）

雑草少し
團復十分

小樹林・叢林
（S封li：葦4～5㎜）

雑草多し
回復不十分

生

力

植
　
　
地

主として」二野（1938），ご二神（1958）により，一部修正。

・



（
耗
々
馨
）
ε
翻
懸
伊
癒
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e
叙
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逓
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一
畢
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e
唾
簑
£

第36表の1鞭五木村梶原蔀落における焼畑経営の概要

ソ　ノミ　コ　バ ム　ギ　コ　バ

伐採
　火入れ

初年目
〔2．2反〕＊

2年目
〔2．e反〕

3年冒
〔1．8反〕

4年El
〔L2反〕

5年唐

位　　麗

耕地規撲

前年1の9月中旬～10月下旬（キオμシとコバキリの2種
あり）7月下旬～8月上旬（火入後，キザラエ銑き，コ
バウチを行う）

ソ バ

ヒ エ

ア　ズ　キ

ア　　　　ワ
（コナアワと
よぶ）

里　　　芋

芋

番
徐
浪

ギ
　
i
　
睾
」

種
草
穫

播
除
収

種
草
叢

播
除
収

種
草
叢

播種（アワ）

除　　草
収穫（アワ）

8年上旬～中旬（2～3升／反）＊＊

なし

10月中旬～下旬（5～6斗／反）＊＊

4月上旬～下旬（o．4～1升／反）

6月中・下旬，8月k旬に2回

10月中旬～11月下旬（8斗／反）

5月下旬～6月下旬

7月下旬～8月中旬に1回
llfi上旬～下旬（8斗／反）

4月上旬～中旬
6月中旬～7月中旬8月上旬
～9月上旬に2回
10月上旬～1ユ眉下旬

土地のよいところに植付

土地が良ければ連作

奥山の出作地帯に多い

1筆平均約2．9反

9月中旬頃まで（ムギコバキリ）10月上旬（奥山では早
くする）

ム　　　ギ
（裸麦を主
とし，大決
も）

ア ワ

大 豆

甘

芋

藷

里
甘

ト
ニ↓
弓

著

播
除
塵

種
草
穫

播
除
収

種
陣
幕

土
瓶
収

黒
蟻
煎

付
草
付
難

植
除
植
灘

芋
寄
藷
甘

葦
簾

le月下旬～11月上旬（3升／反）

なし

5月下旬～6月上旬（8斗／反）

5月下旬～6月上旬（O．7～1升／反）

ムギアトヘ
ソバコバのコナアワに同じ。
ソバコバのコナアワに同じ（8斗
／反）

／　h7　．〈　＝　；；　a）　，jNWI：　1－di”1　U

3月上旬～4月上旬
9月中旬前後に1測
梅雨頃
11月降霜前

同 上

集落近傍に多い

1筆平均約1．2反

　寧〔〕内は輪作年次瑚の蔑畑1筆の平均規模。

　　　　輪作年次の進行とともに雑草の侵入などにより焼畑間積が縮小する。

＊＊（）内は反当りの播種量及び反当りの収穫量を示す。

（◎り

U
卜
）
　
H
O
囲



第36表の2　五木村の焼畑輪作型

頭 iS　K 平　？．

ソバコノ、
伝ギコ．ヨ

ソバコノ、

ギ
ワ
豆

　
　
小

ム
ア
大
藷
芋
　
夏

甘
毘
小

ソ　ノミ

ア　ワ
大小豆
甘藷・陸稲
里芋・モロ
コシ

小豆

ロ
ロ
　
ロ
　
ロ
　
　
　
ロ
ロ
　
　
　

年
年
年
　
年
　
年

初
2
3
　
4
　
5
備考　＊低所の水田兼常村。＊＊高所の焼畑卓越村

崩
岩
山
地
に
は
、
南
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
と
名
付
け
う
る
焼
畑

の
集
団
が
断
続
的
に
分
布
し

て
い
る
。
こ
の
南
九
州
ブ
ロ

ッ
ク
の
焼
畑
に
つ
い
て
は
、

二
P
当
り
の
焼
畑
面
積
は
や

や
大
き
い
が
、
町
村
毎
の
焼

畑
農
家
率
が
き
わ
め
て
低
い

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ

り
、
全
体
と
し
て
南
九
州
に

お
い
て
は
、
焼
畑
の
衰
退
傾

向
が
そ
の
分
布
状
態
か
ら
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
九
州
山
地
の
焼
畑
は
、
大
き
く
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
的
に
か
な
り
異
っ
た

性
格
を
も
ち
、
焼
畑
の
経
営
方
式
の
特
色
も
相
互
に
か
な
り
の
差
異

が
み
と
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
う
ち
九
州
山
地
中
部
の
焼
畑
核
心
地
域
に
お
け
る
そ
の
経
営

方
式
に
つ
い
て
は
、
戦
前
の
事
例
研
究
と
し
て
、
上
野
福
男
（
五
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

荘
）
、
倉
田
一
郎
（
椎
葉
村
）
な
ど
の
す
ぐ
れ
た
業
績
が
あ
り
、
戦
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慾

に
も
二
神
弘
（
五
絵
皿
）
、
永
友
繁
雄
（
椎
葉
村
）
な
ど
の
論
考
が
あ
る
。

ま
た
、
筆
者
も
か
つ
て
九
州
山
地
中
部
の
隔
絶
焼
畑
村
の
熊
本
県
球

磨
郡
五
木
村
梶
原
部
落
を
対
象
と
し
て
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
典
型

的
な
焼
畑
経
営
方
式
と
山
村
社
会
の
構
造
と
そ
の
変
化
を
林
野
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

形
態
の
変
遷
と
関
係
せ
し
め
て
、
詳
細
に
報
告
し
た
こ
と
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
重
複
を
避
け
、
九
州
山
地
中
部
の
焼
畑

経
営
の
具
体
的
な
方
式
に
つ
い
て
は
、
そ
の
概
要
を
表
示
す
る
に
留

め
（
第
三
五
・
第
三
六
表
の
一
、
第
三
上
表
の
二
）
、
む
し
ろ
他
地
域
の
そ

れ
と
の
比
較
の
必
要
上
、
ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
で
そ
の
特
徴
を
と
り

ま
と
め
て
記
し
て
お
き
た
い
。

　
①
輪
作
形
態
の
多
様
性
　
こ
の
地
域
の
焼
畑
経
営
方
式
に
お
い
て
も

　
つ
と
も
注
目
す
べ
き
特
徴
は
、
火
入
れ
の
方
式
に
お
い
て
、
　
「
春

　
焼
き
」
　
「
夏
焼
き
偏
　
「
重
焼
き
」
の
一
二
種
が
同
一
の
焼
畑
村
に
お

　
い
て
併
存
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ヒ
エ
・
ソ
バ
・
ム
ギ
を
初
年
作
物
と
す

　
る
輸
作
の
形
態
が
、
伝
統
的
に
固
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
若

　
干
の
地
域
差
は
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
、

㎜
∵
一
端
表
（
W
は
麦
類
、
R
は
芋
類
、
M
は
雑
穀
、
B
は
大
小
豆
、
S
は
ソ
バ
）

　
と
い
う
輪
作
形
態
が
卓
越
し
、
「
第
二
報
」
に
お
い
て
筆
者
が
《
西
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わが圏の焼畑経営方式の地域的類型的（佐々木）

南
臼
本
型
》
或
は
《
コ
バ
型
》
と
名
づ
け
た
複
合
度
の
高
い
輪
作

の
も
っ
と
も
典
型
的
な
形
態
が
現
存
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

そ
こ
で
は
栽
培
作
物
も
ヒ
エ
・
ア
ワ
・
ソ
バ
・
大
小
豆
の
焼
畑
基

幹
作
物
の
ほ
か
、
ム
ギ
や
芋
類
が
主
作
物
の
一
部
に
加
わ
り
、
き

わ
め
て
多
様
な
作
物
構
成
を
示
し
て
い
る
。

②
大
規
模
な
主
穀
生
産
型
焼
畑
経
営
　
こ
の
よ
う
な
多
様
な
焼
畑
作

物
の
う
ち
、
九
州
山
地
中
央
部
の
典
型
的
な
焼
畑
山
村
で
、
も

っ
と
も
栽
培
鑑
の
多
い
作
物
は
ヒ
エ
で
あ
り
、
ア
ワ
・
大
小
豆
．

芋
（
里
芋
・
君
藷
）
・
ム
ギ
・
ソ
バ
が
そ
れ
に
つ
ぐ
。
し
か
し
、
全

体
と
し
て
は
春
播
き
の
雑
穀
類
へ
の
依
存
度
が
高
く
自
給
農
業
的

色
彩
の
濃
い
《
主
穀
栽
培
型
》
の
焼
畑
経
営
の
特
色
を
よ
く
示
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
焼
畑
経
営
の
特
色
と
関
連
し
て
、
こ
の
地

域
に
お
け
る
焼
畑
農
家
一
戸
当
り
の
経
営
面
積
は
、
一
般
に
そ
の

規
模
が
著
し
く
大
き
い
。
筆
者
の
調
査
し
た
五
木
村
梶
原
部
落
の

事
例
に
よ
る
と
、
最
大
の
農
家
は
二
九
・
三
反
（
一
七
筆
）
、
最
小

の
も
の
で
も
一
〇
・
五
反
（
救
農
）
の
経
営
規
模
を
も
ち
、
全
部

落
一
五
芦
の
平
均
経
営
規
模
と
年
間
造
成
焼
畑
面
積
の
平
均
は
、

そ
れ
ぞ
れ
一
七
・
三
反
（
九
・
八
筆
）
と
四
・
八
反
（
二
．
二
筆
）

と
い
う
大
き
な
値
を
示
し
て
い
る
。

第37衷　ヒエコパの初年目の所要労働量（五木村）

篠・翻反当労圃備 考

キオロシを行う場合はヤ
ボキリより労働量的。

他に火入れの諸準備のた
めの労働力を委す。

焼割のi難理（キザラエ）
コバウチを含む。

除草に要する労働量がと
くに大きい。

収穫と焼畑耕地での調整。

運搬・乾燥・脱穀・収納
までを含む。

4～5人

2

5一一8

1

10

5一一6

5”v6

採
の
れ
　
え

粋
型
持

伐
伸
火
　
地

種
　
草
　
穫
整

播
　
除
取
　
調

32一一38計

　
既
述
の
如
く
、
典
型
的
な
《
ナ
ギ
ハ
タ
型
》
の
焼
畑
経
営
の
み

ら
れ
る
白
山
山
麓
の
白
峰
村
に
お
い
て
も
一
戸
当
り
年
間
造
成
焼

畑
面
積
の
平
均
は
一
反
～
一
・
五
反
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
に
較
べ

れ
ば
こ
の
九
州
山
地
中
部
の
焼
畑
経
営
の
規
模
が
著
し
く
大
き
な

こ
と
が
知
り
う
る
。
な
お
、
右
に
述
べ
た
主
穀
生
産
の
た
め
の

焼
畑
の
ほ
か
、
こ
の
地
域
の
農
家
の
多
く
は
、
○
・
一
反
程
度
の

「
ダ
イ
コ
ン
識
バ
」
と
称
す
る
小
面
積
の
菜
園
用
の
焼
畑
を
毎
年

造
成
し
て
い
る
こ
と
も
付
記
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

③
経
営
の
集
約
性
　
　
こ
の
よ
う
な
自
給
農
業
的
主
穀
生
産
型
の
焼
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畑
の
経
営
が
卓
越
す
る
九
州
山
地
二
部
の
地
域
に
お
い
て
は
、
焼

畑
の
経
営
は
き
わ
め
て
労
働
集
約
的
な
形
態
で
行
わ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
五
木
村
梶
原
部
落
に
お
け
る
ヒ
エ
コ
バ
の
例
を
示
し
た
第

三
七
表
に
み
る
如
く
、
初
年
擦
の
焼
畑
の
経
営
に
は
反
当
り
三
二

人
な
い
し
四
〇
人
に
近
い
多
量
の
労
働
量
が
投
下
さ
れ
て
い
る
。

こ
と
に
火
入
れ
後
の
地
捲
え
と
耕
作
期
間
中
の
除
草
（
通
常
二
回
）

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
反
当
一
〇
人
前
後
の
労
働
蚤
が
投
下
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
九
州
山
地
中
部
に
お
け

る
焼
畑
の
造
成
と
管
理
が
と
く
に
集
約
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
焼
畑
の
輪
作
期
間
が

五
～
六
年
と
一
般
に
長
期
に
菅
…
っ
て
い
る
の
は
、
か
か
る
除
草
作

業
の
集
約
性
と
関
係
す
る
事
実
と
し
て
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
九
州
出
地
中
部
の
典
型
的
な
焼
畑
村
に
お
い
て
は
、

「
夏
・
秋
焼
き
」
の
「
ム
ギ
コ
パ
」
や
「
ソ
バ
コ
バ
」
は
集
落
の

近
傍
で
営
ま
れ
る
が
、
「
ヒ
エ
コ
パ
」
は
集
落
か
ら
は
な
れ
た
奥
地

（
梶
原
部
落
の
場
合
に
は
、
ヒ
エ
コ
バ
を
欠
く
た
め
二
年
琵
に
ヒ
エ
を
つ

く
る
ソ
バ
コ
バ
が
糟
対
的
に
奥
地
で
営
ま
れ
る
）
の
山
地
斜
面
で
大
々

的
に
経
営
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
。
し
た
が
っ
て
、
　
「
ヒ
エ
潔
バ
」

に
依
存
し
て
主
穀
生
産
を
大
規
模
に
行
う
こ
の
地
域
の
出
村
に
お

　
い
て
は
、
農
家
は
出
作
り
を
行
う
こ
と
が
多
く
、
焼
畑
鷺
洲
の
多

　
く
が
集
落
の
母
屋
と
変
ら
な
い
大
型
の
出
作
り
小
屋
（
デ
ゴ
ヤ
）

　
を
奥
地
の
山
地
緩
斜
面
に
設
け
て
、
本
格
的
な
出
作
り
耕
作
を
行

　
う
慣
行
が
広
く
み
と
め
ら
れ
る
。

　
以
上
、
九
州
山
地
中
部
の
焼
畑
経
営
方
式
と
そ
の
特
色
に
つ
い
て

簡
単
に
要
約
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
は
も
、
共
同
労
働
や
土
地
所
有
形

態
の
問
題
、
或
は
亜
極
相
林
の
伐
採
の
際
に
行
わ
れ
る
「
キ
オ
戸

シ
」
と
よ
ぶ
特
殊
な
伐
採
法
の
存
在
、
さ
ら
に
は
焼
畑
の
耕
作
放
棄

が
土
壌
条
件
の
悪
化
よ
り
も
む
し
ろ
雑
草
の
侵
入
に
よ
っ
て
、
耕
地

の
利
用
が
不
可
能
に
な
る
こ
と
な
ど
、
技
術
的
な
問
題
に
つ
い
て
も
・

論
ず
べ
き
点
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
そ
の
具
体
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

内
容
に
つ
い
て
は
す
で
に
鋼
稿
の
調
査
報
告
に
詳
し
く
述
べ
た
の
で

本
稿
で
は
、
さ
き
に
述
べ
た
三
つ
の
基
本
的
な
特
色
を
指
摘
す
る
に

止
め
て
お
き
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
九
州
出
地
北
部
や
南
部
に
お
け
る
焼
畑
の
経
営
形
態

に
は
、
少
な
く
と
も
九
州
山
地
中
部
の
よ
う
な
特
色
は
み
ら
れ
な
い
。

　
九
州
山
地
北
部
や
南
部
の
焼
畑
経
営
方
式
に
つ
い
て
は
、
従
来
研

究
例
が
乏
し
く
、
ま
た
筆
者
の
調
査
も
行
届
い
て
い
な
い
の
で
そ
の

詳
細
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
九
州
北
部
の
そ
れ
に
つ

104 （726）



わが国の焼畑経営方式の地域的類型的（佐々木）

繊

写真11輪作第3年目のサトイモ栽培
　（1966年夏　国東町成仏部落）

い
て
は
、
国
東
半
島
中
央
部
に
残
る
焼
畑
の
事
例
（
一
九
六
六
年
調
査
）

の
中
に
そ
の
特
色
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
事
例
2
8
　
国
東
町
成
仏
部
落
に
お
い
て
は
、
焼
畑
は
「
ナ
ギ
ノ
」
と
称
し
、

　
か
つ
て
は
部
落
の
全
戸
（
8
2
戸
）
が
原
野
や
雑
木
林
を
伐
採
し
て
盛
ん
に

　
経
営
し
た
。
伐
採
の
時
期
は
七
月
下
旬
、
火
入
れ
は
土
用
（
八
月
ご
十
日
頃

　
が
最
適
）
に
行
う
。
「
ヒ
ミ
チ
」
（
防
火
線
の
こ
と
。
「
ナ
ギ
ノ
」
の
上
縁
部
に
二

　
　
　
一

～
三
間
巾
、
横
は
一
間
巾
程
度
）
を
つ
く
り
、
枯
草
に
火
を
つ
け
て
、
風
の

な
い
日
に
上
か
ら
焼
き
下
ろ
す
。
昔
は
一
度
焼
い
た
あ
と
も
う
一
度
「
ヨ

セ
ヤ
キ
」
を
行
っ
て
い
た
。
火
入
れ
の
終
了
後
、
鍬
で
耕
地
面
を
打
っ
て

地
持
え
を
行
い
、
初
年
作
物
で
あ
る
ソ
バ
と
ナ
タ
ネ
（
カ
ラ
シ
）
を
播
種

す
る
。
ソ
バ
マ
キ
を
行
う
人
の
あ
と
か
ら
別
の
人
が
ナ
タ
ネ
を
散
播
す
る

の
で
あ
る
。
除
草
や
手
入
れ
は
ほ
と
ん
ど
せ
ず
、
ソ
バ
は
、
一
〇
月
下
旬
、

ナ
タ
ネ
は
翌
年
五
月
に
収
穫
す
る
。
最
近
植
林
を
行
う
場
合
に
は
、
ナ
タ

ネ
の
花
の
咲
く
前
（
二
月
上
旬
～
三
月
上
旬
頃
）
に
ス
ギ
苗
を
栽
植
す
る
。

第
二
年
目
は
ナ
タ
ネ
の
収
穫
直
後
に
、
ア
ワ
を
散
翻
す
る
。
モ
チ
ア
ワ
を

主
と
し
、
ウ
ル
チ
ア
ワ
は
ほ
と
ん
ど
栽
培
し
な
い
。
除
草
も
一
回
程
度
に

と
ど
ま
り
、
そ
の
経
営
は
か
な
り
粗
放
的
で
あ
る
。
第
三
年
目
の
作
物
は
、

ア
ズ
キ
或
は
里
芋
。
里
芋
を
栽
培
す
る
場
合
は
比
較
的
地
味
の
よ
い
平
坦

地
を
選
び
、
二
回
程
度
土
寄
せ
と
除
草
を
行
う
こ
と
が
多
い
。

　
ま
た
、
以
前
に
は
大
き
な
耕
地
を
数
戸
以
上
で
共
同
で
伐
採
・
火
入
れ

し
、
焼
畑
の
共
同
経
営
を
行
っ
た
。
昭
和
三
三
～
三
四
年
頃
、
一
二
戸
で

共
有
林
に
共
同
で
造
成
し
た
焼
畑
か
ら
は
、
一
戸
当
り
ソ
バ
六
・
五
俵
、

ナ
タ
ネ
六
俵
（
四
斗
俵
）
の
収
穫
を
え
た
記
憶
が
村
人
の
間
に
残
っ
て
お

り
、
恐
ら
く
こ
れ
が
大
規
模
な
焼
畑
の
共
同
経
営
の
最
後
の
例
と
な
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
国
東
半
島
中
央
部
の
山
村
に
お
い
て
は
、
最
近
ま
で
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初
年
に
ソ
バ
と
ナ
タ

ネ
を
混
播
し
、
二
年

目
に
ア
ワ
、
三
年
目

に
芋
を
作
付
す
る
焼

畑
の
経
営
を
行
っ
て

き
た
。
し
か
も
、
こ

れ
と
同
様
の
輪
作
志

望38表 英彦山麓における焼畑

経営に要する労働量

3～5人採伐

火入れ

焼
畑
造
成

　　　　　2人

　　　　0．8人

（1．5～2．5入0．5～1．5人）

種
草
穫

　
　
　
収

　
　
バ
ネ

　
　
　
タ

播
除
ソ
ナ

初
年
鼠

　　　3人

　　　3人

2～3人

播　　種
アワ削
アワ除草

収　　要

撃
　
年
琶

伊藤兆司（1935）の資料により作成

態
は
、
幕
末
期
の
英
彦
山
麓
の
山
村
に
お
い
て
も
み
と
め
ら
れ
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
で
あ
っ
た
。
伊
藤
兆
司
の
研
究
に
よ
る
と
そ
の
経
営
方
式
は
次
の

如
く
で
あ
る
。

　
事
例
2
9
　
こ
こ
で
は
焼
畑
を
「
野
作
」
と
よ
び
、
土
用
中
に
山
籔
を
伐
採

　
（
ノ
ギ
リ
）
し
、
土
用
明
け
一
〇
探
す
ぎ
頃
充
分
草
木
の
乾
燥
し
た
の
を
見

　
計
い
、
火
入
れ
（
野
焼
き
）
す
る
。
そ
の
翌
日
或
は
数
臼
後
に
ソ
バ
を
播

　
種
（
反
当
約
五
升
）
す
る
が
、
ナ
タ
ネ
を
作
付
す
る
と
き
に
は
、
ソ
バ
と

　
同
時
に
播
く
（
反
当
二
～
三
合
）
。
藤
付
後
二
〇
日
頃
に
一
回
除
草
を
な
し
、

　
旧
一
〇
月
上
旬
頃
に
ソ
バ
を
採
収
し
（
反
収
○
・
五
～
一
・
○
石
）
、
　
翌
年

　
四
月
上
旬
ナ
タ
ネ
を
収
穫
へ
反
収
一
～
四
斗
）
す
る
。
　
つ
ぎ
に
同
月
下
旬

　
（
田
槙
前
）
ア
ワ
を
蒔
き
（
反
当
一
升
、
粟
の
代
り
に
ヒ
エ
を
植
え
る
も
の
も
い

　
た
）
、
そ
れ
と
と
も
に
浅
羽
（
「
粟
醐
り
」
と
い
う
）
を
行
い
、
そ
の
後
一
～
二

　
回
草
取
り
し
て
旧
九
月
下
旬
～
一
〇
月
上
旬
に
収
穫
（
反
当
六
～
二
一
斗
）

す
る
。
同
年
の
冬
よ
り
旧
正
月
に
亙
り
肥
沃
で
平
坦
な
部
分
を
深
耕
し
て

四
月
に
芋
を
植
え
、
そ
の
他
の
部
分
に
は
、
田
植
後
門
を
薄
く
。
同
年
の

秋
或
は
冬
に
右
の
作
物
を
収
穫
し
、
再
び
山
藪
と
し
て
放
置
す
る
。
但
し
、

芋
を
二
年
連
作
し
た
後
、
地
味
き
わ
め
て
豊
か
な
個
所
に
は
再
び
粟
を
蒔

く
人
も
い
た
。
ま
た
「
大
根
野
」
（
九
州
山
地
中
部
の
「
ダ
イ
コ
ソ
コ
バ
」
に
当

る
《
菜
園
型
》
の
零
細
な
焼
畑
耕
地
）
は
こ
れ
ら
の
ソ
バ
・
ナ
タ
ネ
・
ア
ワ
を

栽
培
す
る
焼
畑
と
は
別
に
つ
く
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

　
以
上
、
二
つ
の
事
例
に
よ
る
と
九
州
山
地
北
部
に
お
け
る
ソ
バ

（
ナ
タ
ネ
）
ー
ア
ワ
ー
里
芋
・
小
豆
一
（
里
芋
）
と
い
う
輪
作
の
形
式
は
、

伝
統
的
に
も
か
な
り
固
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
地
域
に
お
け
る

焼
畑
の
基
本
的
輪
作
方
式
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
も
し
こ
の
種
の
焼
畑
の
経
営
方
式
を
も
っ
て
九
州
山
地
北
部
の
そ

れ
を
代
表
せ
し
め
る
と
す
れ
ば
、
前
述
の
九
州
中
部
の
焼
畑
の
そ
れ

と
の
間
に
い
く
つ
か
の
重
要
な
相
違
点
と
類
似
す
る
点
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
、
そ
の
第
一
は
こ
の
九
州
山
地
北
部
の
焼
畑
で
は
、
初
年
作

物
が
夏
播
き
の
ソ
バ
と
ナ
タ
ネ
に
限
ら
れ
、
し
か
も
両
者
が
同
一
の

耕
地
に
混
播
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ヒ
エ
・
ム
ギ
な
ど
の
春

播
き
・
秋
播
き
の
主
穀
作
物
の
栽
培
が
、
初
年
目
の
焼
畑
で
ほ
と
ん
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・
ど
行
わ
れ
な
い
と
い
う
事
実
（
但
し
、
英
彦
山
麓
地
域
に
は
、
「
ソ
バ
野
」

と
と
も
に
「
ア
ワ
野
」
と
よ
ぶ
焼
畑
の
形
態
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
湿

る
の
で
、
ア
ワ
を
初
年
作
物
と
す
る
輪
作
型
も
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が

詳
細
は
不
閣
で
あ
る
）
と
表
裏
し
、
同
時
に
こ
の
地
域
に
お
け
る
焼

畑
の
経
営
が
、
輪
作
形
態
の
多
様
性
を
失
い
、
主
穀
生
産
へ
の
傾
斜

を
弱
め
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
九
州
山
地

中
部
の
そ
れ
に
比
し
、
除
草
や
地
持
え
に
投
下
す
る
労
働
量
が
小
さ

く
、
そ
の
経
営
が
か
な
り
粗
放
的
で
あ
る
と
い
う
事
実
（
第
三
八
表

参
照
）
も
こ
の
よ
う
な
主
穀
生
産
へ
の
依
存
度
の
低
さ
と
関
係
す
る

も
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
こ
の
地
域
に
み
ら
れ
る
ソ
バ
・
ナ
タ
ネ
ー
ア
ワ
ー
小
豆
と

い
う
輪
作
の
形
式
は
、
現
在
の
分
布
状
態
か
ら
み
れ
ば
、
む
し
ろ
山

陰
山
地
の
焼
畑
に
類
似
の
輪
作
例
が
見
出
さ
れ
、
系
統
的
に
は
中
部

日
本
西
部
の
焼
畑
に
連
続
す
る
性
格
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
他
方
で
は
輪
作
の
三
～
四
年
目
に
里
芋
の
栽
培
を
行
う

慣
行
が
こ
こ
で
は
固
定
化
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
本
地

域
の
焼
畑
は
九
州
中
部
の
そ
れ
に
直
接
つ
な
が
る
特
色
を
も
示
し
て

い
る
と
い
い
う
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
九
州
山
地
北
部
の
焼
畑
は
、
全

体
と
し
て
主
穀
作
物
栽
培
へ
の
依
存
度
が
低
下
し
、
補
助
耕
地
的
な

機
能
が
高
く
な
っ
て
は
い
る
が
、
そ
の
輪
作
形
態
の
特
色
に
関
す
る

限
り
、
　
《
中
部
日
本
型
》
と
《
西
南
日
本
型
》
の
ち
ょ
う
ど
中
間
的

な
特
色
を
示
し
て
お
り
、
両
者
の
間
の
一
種
の
漸
移
地
帯
を
形
成
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
春
播
き
主
穀
作
物
栽
培
へ
の
依
存
度
が
、
網
対
的
に
小

さ
く
補
助
耕
地
的
機
能
が
高
い
と
い
っ
て
も
前
記
の
英
彦
山
麓
の
焼

畑
村
な
ど
で
は
、
少
な
く
と
も
幕
末
期
に
は
、
零
細
隷
属
農
民
や
中

規
模
の
水
田
を
経
営
す
る
良
作
農
民
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
～
一
〇
反
程

度
の
焼
畑
を
経
営
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
こ
の
種
の
焼
畑
が
少
な
く
と
も
明
治
初
期
頃
ま
で
は
、
山
地

憂
民
の
生
活
を
支
え
る
生
産
手
段
と
し
て
重
要
な
…
機
能
を
演
じ
て
い

た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　
一
方
、
九
州
山
地
南
部
の
焼
畑
に
つ
い
て
は
、
資
料
が
十
分
間
は

な
い
が
、
第
三
九
表
に
み
る
如
く
、
こ
の
地
域
で
は
一
般
に
ソ
バ
・

ア
ワ
の
ほ
か
、
甘
藷
・
里
芋
な
ど
の
芋
類
の
栽
培
が
と
く
に
重
要
な

役
割
を
演
じ
、
い
わ
ゆ
る
《
根
栽
型
》
の
経
営
形
態
へ
の
傾
斜
を
示

し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
輪
作
の
方
式
に
は

九
州
中
部
や
北
部
の
そ
れ
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
伝
統
的
な
固
定
性
は

す
で
に
失
わ
れ
、
き
わ
め
て
変
化
に
蜜
む
形
態
を
示
し
て
い
る
。
こ
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れ
は
恐
ら
く
九
州
南
部
地
域
に
お
い
て
は
、
早
い
時
代
に
《
主
穀
生

産
型
》
の
焼
畑
の
機
能
が
失
わ
れ
、
焼
畑
の
衰
退
過
程
が
急
速
に
す

す
ん
だ
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
九
州
南
部
地
域
に
お
い
て
焼
畑
の
衰
退
を
早
い
時
代
に
進
行
せ
し

め
た
歴
史
的
・
盆
会
的
要
因
は
い
ま
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
し
か

し
、
起
伏
量
の
乏
し
い
火
山
灰
台
地
と
花
闘
岩
台
地
が
広
く
分
布
す

る
こ
の
地
帯
に
お
い
て
は
、
山
地
の
植
生
が
貧
照
で
大
型
の
森
林
を

欠
く
こ
と
、
お
よ
び
こ
の
地
域
の
焼
畑
で
は
も
と
も
と
芋
類
の
機
能

が
大
き
か
っ
た
が
、
と
く
に
甘
藷
の
導
入
後
に
は
、
そ
の
栽
培
を
媒

介
に
し
て
焼
畑
か
ら
常
畑
へ
の
転
換
が
急
速
に
推
し
進
め
ら
れ
た
こ

と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
く
こ
の
よ
う
な
事
情
が
、
九
州
南
部

に
お
け
る
焼
畑
の
衰
退
を
促
進
せ
し
め
た
地
理
的
要
因
の
一
部
を
な

す
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
大
隅
半
島
の
肝
属
郡
百
引
墨
な
ど
で
は
、
　
ヤ
ッ
マ
キ

（
焼
蒔
き
）
と
い
う
「
焼
畑
」
を
意
味
す
る
古
い
語
彙
が
残
存
し
、

詳
細
な
内
容
は
不
明
だ
が
、
そ
の
寓
山
部
落
で
は
、
　
「
ヤ
ツ
マ
キ
は

大
勢
で
行
い
、
山
の
払
方
を
済
ま
せ
ば
山
払
い
の
祝
を
し
た
」
と
報

　
　
　
　
　
⑪

告
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
ム
ラ
を
単
位
と
す
る
共
同
労
働
に
よ
っ
て
焼

畑
の
造
成
を
行
い
、
そ
の
後
、
特
定
の
儀
礼
的
集
会
を
催
す
慣
行
が

昭
和
初
年
頃
ま
で
は
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事

例
か
ら
、
現
在
で
は
、
僅
か
な
補
助
耕
地
的
機
能
し
か
も
た
な
い
九

州
南
部
の
焼
畑
も
、
古
く
は
こ
の
地
域
の
農
民
の
生
活
を
支
え
る
生
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産
の
場
と
し
て
、
今
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
機
能
を
演
じ
て
い
た
も

の
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
場
合
の
焼
畑
の
輪
作
形
態
は
、

ソ
バ
・
ア
ワ
・
ム
ギ
を
初
年
作
物
と
し
て
、
二
・
三
年
目
に
は
ア
ワ

と
芋
類
・
豆
類
を
栽
培
す
る
型
式
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

①
横
娼
二
三
（
～
九
五
二
）
六
〇
～
六
一
頁
。

②
糖
馬
正
胤
（
一
九
六
二
）
一
四
滋
＝
頁
。

③
相
馬
正
胤
（
～
九
六
二
）
）
、
一
九
頁
。
土
井
仙
吉
（
十
九
五
四
）
及
び
筆
者
に

　
よ
る
ア
ゾ
ケ
ー
ト
調
査
資
料
。
註
⑩
⑪
参
照
。

④
相
馬
正
胤
二
九
五
九
）
ご
二
九
～
二
四
六
頁
以
下
、
本
州
村
寺
川
部
落
に
つ

　
い
て
の
資
料
は
す
べ
て
絹
馬
に
よ
る
。

⑤
大
州
村
・
土
佐
村
な
ど
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
は
、
昭
和
三
二
年
度
に
同
村
役

　
場
に
対
し
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
も
の
で
三
綱
な
麟
答
が
寄
せ
ら
れ

　
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
本
川
村
越
裏
門
部
落
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ

　
は
過
日
幸
島
に
お
い
て
殉
職
さ
れ
た
京
大
霊
長
類
研
究
所
助
教
授
故
軽
口
場
健
二
氏

　
に
昭
和
三
穴
三
夏
に
調
査
を
依
頼
し
た
も
の
で
生
前
の
同
氏
の
御
厚
意
に
心
か
ら

　
感
謝
し
た
い
。

⑥
佐
々
木
高
明
（
一
九
六
一
）
七
三
頁
参
照
。
例
え
ば
『
土
佐
郡
森
村
高
山
切
畑

　
地
検
帳
』
（
天
正
一
五
年
・
）
に
よ
れ
ば
、
各
作
物
の
裁
…
培
｝
暇
積
比
ぱ
ム
ギ
～
二
六
％
、

　
ヒ
エ
ニ
ニ
％
、
ア
ヅ
キ
ニ
○
％
と
な
り
、
ま
た
『
同
郡
地
頭
分
高
山
切
畑
地
検

　
帳
』
で
は
、
焼
畑
の
九
七
％
ま
で
が
ム
ギ
栽
培
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
た
貰
し
、
長

　
岡
郡
・
安
芸
郡
な
ど
の
例
で
は
ム
ギ
の
栽
培
面
襲
は
余
り
大
き
く
な
い
が
、
地
検

　
帳
に
記
載
さ
れ
た
作
物
全
体
に
つ
い
て
の
検
討
を
十
分
行
っ
て
い
な
い
の
で
、
く

　
わ
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

⑦
網
馬
正
胤
（
一
九
五
三
）
と
く
に
三
八
○
頁
。

⑧
略
号
の
意
義
に
つ
い
て
は
「
第
二
報
」
三
九
一
買
参
照
。

⑨
佐
々
木
高
明
（
一
九
六
一
）
七
三
頁
。

⑩
徳
島
県
海
部
県
木
頭
村
に
残
る
『
宝
膣
八
年
戊
寅
正
月
、
木
頭
八
ヶ
所
御
林
内

　
書
勝
作
付
願
望
件
』
に
し
よ
れ
ば
「
・
：
：
・
右
堀
跡
へ
稗
・
粟
・
小
｝
羅
畠
一
枚
嘘
一
ケ
年

　
瓢
一
作
宛
作
μ
判
被
仰
付
被
で
ド
候
ハ
ハ
鼠
ハ
稲
側
㎞
銀
札
、
畠
一
枚
二
二
一
二
匁
三
指
」
山
：
：
：
」

　
と
ヒ
エ
・
ア
ワ
・
ア
ズ
キ
の
輪
作
を
示
す
資
料
が
あ
る
。
ま
た
、
昭
和
初
年
頃
に

　
も
「
春
焼
き
型
」
と
「
夏
焼
き
型
」
の
術
種
の
焼
畑
が
《
林
業
前
作
農
業
》
の
形

　
態
を
と
っ
て
木
頭
地
域
で
は
営
ま
れ
て
い
た
。
即
ち
「
本
地
方
の
地
捲
え
は
焼
畑

　
で
照
月
頃
よ
り
盛
夏
の
候
の
間
に
雑
木
林
を
伐
採
し
て
乾
燥
せ
し
め
た
る
後
、
之

　
を
焼
払
い
ソ
バ
を
作
る
も
の
と
秋
季
伐
採
そ
の
ま
ま
林
内
に
放
置
し
、
翌
春
四
月

　
遅
く
も
五
月
頃
焼
払
い
て
稗
を
蒔
く
も
の
と
あ
る
而
し
て
盛
夏
伐
採
せ
る
も
の
は

　
こ
週
間
位
の
乾
燥
で
十
分
焼
払
う
こ
と
が
で
き
る
。
何
れ
の
期
關
に
焼
畑
を
な
す

　
も
「
コ
ナ
シ
」
な
る
も
の
を
行
ふ
、
即
ち
伐
採
し
た
る
樹
木
の
枝
を
切
落
し
焼
払

　
に
便
な
ら
し
む
る
も
の
で
、
此
の
作
業
旧
れ
ば
適
当
た
る
時
季
を
選
び
て
焼
払
う

　
が
之
を
「
山
焼
」
と
云
っ
て
い
る
。
而
し
て
山
焼
を
開
始
せ
ん
と
す
る
と
き
は
、

　
其
地
域
の
周
囲
を
一
定
の
巾
に
防
火
線
を
造
り
臼
没
前
山
頂
部
よ
り
点
火
し
て
山

　
麓
に
向
っ
て
焼
却
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
場
合
防
火
線
上
に
乱
視
人
あ
り
て
常
に

　
火
勢
の
進
む
方
向
に
防
火
線
上
の
表
土
を
掘
返
し
つ
Σ
進
む
も
の
で
面
積
の
大
小

　
に
よ
っ
て
異
る
が
普
通
十
四
、
五
人
位
で
行
い
之
を
終
れ
ば
更
に
焼
け
残
っ
た
る

　
も
の
を
寄
せ
焼
き
と
な
し
、
同
時
に
「
ネ
キ
」
と
称
す
る
も
の
を
つ
く
り
て
、

　
土
砂
止
の
設
備
を
な
す
の
で
あ
る
斯
く
し
て
幽
来
上
り
た
る
焼
畑
地
を
普
通
「
コ

　
ナ
」
と
称
し
て
い
る
。
春
季
焼
畑
と
な
し
た
る
も
の
は
稗
を
蒔
き
同
時
に
樹
蕾
の

　
植
栽
を
は
じ
め
、
遅
く
も
梅
雨
期
後
立
に
之
を
終
り
又
夏
季
焼
畑
と
な
せ
る
場
合

　
は
ソ
バ
を
蒔
き
翌
春
に
蚕
っ
て
樹
苗
の
植
付
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
焼
畑
に
は
前

　
述
の
如
く
主
に
稗
・
ソ
バ
を
作
る
が
他
に
粟
・
甘
藷
・
大
豆
・
小
豆
な
ど
を
も
収

　
穫
し
、
時
に
三
麺
・
茶
・
楮
な
ど
を
植
栽
す
る
こ
と
も
あ
る
も
之
等
は
地
力
を
減

　
退
せ
し
め
林
木
の
生
長
を
阪
害
す
る
故
に
特
殊
の
場
所
に
於
て
の
み
行
わ
れ
る
に
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す
ぎ
な
い
、
而
し
て
以
上
の
農
作
物
は
植
栽
せ
る
植
苗
の
生
長
繁
茂
し
て
遂
に
収

　
穫
不
能
に
棄
る
ま
で
行
ふ
を
原
鋼
と
レ
従
っ
て
樹
蔭
の
植
栽
は
極
端
に
疎
植
で
一

　
反
渉
百
本
程
度
で
あ
る
。
而
し
て
最
近
は
太
材
価
額
の
昂
騰
と
運
搬
の
便
も
あ
り

　
て
、
二
百
本
内
外
の
植
付
と
な
っ
て
き
た
。

焼
畑
を
な
し
て
造
林
す
る
と
き
は
農
作
物
を
収
穫
す
る
外
、
病
虫
害
そ
の
他
雑
草

　
蔓
類
の
繁
茂
少
く
、
且
つ
之
を
行
は
ざ
る
林
地
の
生
育
に
比
し
良
好
な
り
と
て
、

　
第
二
期
の
造
林
に
於
て
も
地
主
は
造
林
費
の
軽
減
と
挨
っ
て
伐
採
跡
地
に
も
行
っ

　
て
い
る
。
」
（
『
山
林
局
調
査
』
、
七
四
～
七
五
頁
。
）

⑪
武
田
明
二
九
五
五
）
二
隣
～
二
五
頁
。
ま
た
、
簗
者
の
村
役
場
に
対
す
る
ア

　
ソ
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
甑
津
和
ゴ
副
二
年

　
現
在
束
祖
谷
村
の
焼
畑
作
物
の
収
量
の
概
　
　
の
物

要
・
下
・
㌘
で
、
数
値
・
驚
馨
｛
．
回
表
辮

　
　
　
　
　
　
　
同
村
に
お
け
る
焼
畑
作
物
4
0
策
焼

　
く
は
な
い
が
、

の
根
対
酌
重
要
度
を
知
る
手
掛
り
に
は
な
第

　
る
。

　
作
物
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
点
が
注
巨
さ
れ
る
。

⑫　
囲
女
に
お
け
る
ミ
ツ
マ
タ
の
大
規
模
な
栽
培
は
、

　
り
、
吾
…
川
郡
三
瀬
村
に
栽
培
さ
れ
た
の
が
最
初
で
、

　
は
じ
め
県
下
谷
地
に
伝
わ
り
、
明
治
一
一
四
、

f乾物1三i叉五圭

400

25e

80

50

30

バ
　
エ
　
豆
豆
麦

ソ
ヒ
大
小
小

ソ
バ
に
つ
ぎ
ヒ
エ
が
な
お
重
要
な
地
位
を
占
め
る
と
と
も
に
、
小
麦
が
焼
畑

　
　
高
知
県
和
紙
協
同
組
合
連
会
会
編
彌
土
佐
紙
業
史
』
（
一
九
五
六
）
に
よ
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
七
年
吉
井
源
太
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
後
、
池
川
・
名
野
州
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
年
頃
に
は
、
殆
ん
ど
全
県
下
に
拡

　
つ
た
と
い
う
。
明
治
三
一
年
に
は
す
で
に
八
・
七
万
町
歩
に
達
し
、
そ
の
栽
培
の

　
ピ
ー
ク
は
明
治
四
〇
年
頃
か
ら
大
正
十
一
年
ま
で
で
あ
る
。

⑬
　
池
川
町
に
溶
す
る
デ
ー
タ
は
一
九
五
七
年
及
び
五
八
年
の
夏
に
実
施
し
た
纂
者

　
の
実
地
調
査
に
よ
る
。

⑭
相
馬
正
胤
（
｝
九
五
三
）
三
八
○
頁
。

⑮
　
相
馬
正
胤
（
一
九
五
三
）
三
八
O
頁
、
三
八
三
頁
。

⑯
　
延
宝
二
年
の
『
池
川
占
居
切
畑
御
璽
指
出
帳
』
（
『
臼
本
林
制
史
資
料
、
高
知
藩
』

　
所
…
収
）
の
ほ
か
、
五
筒
川
郡
大
崎
村
に
残
る
享
保
一
、
一
年
・
の
切
畑
覚
轟
貴
に
は
、
ム
ギ
の

　
栽
培
例
も
み
と
め
ら
れ
る
。
（
横
珊
宋
告
〔
一
九
五
五
〕
四
四
～
四
五
頁
）

⑰
相
馬
正
胤
（
一
九
六
二
）
三
〇
頁
。

⑲
絹
馬
正
胤
（
一
九
五
九
）
四
～
六
頁
。

⑲
相
馬
正
胤
（
一
九
五
六
）
八
～
一
〇
頁
。

⑳
綿
馬
正
胤
は
、
四
国
山
地
の
山
村
の
構
造
を
「
瞬
家
筋
地
主
」
の
卓
越
す
る

　
「
豪
族
中
核
型
山
村
」
と
均
質
な
構
造
を
も
つ
「
農
民
共
岡
体
型
山
村
」
の
二
つ

に
分
類
し
、
「
豪
族
申
核
型
山
村
は
祖
谷
地
域
に
農
民
共
隅
体
型
山
村
は
仁
淀
地

　
域
に
そ
れ
ぞ
れ
集
中
す
る
地
域
が
あ
っ
て
、
そ
の
周
縁
地
域
は
西
型
が
混
瀟
す

　
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、
仁
淀
地
区
に
焼
畑
経
営
が
と
く
に
集
中
す
る
と
こ
ろ
が
ら

　
一
こ
の
農
民
共
同
体
型
の
村
落
と
蛇
畑
経
営
と
の
関
連
の
電
影
な
こ
と
を
推
定
せ

　
し
め
る
」
と
し
て
い
る
。
　
（
羅
馬
〔
一
九
六
二
〕
四
五
頁
）

　
な
お
、
網
馬
は
祖
谷
村
の
『
酉
名
検
地
帳
』
の
分
析
か
ら
「
名
の
地
域
的
発
展
は

　
名
の
分
裂
・
脇
名
の
形
戒
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
が
、
こ
の
場
含
焼
畑
開
墾
が
脇
名

成
立
の
差
礎
条
件
と
な
ゑ
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
、
u
う
し
た
六
名
の
形
成

　
に
よ
り
、
近
世
期
を
通
じ
、
独
立
自
営
農
民
贋
が
形
成
さ
れ
豪
農
的
土
地
灰
有
が

　
解
体
∵
縮
小
し
て
き
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
（
前
掲
論
文
五
九
－
六
一
貰
）
。

⑳
寺
主
部
落
に
お
け
る
明
油
中
期
以
前
の
本
格
的
な
焼
畑
経
営
に
お
い
て
は
、
三

年
三
作
を
原
則
と
し
、
四
〇
年
前
後
の
休
閑
期
を
お
か
れ
て
い
た
。
（
絹
馬
正
胤

　
　
〔
一
九
五
九
〕
四
頁
）
。

⑳
　
絹
馬
正
胤
（
一
九
五
九
）
四
～
八
頁
。

⑬
相
馬
正
胤
（
一
九
五
九
）
一
九
～
二
〇
頁
。

⑳
　
佐
々
木
高
明
（
一
九
六
一
）
七
三
頁
。
前
掲
の
『
土
佐
郡
森
村
高
山
切
畑
地
検

　
帳
』
及
び
『
同
郡
地
頭
郡
高
山
切
畑
地
検
帳
臨
に
よ
れ
ば
　
般
農
民
の
蟻
螂
が
ム

　
ギ
・
ヒ
エ
・
ア
ワ
・
マ
メ
類
の
栽
培
を
行
う
の
に
対
し
、
　
門
地
頭
分
の
焼
畑
の
九

　
七
％
が
ム
ギ
を
集
中
酌
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
導
実
は
、
　
一
般
農
民
の
切
畑

　
に
比
し
、
　
「
地
頭
分
目
の
切
畑
が
集
落
近
傍
の
よ
り
有
利
な
場
所
で
営
ま
れ
て
い
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わが国の焼畑経営方式の地域的類型㈲（佐々木）

　
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

㊧
　
上
野
福
男
（
一
九
三
八
）
、
倉
田
一
郎
（
一
九
三
六
）
。

㊧
　
二
神
弘
（
一
九
五
八
）
永
友
繁
雄
（
…
九
四
七
）
。

⑳
　
佐
々
木
高
明
（
～
九
六
二
～
六
三
）
、
佐
々
木
高
明
（
一
九
六
四
）
。

⑱
伊
藤
兆
司
（
一
九
三
五
）
と
く
に
六
〇
～
六
四
頁
。

㊧
　
由
陰
山
地
の
焼
畑
経
営
方
式
に
つ
い
て
は
か
っ
て
北
但
馬
山
地
の
事
例
に
よ
っ

　
て
く
わ
し
く
報
告
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
佐
々
木
高
明
（
一
九

　
五
九
）
。

⑳
　
研
解
膝
兆
鷲
司
（
一
九
三
五
）
六
五
頁
以
下
。

⑳
佐
々
木
彦
一
郎
（
一
九
三
五
）
六
四
五
頁
。

四

薩
南
諸
島
・
沖
縄
に
お
け
る
土
地
紅
鮭
制
と
焼
畑
経
営

方
式
－
焼
畑
用
地
の
所
有
と
利
用
の
原
初
形
態
に
つ

　
　
い
て
の
若
干
の
検
討
一

　
一
般
に
耕
作
期
間
に
難
し
、
休
閑
期
間
が
長
く
、
粗
放
な
土
地
利

用
形
態
を
も
つ
焼
畑
農
業
の
経
営
は
、
本
来
、
村
落
を
構
成
す
る
農

民
が
、
自
由
に
利
用
で
き
る
広
い
林
野
の
存
在
を
前
提
と
し
て
成
立

す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
焼
畑
農
業
の
経
営
は
、
ム
ラ
を

構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
が
平
等
の
権
利
で
自
由
に
利
用
し
う
る
共
有
林

野
を
舞
台
に
行
わ
れ
る
例
の
多
い
こ
と
は
、
す
で
に
前
節
ま
で
に
い

く
つ
か
の
事
例
を
掲
げ
て
説
明
し
た
通
り
で
あ
る
。
と
く
に
明
治
末

期
か
ら
大
正
期
に
お
け
る
共
有
林
野
の
分
解
や
山
地
斜
面
に
お
け
る

商
贔
生
産
の
発
展
が
み
ら
れ
る
以
前
に
は
、
焼
畑
経
営
と
共
有
林
野

の
間
に
は
き
わ
め
て
密
接
な
結
び
つ
き
の
存
し
て
い
た
こ
と
は
否
定

　
　
　
①

で
き
な
い
。
ま
た
、
豪
農
・
大
地
主
に
よ
る
大
土
地
所
將
が
み
ら
れ

る
場
合
で
も
、
賦
役
労
働
な
ど
に
よ
る
一
定
の
地
代
の
提
供
を
行
え

ば
、
農
民
に
よ
る
か
な
り
自
由
な
林
野
利
用
が
許
さ
れ
て
い
る
例
が

多
い
。
大
土
地
所
有
の
卓
越
す
る
山
村
に
お
い
て
も
、
実
質
的
な
土

地
利
用
の
面
に
お
い
て
は
、
農
民
の
入
会
的
利
用
に
近
い
慣
行
を
有

し
て
い
る
も
の
の
少
な
く
な
い
こ
と
が
注
団
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
別

②稿
で
報
告
し
た
熊
本
県
五
木
村
の
事
例
は
、
こ
の
よ
う
な
大
土
地
所

有
事
の
下
で
実
質
的
に
は
入
会
的
土
地
利
用
慣
行
の
存
在
す
る
典
型

的
事
例
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
均
質
な
村
落
共
同
体
を
基
盤
と
す
る
入
会
的
な
土
地

利
用
形
態
が
、
も
っ
と
も
徹
底
し
た
形
で
あ
ら
わ
れ
る
場
合
に
は
、

個
女
の
農
民
が
任
意
に
共
有
地
を
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、
共
同
体

の
全
メ
ン
バ
ー
の
立
会
い
の
下
に
、
平
等
に
共
有
地
を
分
割
・
利
用

す
る
方
法
が
と
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
、
こ
の
場
合
、
均

質
・
平
等
の
原
理
を
も
っ
と
も
徹
底
す
れ
ば
、
共
有
地
に
お
い
て
、

翌
年
の
焼
畑
用
地
を
ク
ジ
割
に
よ
っ
て
各
芦
に
割
当
て
る
い
わ
ゆ
る

割
替
制
度
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
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本
州
・
四
国
・
九
州
の
山
地
で
は
、
こ
の
よ
う
に
焼
畑
用
地
を
ク

ジ
割
で
決
定
し
、
耕
地
の
割
替
を
行
う
実
例
は
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど

　
　
　
　
③

存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
薩
南
諸
島
か
ら
沖
縄
に
は
、
こ
う
し
た
焼

畑
用
地
の
ク
ジ
割
制
度
を
伴
う
耕
地
割
替
制
度
が
、
今
日
も
な
お
存

続
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
焼
畑
的
な
土
地
利
用
が
、
こ

の
よ
う
な
強
い
共
同
体
的
な
規
制
の
も
と
に
展
開
す
る
典
型
的
な
例

と
し
て
、
ま
ず
早
川
孝
太
郎
の
調
査
し
た
黒
島
の
事
例
を
み
る
こ
と

に
し
た
晦
・

　
↓
黒
島
に
お
け
る
焼
畑
経
當
と
土
地
二
三
制
度

　
（
　
常
北
・
水
田
の
皆
無
に
近
い
黒
島
に
お
い
て
は
、
耕
地
の
大
半
は
、

耕
作
期
年
三
～
四
年
で
切
替
え
る
焼
畑
で
、
こ
れ
を
「
ハ
タ
ケ
」
と

よ
び
、
別
…
に
「
ナ
ギ
ハ
タ
」
「
コ
バ
」
の
名
も
行
わ
れ
、
或
は
単
に

「
ヤ
マ
」
と
も
よ
ば
れ
、
こ
れ
が
島
の
農
耕
地
の
大
部
分
を
占
め
て

い
る
。
こ
の
焼
畑
の
経
営
に
際
し
て
は
あ
ら
か
じ
め
、
　
「
ト
コ
μ
ソ

ヂ
」
或
は
「
ク
ミ
ン
ヂ
」
と
よ
ば
れ
る
部
落
或
は
組
（
ッ
ク
リ
）
の
・

共
有
地
に
お
い
て
、
土
地
を
選
定
し
て
地
割
（
ハ
タ
ワ
ヶ
）
を
行
い
、

各
戸
の
持
分
を
決
定
す
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
境
界
を
設
け
て
開
墾

を
行
う
の
で
、
そ
の
経
営
は
、
初
年
目
に
ハ
ダ
カ
ム
ギ
、
二
年
目
に

小
麦
を
作
付
け
、
二
年
呂
の
夏
か
ら
三
年
目
の
春
に
か
け
甘
藷
を
植

付
け
た
の
ち
、
王
年
目
の
春
か
ら
秋
ま
で
、
ア
ワ
或
は
ノ
イ
ネ
（
陸

稲
）
を
栽
培
す
る
簗
年
四
作
の
形
態
を
と
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
場
合
も
っ
と
も
問
題
に
な
る
「
言
分
け
」
の
方

法
は
、
早
川
孝
太
郎
に
よ
る
と
、
次
の
如
き
き
わ
め
て
複
雑
な
方
法

で
行
わ
れ
る
。

　
①
地
割
の
施
行
さ
れ
る
土
地
の
配
分
に
は
、
部
落
（
ト
コ
ロ
）
が
主
体
と

　
な
っ
て
直
接
各
戸
に
配
分
さ
れ
る
も
の
と
、
組
（
「
ヂ
」
ま
た
は
「
ッ
ク
リ
」
）

　
に
配
分
さ
れ
る
も
の
と
が
あ
り
、
後
者
は
さ
ら
に
こ
れ
を
各
戸
に
分
配
す

　
る
。
つ
ま
り
、
各
農
家
の
立
場
か
ら
い
う
と
部
落
か
ら
直
接
分
配
を
う
け

　
る
土
地
と
、
一
旦
組
を
経
過
す
る
も
の
と
の
二
種
が
あ
っ
た
わ
け
で
、
両

　
者
の
割
合
は
、
大
塁
部
落
の
場
合
、
蔽
接
配
分
が
三
ケ
所
（
う
ち
一
ヶ
所
共

　
同
耕
作
）
、
組
を
通
す
も
の
が
ニ
ケ
所
で
あ
っ
た
と
い
う
。
「
但
し
直
接
配
分

　
の
場
合
は
、
作
業
が
か
な
り
煩
雑
な
た
め
近
年
こ
れ
を
廃
止
b
、
（
大
里
で

　
は
昭
漁
四
年
、
片
泊
で
は
昭
瀦
七
年
）
す
べ
て
組
を
通
す
こ
と
に
し
た
と
い
う
。

　
②
具
体
的
な
配
分
の
順
序
と
方
法
は
、
毎
年
陰
暦
正
月
十
二
日
夜
（
＋
二

　
夜
待
）
に
、
各
戸
か
ら
世
帯
主
が
当
役
（
現
在
は
区
長
）
の
家
に
集
り
、
其

　
年
の
火
入
れ
予
定
地
を
選
定
す
る
（
し
か
し
、
．
現
在
で
は
六
・
八
月
の
会
合
で

　
決
め
る
）
。
つ
い
で
、
七
月
宋
か
ら
八
月
に
か
け
て
適
当
な
日
を
選
定
し
、

　
改
め
て
協
議
を
し
た
の
ち
、
陰
暦
九
月
末
か
ら
十
月
初
旬
を
期
し
「
ヤ
マ

　
ワ
ケ
」
　
（
地
割
）
を
行
う
。
こ
の
日
に
は
、
部
落
の
成
年
男
子
（
ユ
ウ
ブ
）
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が
す
べ
て
山
へ
行
き
、
共
同
で
土
地
の
計
測
を
行
い
、
区
劃
を
定
め
、
区

劃
毎
に
「
標
の
竹
」
を
挿
し
、
ヒ
ミ
（
火
道
）
を
伐
凋
け
（
ヒ
ミ
キ
リ
）
、
火

入
れ
の
準
備
を
な
す
。
そ
う
し
て
、
こ
の
「
ヒ
ミ
キ
ジ
」
の
完
了
と
と
も

に
、
斜
面
の
上
部
か
ら
点
火
し
て
ヒ
イ
レ
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
り
（
大
木

が
域
内
に
あ
る
場
合
に
は
枝
を
落
し
て
お
く
）
、
火
入
れ
終
了
後
に
は
、
「
ハ
タ

ヤ
キ
ノ
カ
グ
ラ
」
と
称
し
、
大
里
部
落
で
は
以
前
に
は
黒
尾
神
社
に
集
り

カ
グ
ラ
を
塞
・
納
…
し
て
い
た
。

③
こ
の
よ
う
に
し
て
焼
畑
用
地
が
造
成
さ
れ
る
と
、
い
よ
い
よ
「
ハ
タ
ワ

ケ
」
に
と
り
か
か
る
。
ま
ず
、
峯
通
り
か
ら
、
窪
地
を
見
通
し
て
、
縄
を

引
き
、
焼
畑
用
地
の
全
体
に
縦
の
境
界
を
つ
く
る
（
タ
テ
ワ
リ
）
、
　
つ
い
で

「
ヨ
コ
ワ
リ
」
と
称
し
、
こ
の
タ
テ
の
境
界
線
に
細
か
い
区
分
を
つ
け
て

行
《
㌣
そ
の
方
法
は
、
　
「
検
竿
持
ち
と
縄
を
持
つ
者
が
左
右
に
分
れ
て
、

漸
次
上
位
か
ら
下
位
に
区
劃
を
定
め
て
ゆ
く
。
此
場
合
カ
ヅ
ラ
縄
に
は
、

予
め
畑
一
枚
分
を
測
っ
た
標
し
が
附
け
て
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
依
っ
て
、

漸
次
区
劉
を
定
め
境
界
の
竹
を
立
て
る
。
之
を
横
割
り
と
も
謂
い
、
骨
を

サ
ケ
ダ
ケ
（
境
竹
）
と
い
う
」
。
こ
う
し
て
、
百
数
十
乃
至
二
〇
〇
程
度
の

区
劃
が
で
き
る
と
「
カ
ズ
ト
リ
」
と
称
し
て
、
こ
の
区
劉
に
一
々
番
号
を

　
　
　
　
　
　
　
み
　
セ

つ
け
る
（
主
と
し
て
若
者
の
仕
事
）
。
こ
れ
が
終
る
と
改
め
て
「
ク
ジ
ビ
キ
」

を
行
い
、
各
自
の
持
分
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
諸
作
業
は
す
べ

て
現
地
で
行
い
、
か
な
り
日
数
を
要
す
る
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
な
ハ
タ
ワ
ケ
の
結
果
、
各
自
の
耕
地
は
き
わ
め
て
小
さ
な
地
片

　
に
分
れ
、
極
度
に
分
散
す
る
の
で
、
　
「
ハ
ソ
ダ
ケ
」
と
称
す
る
そ
れ
ぞ
れ

　
の
所
有
春
の
蒙
印
を
刻
し
た
竹
を
各
耕
地
に
立
て
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
と

　
も
に
、
横
割
の
境
界
に
土
留
め
を
兼
ね
た
竹
垣
（
シ
ガ
ラ
ミ
）
を
設
け
る

　
が
、
こ
れ
は
斜
面
の
上
位
の
ハ
タ
の
耕
作
者
が
つ
く
る
慣
行
に
な
っ
て
い

　
る
。

　
以
上
は
主
と
し
て
、
部
落
が
主
体
に
な
り
、
直
接
各
家
に
土
地
が

配
分
さ
れ
る
場
合
の
配
分
法
で
あ
る
が
、
組
を
通
じ
て
の
配
分
の
場

合
に
は
、
区
域
を
定
め
て
、
　
「
ヒ
ミ
」
を
伐
り
、
火
入
れ
を
行
っ
た

あ
と
、
「
大
割
り
」
と
称
し
て
組
の
数
に
土
地
を
分
つ
。
こ
の
場
合
、

各
組
の
戸
…
数
に
応
じ
、
大
割
り
の
面
積
を
考
慮
し
て
お
く
の
で
あ
番

が
、
各
農
家
は
必
ず
し
も
、
特
定
の
組
の
土
地
を
無
条
件
に
配
分
さ

れ
る
の
で
は
な
い
。
各
戸
は
そ
の
土
地
条
件
や
自
家
と
の
距
離
そ
の

他
の
条
件
を
考
慮
し
て
希
望
の
組
に
随
意
割
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
結
果
、
特
定
の
組
に
希
望
が
集
っ
た
場
合
に
は
、
割
当
量
が
減

ず
る
の
で
さ
ら
に
他
の
組
へ
脱
退
す
る
も
の
が
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ

り
、
　
「
こ
の
間
土
地
条
件
と
各
自
の
意
向
や
姻
戚
関
係
な
ど
に
よ
っ

て
相
互
に
割
込
み
や
脱
退
が
く
り
返
さ
れ
、
幾
度
か
折
衝
を
重
ね
た

後
に
漸
く
決
定
を
み
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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か
か
る
複
雑
な
地
割
り
の
方
式
は
、
一
見
き
わ
め
て
不
合
理
な
慣

行
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
閉
鎖
さ
れ
た
小
さ
な
共
同
体
の
内
部
で
、

「
平
等
の
原
則
」
を
徹
底
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
複
雑
な
方
式
に
よ
る

地
割
り
の
慣
行
が
生
ず
る
可
能
性
が
存
す
る
の
で
あ
り
、
早
川
孝
太

郎
も
「
焼
割
に
対
す
る
斯
間
の
羅
合
ひ
は
、
伊
豆
の
三
宅
島
に
於
け

る
切
替
畑
地
割
り
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
ら
し
い
」
と
述
べ
、
複

雑
な
相
互
交
渉
を
伴
う
こ
の
よ
う
な
地
割
り
方
式
は
、
か
な
り
古
い

耕
地
配
分
の
形
式
を
伝
え
る
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
大
割
り
の
叢
誌
が
終
る
と
小
割
に
か
か
り
、
そ
の
後
通
常
に
よ

っ
．
て
各
戸
の
土
地
の
配
分
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　
以
上
が
黒
島
の
共
有
地
に
お
け
る
焼
畑
用
地
の
土
地
分
配
の
方
法

の
概
要
で
あ
る
。
と
に
か
く
「
均
質
平
等
の
原
則
」
が
徹
底
し
、
時

間
と
労
力
を
か
け
、
用
地
を
き
わ
め
て
複
雑
な
手
続
き
を
へ
て
、
い

ち
ぢ
る
し
く
細
分
化
し
た
上
、
抽
籔
に
よ
っ
て
焼
畑
用
地
の
配
分
が

実
施
さ
れ
る
点
に
、
そ
の
大
き
な
特
色
が
み
と
め
ら
れ
る
。
そ
の
結

果
、
黒
島
に
お
い
て
は
、
毎
年
各
戸
に
配
分
さ
れ
る
耕
地
の
裁
縫
は

三
〇
筆
ほ
ど
に
達
し
、
耕
作
期
間
四
年
と
す
る
と
各
農
家
の
経
営
耕

地
は
＝
一
〇
～
一
三
〇
筆
に
も
及
び
、
こ
の
各
戸
の
耕
地
は
相
互
に

著
し
く
分
散
・
交
冠
す
る
に
至
る
。
か
か
る
極
端
な
分
散
・
交
狂
熱

は
、
農
業
経
営
の
う
え
で
、
労
働
の
能
率
を
著
し
く
阻
害
す
る
こ
と

は
言
う
迄
も
な
い
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
か
か
る
「
地
堤
り
」
の

慣
行
が
存
続
し
つ
づ
け
た
理
由
に
は
、
黒
島
の
村
落
共
融
体
の
も
つ

経
済
的
基
盤
の
弱
さ
と
そ
れ
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
の
「
平
等
原

理
」
に
も
と
つ
く
強
い
共
同
体
的
規
制
の
存
在
に
注
目
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
陰
暦
九
月
末
か
ら
十
月
に
か
け
、
「
ハ
タ
ワ
ケ
」
、
「
ヒ

イ
レ
し
を
行
っ
た
こ
の
島
で
は
、
十
月
に
主
と
し
て
ハ
ダ
カ
ム
ギ
の

播
種
を
行
う
。
こ
の
初
年
の
作
付
を
「
ア
ラ
マ
キ
」
と
称
し
、
鍬
・

箆
な
ど
の
耕
鋤
呉
を
用
い
ず
、
火
入
れ
が
す
ん
だ
あ
と
の
灰
（
ア
ク
）

が
五
寸
以
上
も
つ
も
っ
た
上
に
種
子
を
散
播
す
る
。
そ
の
後
は
除
草
・

手
入
れ
な
ど
は
一
切
行
わ
ず
、
翌
春
に
こ
れ
を
収
穫
す
る
。
ム
ギ
を

主
作
物
と
す
る
黒
島
で
は
、
こ
の
よ
う
に
秋
に
は
じ
ま
り
翌
春
の
収

穫
を
へ
て
九
月
に
至
る
サ
イ
ク
ル
が
、
農
耕
期
閥
の
単
位
で
あ
り
、

硫
黄
島
・
竹
島
・
中
ノ
島
・
悪
石
島
な
ど
の
薩
爾
の
島
々
で
は
、
い

ず
れ
も
秋
を
農
耕
期
期
闇
の
は
じ
め
と
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
初
年
目
の
ム
ギ
を
収
穫
し
た
あ
と
の
焼
畑
耕
地
は
そ
の
ま
ま
夏
の

終
り
頃
ま
で
放
灘
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
耕
地
面
に
は
、
雑
草
や
竹
の

若
芽
が
籏
生
し
ブ
ッ
シ
ュ
が
形
成
さ
れ
る
た
め
、
二
年
囹
の
初
秋
に
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は
ナ
タ
や
鎌
を
用
い
て
こ
れ
を
ナ
ギ
払
う
（
ハ
タ
ケ
ナ
ギ
）
σ
そ
う
し

て
約
乎
日
間
ほ
ど
乾
燥
さ
せ
た
の
ち
、
ホ
サ
ケ
ヤ
キ
（
或
は
ハ
タ
ケ

ヤ
キ
）
と
称
し
て
、
伐
採
し
た
雑
草
類
を
焼
き
、
そ
の
後
手
鍬
（
テ

ソ
グ
ワ
）
を
用
い
て
耕
起
作
業
（
ヵ
ツ
ク
リ
或
は
カ
ツ
ク
リ
ウ
チ
）
を
行

う
が
、
こ
の
場
合
に
は
畝
立
を
も
行
う
と
い
う
が
詳
細
は
明
ら
か
で

は
な
い
。
第
二
年
目
の
秋
に
播
種
さ
れ
る
の
は
、
主
と
し
て
コ
ム
ギ

で
あ
り
、
翌
春
、
こ
れ
を
収
穫
し
た
の
ち
、
そ
の
夏
に
は
甘
藷
の
植

付
が
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
甘
藷
は
三
年
臼
の
春
ま
で
収
穫
を
つ

づ
け
、
さ
ら
に
三
年
園
の
春
か
ら
秋
ま
で
ア
ワ
或
は
陸
稲
の
栽
培
が

行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
暦
年
で
は
四
年
、
．
島
の
農
耕
暦
で
は
三
年
間
に
四
作
を
行

う
こ
の
経
営
方
式
が
、
黒
島
で
は
も
っ
と
も
テ
ィ
ピ
カ
ル
な
も
の
で

あ
り
、
こ
の
期
間
を
島
で
は
「
ア
ラ
ジ
」
と
よ
び
、
そ
れ
以
後
の

「
フ
ル
ハ
タ
ケ
」
或
は
「
フ
ル
ヂ
」
と
区
別
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

条
件
に
よ
っ
て
は
フ
ル
削
掛
ケ
で
も
、
耕
作
が
継
続
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
甘
藷
ま
た
は
大
小
豆
が
栽
培
さ
れ
る
と
い
う

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
な
お
、
黒
島
で
は
、
耕
地
が
各
戸
に
配
分
さ
れ
た
の
ち
の
農
業
経

営
の
一
切
は
女
性
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
面
に
イ
モ
栽
培
を
中
心
と
す
る
根
栽
農
耕
文
化
の
特
色
と
連
る
経

営
方
式
の
特
微
を
留
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
主
と
し
て
早
川
孝
太
郎
の
調
査
結
果
に
よ
り
黒
島
の
焼
畑
経

営
の
特
色
に
つ
い
て
略
述
し
た
が
、
昭
和
初
年
頃
ま
で
は
、
き
わ
め

て
特
異
な
地
割
制
を
伴
い
、
ム
ギ
、
イ
モ
類
を
主
作
物
と
し
て
栽
培

す
る
焼
畑
の
経
営
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
沖
縄
本
島
北
部
の

村
々
で
は
現
在
も
な
お
こ
の
種
の
地
割
制
度
が
焼
畑
用
地
の
配
分
の

際
に
行
わ
れ
て
い
る
実
例
が
あ
り
、
ま
た
典
型
的
な
《
根
栽
型
》
の

焼
畑
が
営
ま
れ
て
い
る
。
次
に
そ
の
実
態
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
⇒
　
沖
縄
本
島
北
部
の
焼
畑
経
営
と
そ
の
用
地
の
割
長

　
（
　
沖
縄
本
島
最
北
部
に
位
置
す
る
国
頭
村
地
域
で
は
、
「
ア
キ
ケ
ー

バ
ル
」
或
は
「
ア
ラ
ジ
バ
ル
」
と
よ
ば
れ
る
焼
畑
が
、
部
落
の
共
有

地
（
字
有
地
）
の
原
野
（
ア
ラ
ジ
）
で
営
ま
れ
、
甘
藷
を
主
作
物
と
す

る
《
根
擬
勢
》
の
作
物
輪
作
形
態
が
み
ら
れ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
こ

で
も
黒
島
の
場
合
と
同
様
の
焼
畑
用
地
の
地
割
制
度
が
み
と
め
ら
れ
、

ま
た
、
猪
垣
の
共
同
構
築
が
今
日
で
も
実
施
さ
れ
、
そ
の
焼
畑
の
経

営
に
は
き
わ
め
て
強
い
共
同
体
的
規
制
が
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
一
九
六
二
年
に
筆
者
が
調
査
し
た
国
頭
村
辺
野
喜
部
落
の
事
例
を

中
心
に
以
下
、
こ
の
よ
う
な
共
同
体
的
規
制
の
強
い
《
根
笹
型
》
の
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焼
畑
の
経
営
形
態
に
つ
き
若
干
の
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

　
辺
野
喜
部
落
は
、
関
頭
村
の
繭
北
都
に
位
聴
す
る
集
落
で
、
人
口
六
五
三

　
人
、
戸
数
一
二
〇
戸
（
一
九
六
ご
年
）
、
兼
業
農
家
を
含
め
、
部
落
の
全
戸

　
が
農
業
を
営
む
集
落
で
あ
る
。
部
落
域
の
大
部
分
は
、
沖
縄
本
島
北
部
に

　
広
く
分
布
し
、
海
岸
に
ま
で
達
す
る
古
生
層
の
粘
板
岩
・
砂
岩
か
ら
成
る

　
山
地
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
水
田
は
辺
野
喜
川
（
爾
土
遊
南

　
麓
に
発
す
る
小
河
州
）
の
狭
小
な
氾
濫
原
に
僅
か
（
一
戸
当
り
約
○
・
閥
六
反
）

　
み
ら
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
部
落
民
の
生
活
は
、
由
地
の
下
位
斜
面
に
堆
積
す

　第41表　匡i頭村・辺野喜の農地と経演：

A栽培f噺1196、）　～

辺　　野 喜 鼠　　頭 村
作　　物

栽培戸数 栽培面積 栽培戸数 栽培面積

水　　　稲 120戸 593反 　　…　畠P621戸 4，412．0反

甘　　　藷 120 101．0 1683 3．0509

甘　　　簾 33 8．85 749 L452．7

パイナップル 120 3，164．6 585 4．9563

ミ　カ　ソ 120 600．0 209 962．0

ノミ　ナ　ナ 115 480．0 288 1，866．1

茶 30 3．0 200 112．6

園芸作物 120 5．8 695 128．0

そ　の　他 一　｝ 一
147 20．7

積

】3士血髭し弱孝成

地 目　面

　　55．0反

　166．5

　151．0

3，164．6＊

水　　陥

　畑
原野で常
時耕作せ
るもの

1！淋閉墾

る
所
謂
国
頭
礫
層
上
に
営
ま
れ
る
常
畑
（
一
戸
当
り
約
一
・
四
反
）
と
山
地

斜
面
を
開
墾
し
た
畑
地
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
同
部
落
の
耕
地
及
び

作
物
栽
培
状
況
並
び
に
主
要
収
入
源
は
第
四
一
蓑
の
如
く
で
、
最
近
で
は
、

山
地
斜
面
の
開
墾
地
に
お
け
る
パ
イ
ナ
ヅ
プ
ル
と
ミ
カ
ン
・
バ
ナ
ナ
な
ど

の
果
樹
栽
培
が
盛
ん
に
な
り
、
部
落
の
経
済
は
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
に
大
き
く

依
存
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
商
品
作
物
の
栽
培
が
盛
ん
に
な
っ

た
の
は
、
一
九
五
五
年
頃
以
降
の
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
は
、
水
田
・

常
時
の
乏
し
い
こ
の
部
落
で
は
、
山
地
斜
面
、
と
く
に
共
有
地
（
ア
ラ
ジ
）

　
　
　
　
に
お
い
て
鴬
ま
れ
る
焼
畑
が
重
要
な
生
産
の
場
で
あ
り
、
そ
こ

プ
　
。

＊主としてパイナッ

　ルを栽培している

C年間収入（1961）

陶磁匡畷村
工5，485臓

3e，498　S

38，818　＄

13，720　＄

12，422　＄

開口
　
　
［

20

米阪売
甘　　簾
パイナップル

園芸作物
茶，その他

7，934　S
，，4　＄1

産水

　
で
栽
培
さ
れ
る
甘
藷
と
ア
ワ
類
の
も
つ
機
能
が
き
わ
め
て
大
．
き

か
つ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　
D
焼
畑
耕
地
の
配
分
　
辺
野
喜
部
落
の
背
後
の
山
地
斜
面

　
（一
帯
に
は
、
部
落
の
共
有
地
を
な
す
原
野
（
ア
ラ
ジ
）
が

拡
っ
て
い
る
。
こ
の
共
有
地
の
原
野
は
、
ダ
ツ
ン
、
ガ
リ

マ
ー
フ
ァ
ル
、
ヤ
ッ
カ
イ
マ
ガ
イ
バ
ル
、
ナ
ソ
ガ
フ
ァ
ル
、

キ
ナ
バ
ル
及
び
ア
ニ
ソ
ド
ウ
フ
ァ
ル
な
ど
の
小
字
に
亘
っ

て
分
布
す
る
が
、
焼
畑
（
ア
キ
ケ
ー
バ
ル
）
の
地
割
は
、
ま

ず
前
年
の
秋
に
、
翌
年
ど
こ
の
小
字
を
開
墾
す
る
か
を
決

定
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ら
れ
る
。
か
つ
て
は
部
落
の
全

戸
が
焼
畑
の
地
割
に
参
加
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
一
二
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○
戸
の
農
家
の
う
ち
、
希
望
す
る
も
の
約
九
〇
戸
（
一
九
六
二
年
の
例

で
は
八
七
戸
）
が
、
そ
れ
に
参
加
し
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
開
墾

の
場
所
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
は
慣
行
的
に
焼
畑
用
地
の
利

吊
の
順
序
は
決
っ
て
い
る
の
で
、
特
鋼
の
事
情
の
な
い
限
り
、
翌
年

の
開
墾
地
は
ほ
ぼ
機
械
的
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
う
し
て
開
墾
の
場
所
が
決
ま
る
と
、
「
そ
の
年
の
旧
暦
十
二
月
二

十
日
頃
に
、
ア
キ
ケ
ー
バ
ル
の
耕
作
を
行
う
も
の
全
員
が
現
地
に
集

ま
り
、
そ
こ
で
実
際
に
焼
畑
用
地
の
区
分
を
行
い
、
ク
ジ
ビ
キ
に
よ

っ
て
そ
の
耕
地
の
配
分
を
行
う
。
r
こ
れ
を
畑
分
け
（
フ
ァ
ル
ワ
キ
ー
）
、

と
称
し
て
い
る
が
、
一
九
六
二
年
の
例
で
は
、
地
割
・
捻
分
け
を
行

っ
た
場
所
は
、
ヤ
ッ
カ
マ
ガ
イ
バ
ル
で
、
日
時
は
新
暦
一
月
二
十
六

日
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
さ
て
、
こ
の
地
割
と
畑
分
け
（
フ
ァ
ル
ワ
キ
ー
）
の
仕
方
は
、
ま
ず

「
一
番
分
け
」
「
二
番
分
け
」
「
三
番
分
け
」
と
い
う
三
種
類
の
大

割
り
を
行
い
、
さ
ら
に
大
割
り
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
を
、
配
分

希
望
者
の
数
（
一
九
六
二
年
の
例
で
は
八
七
）
に
細
分
し
、
こ
れ
を
ク

ジ
ビ
キ
で
各
戸
に
配
分
す
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
「
一
番
分
け
」
は
山
地
斜
面
の
比
較
的
肥
沃
な
場
所
、

（
ド
ー
チ
或
は
ク
エ
ー
ジ
）
に
つ
く
ら
れ
る
地
割
り
で
あ
る
。
そ
の
配

分
を
行
う
た
め
に
は
、
地
割
り
を
行
う
日
の
早
朝
か
ら
部
落
の
若
者

（
ニ
セ
！
）
が
全
員
で
山
に
登
り
、
縄
（
チ
ナ
）
を
も
っ
て
土
地
の
計

測
を
行
い
、
ま
ず
土
地
の
区
醐
を
定
め
る
。
　
「
一
番
分
け
」
の
土
地

区
画
の
仕
方
は
、
横
割
り
（
ウ
ス
ギ
リ
）
で
、
こ
れ
は
斜
面
の
傾
斜

方
向
に
対
し
直
角
に
約
一
〇
尋
（
フ
）
の
巾
を
と
り
、
斜
面
に
沿
っ

て
三
重
の
長
さ
を
限
っ
た
一
区
画
を
標
準
単
位
と
し
て
土
地
区
画
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
斜
面
の
途
中
に
崖
（
フ
ァ
ン
タ
）
な
ど
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
六
夢
の
標
準
を
変
更
（
「
フ
」
を
伸
ば
す
）
す
る
こ
と
が
あ
り
、

ま
た
、
斜
面
に
肥
沃
度
の
劣
る
場
所
が
拡
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ

の
場
所
を
「
一
番
分
け
」
か
ら
除
外
し
て
「
二
番
分
け
」
の
用
地
と

し
て
留
保
し
て
お
く
。
こ
う
し
て
、
ほ
ぼ
同
じ
肥
沃
度
を
も
つ
「
一

番
分
け
」
の
耕
地
区
画
を
「
畑
分
け
」
に
参
加
す
る
戸
数
（
一
九
六

二
年
の
例
で
は
八
七
）
の
…
数
だ
け
用
意
し
て
お
く
わ
け
で
あ
る
が
、
区

画
さ
れ
た
各
耕
地
の
境
界
（
ウ
ー
ザ
ケ
）
の
部
分
は
、
草
を
薙
ぎ
刈

っ
て
お
き
、
目
印
の
杭
を
立
て
、
そ
れ
に
印
を
つ
け
て
お
く
。
こ
の

よ
う
に
し
て
準
備
が
整
う
と
、
畑
分
け
に
参
加
す
る
各
戸
の
代
表
者

全
議
員
が
、
斜
面
の
中
の
平
準
な
場
所
（
ソ
…
）
に
焦
劣
よ
り
、
ク
バ
ガ

サ
（
管
笠
に
似
た
も
の
）
の
中
に
入
れ
た
ク
ジ
を
順
番
に
ひ
き
、
こ
れ
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，

に
よ
っ
て
、
各
戸
の
耕
地
の
配
分
が
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
二
番
分
け
」
「
三
番
分
け
」
は
、
「
一
番
分
け
」
に
較
べ
、
肥
沃

度
の
一
層
劣
る
ア
ラ
ジ
の
部
分
に
実
施
さ
れ
る
地
割
で
あ
る
。
コ

番
分
け
」
が
ウ
ス
ギ
リ
と
称
す
る
横
割
り
の
土
地
区
画
を
つ
く
る
の

に
対
し
、
「
二
番
分
け
」
で
は
縦
割
（
ナ
ガ
ウ
イ
）
の
区
画
が
つ
く
ら

れ
る
。
こ
れ
は
斜
面
の
下
端
を
一
定
の
巾
（
標
準
は
五
彩
）
で
限
り
、

そ
の
巾
で
斜
面
の
上
方
に
向
っ
て
は
、
ど
こ
ま
で
耕
作
し
て
も
よ
い

慣
行
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
ウ
ス
ギ
リ
」
と
「
ナ
ガ
ウ
イ
」
と
い

う
地
割
方
法
の
相
違
を
除
け
ば
、
「
二
番
分
け
」
・
「
三
番
分
け
」
と

「
一
番
分
け
」
の
畑
分
け
の
方
法
は
全
く
同
じ
で
、
各
農
家
は
心
象

の
ク
ジ
引
き
に
よ
っ
て
、
部
落
の
共
有
地
内
の
三
ケ
所
に
毎
年
必
ず

焼
畑
耕
地
を
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
一
九
六
二
年
の
調
査
時
点
に
お
い
て
は
、
「
三
番
分
け
」

は
実
施
さ
れ
ず
、
ま
た
ク
ジ
引
き
後
に
余
っ
た
余
分
の
焼
畑
用
地
は
、

希
望
者
に
追
加
配
分
さ
れ
る
な
ど
、
現
実
に
行
わ
れ
る
畑
分
け
の
姿

は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
か
ら
か
な
り
変
化
し
た
も
の
に
な
っ
て
い

る
。　

以
上
が
辺
野
喜
部
落
に
お
け
る
焼
畑
用
地
の
共
同
体
の
メ
ン
バ
ー

へ
分
配
分
法
の
概
要
で
あ
る
が
、
耕
地
の
肥
沃
度
に
従
っ
て
大
足
を

行
い
、
さ
ら
に
そ
れ
を
ク
ジ
引
き
に
よ
っ
て
各
農
家
に
配
分
す
る
こ

の
地
割
制
度
は
、
最
近
ま
で
沖
縄
本
島
北
部
の
他
の
諸
村
落
で
も
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
畑
分
け

の
結
果
は
、
こ
こ
で
各
戸
の
経
営
耕
地
が
部
落
の
共
有
地
内
に
著
し

く
分
散
・
交
錯
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
事
実
が
、
後
述
の
知
く
、

火
入
れ
作
業
に
お
け
る
協
同
労
働
や
猪
壇
構
築
の
共
同
作
業
な
ど
の

共
同
体
的
規
制
を
生
み
出
す
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注

臼
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
幻
焼
畑
の
経
営
方
式
と
そ
の
特
色
　
旧
暦
十
二
月
二
十
日
す
ぎ
に
行
わ

れ
る
フ
ァ
ル
ワ
キ
i
（
畑
分
け
）
の
の
ち
、
し
ば
ら
く
す
る
と
新
年

が
訪
れ
る
。
そ
う
し
て
正
月
行
事
が
一
通
り
終
っ
た
旧
暦
一
月
八
日

（
ハ
チ
パ
ル
）
に
、
村
人
た
ち
は
は
じ
め
て
焼
畑
耕
地
（
ア
ラ
キ
フ
ァ

ル
）
へ
行
く
。
こ
の
日
か
ら
刈
り
払
い
・
地
持
え
の
作
業
が
は
じ
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
地
域
で
は
、
焼
畑
の
刈
り
払
い
・
地
事
え
作
業
の
こ
と
を
ハ

ル
フ
ァ
レ
ー
（
畑
払
い
）
或
は
ハ
ル
ア
キ
ー
（
畑
穿
け
）
と
よ
ぶ
。
こ

れ
に
は
各
農
家
の
男
女
が
、
大
型
の
鎌
（
両
刃
の
ア
ラ
ガ
マ
と
片
刃
で

柄
の
長
い
オ
ー
ガ
マ
が
あ
る
）
や
草
刈
鎌
（
ハ
タ
フ
ァ
ー
ガ
マ
）
を
た
ず

さ
え
て
行
き
、
原
野
の
灌
木
や
草
を
刈
払
う
作
業
（
ハ
ル
ア
キ
…
）
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と
さ
ら
に
そ
の
あ
と
を
鍬
（
中
型
の
フ
ァ
ー
グ
エ
と
や
や
小
型
の
イ
シ
グ

ェ
）
で
荒
起
し
す
る
作
業
が
含
め
ら
れ
る
。
こ
の
刈
払
い
・
耕
起
作

業
は
辺
野
喜
部
落
で
は
ほ
と
ん
ど
同
時
に
行
わ
れ
る
と
い
う
が
、
両

老
の
技
術
的
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
調
査
上
の
不
備
も
あ
り
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
⑧

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
耕
起
作
業
を
行
う
の
は
い
う
迄
も

な
く
男
で
あ
り
、
そ
の
方
法
は
斜
面
を
横
に
（
傾
斜
方
向
に
対
し
直
角

の
方
向
に
）
動
き
な
が
ら
鍬
を
使
っ
て
耕
作
を
行
い
、
少
し
つ
つ
斜

面
を
昇
っ
て
行
く
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
通
常
こ
れ
ら
の

刈
払
い
・
耕
起
作
業
は
、
共
同
労
働
（
イ
イ
マ
ワ
ル
ー
）
で
は
行
わ
ず
、

家
族
労
働
（
ヤ
ニ
ン
ジ
ョ
ゥ
）
で
行
う
。
こ
の
た
め
、
各
農
家
の
労
働

条
件
に
よ
っ
て
そ
の
作
業
の
完
了
に
遅
速
が
あ
り
、
部
落
全
体
と
し

て
は
、
刈
払
い
・
耕
起
作
業
が
は
じ
め
ら
れ
て
か
ら
、
そ
れ
が
全
て

終
る
ま
で
は
約
一
ケ
月
以
上
の
期
問
を
要
す
る
。

　
二
月
中
旬
～
下
旬
に
焼
畑
の
地
持
え
作
業
が
終
り
、
し
ば
ら
く
乾

燥
の
た
め
の
期
間
を
お
い
た
の
ち
、
辺
野
喜
部
落
で
は
、
三
月
中
旬

頃
に
一
斉
に
火
入
れ
（
ハ
ル
・
モ
ー
シ
）
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
方
法
は
、

焼
畑
耕
地
の
上
縁
や
側
方
に
、
ま
ず
巾
一
・
五
典
程
度
の
防
火
線

（
ス
イ
ン
ク
ム
）
が
っ
く
ら
れ
、
斜
面
の
上
部
か
ら
点
火
し
て
ゆ
く
。

一
般
に
こ
の
ハ
ル
・
モ
ー
シ
の
際
に
は
近
隣
の
者
同
志
が
協
同
で
行

第4図　二種類のフィーラ
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騎
　
負っ
た
り
、
親
族
集
団
を
単
位
と
す
る
「
イ
イ
マ
ワ
ル
」
が
実
施
さ
れ

る
な
ど
、
協
同
労
働
に
よ
っ
て
火
入
れ
が
行
わ
れ
る
場
合
が
多
い
。

耕
地
の
言
替
制
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
戸
の
焼
畑
耕
地
が
、

共
有
地
内
に
著
し
く
分
散
・
交
錯
す
る
こ
と
が
、
焼
畑
の
火
入
れ
作
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業
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
協
同
労
働
の
慣
行
を
生
み
出
す
重
要
な

要
因
を
な
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
た
よ
う
な
作
業
過
程
を
へ
て
造
成
さ
れ
た
焼
畑
に
お

け
る
植
付
の
作
業
は
、
旧
四
月
に
な
り
ウ
リ
ー
（
雨
を
う
け
た
）
の

後
に
は
じ
め
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
畝
立
て
は
行
わ
ず
、
男
が
先

に
立
っ
て
整
地
し
た
あ
と
か
ら
、
女
が
甘
藷
（
ウ
ム
）
の
イ
モ
ヅ
ル

（
ヵ
ン
ナ
バ
）
を
植
え
て
ゆ
く
。
こ
の
イ
モ
ウ
エ
　
（
ヵ
ン
ナ
バ
ゥ
イ
）

は
、
旧
五
月
の
末
羅
ま
で
つ
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
の
イ
モ
植
え

の
際
に
、
女
が
用
う
る
農
具
（
収
穫
に
も
購
う
る
）
は
、
「
フ
ィ
ー
ラ
」

と
よ
ば
れ
る
小
型
の
土
掘
ベ
ラ
で
あ
る
。
現
在
、
辺
野
喜
部
落
で
用

い
ら
れ
る
フ
ィ
ー
ラ
は
、
第
四
図
に
示
し
た
よ
う
な
鋭
角
に
屈
曲
し

た
木
の
柄
の
先
端
に
鉄
の
刃
先
き
を
つ
け
た
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
な
も
の
、

或
は
さ
ら
に
器
形
の
進
化
し
た
コ
テ
状
の
も
の
な
ど
が
あ
る
が
、
古

く
は
鉄
の
刃
先
が
な
く
全
体
が
屈
曲
し
た
カ
シ
の
木
の
先
を
尖
ら
せ

た
も
の
を
使
用
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
種
の
フ
ィ
ー
ラ
は
ヘ
ラ
と

い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
屈
曲
し
た
掘
棒
の
一
種
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
ほ
か
イ
モ
の
収
穫
の
際
に
は
、
　
「
ア
サ
ン
ジ
ャ
ニ
」
と
称

す
る
木
の
柄
の
つ
い
た
鉄
製
の
掘
棒
が
（
第
五
図
）
、
こ
の
地
域
で
は

用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ア
サ
ン
ジ
ャ
ニ
も
、
古
く
は
単
純
な
木

製
の
棒
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
文
部
省
の
　
『
資
料
館
所
蔵
民
族
資
料
図
版
目
録
第
一
巻
』
　
（
一
九

六
七
）
に
よ
る
と
、
こ
の
種
の
フ
ィ
ー
ラ
や
ア
サ
ン
ジ
ャ
ニ
と
同
型

の
掘
棒
型
の
農
具
は
、
八
重
山
群
島
か
ら
沖
縄
本
島
を
経
て
薩
長
腎

　写真12　ウム　（甘藷）のサグリ掘り

女が右手に持つのがフ1一ラ，負籠はシル

　　　　（1962年辺野喜部落）
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穫
を
「
ア
ラ
ブ
イ
」
と
よ
び
、
以
後
第
二
回
目
の
「
マ
タ
ブ
イ
」

（
旧
十
一
月
～
翌
年
の
一
月
目
、
第
三
回
臼
の
「
ミ
ケ
ブ
イ
」
　
（
旧
二
月

～
旧
四
月
）
と
掘
り
す
す
み
、
旧
五
月
か
ら
七
月
末
に
か
け
て
第
四

回
目
の
収
穫
（
ユ
ケ
ブ
イ
）
を
行
い
、
ヤ
島
地
（
フ
ァ
ギ
）
で
は
こ
の

島
に
広
く
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
掘
棒
型
の
農

具
は
、
い
ず
れ
も
イ
モ
の
栽
植
・
収
穫
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

イ
モ
栽
培
と
直
接
結
び
つ
く
特
有
の
農
具
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
種
の
農
具
が
南
西
諸
島
一
帯
に
分
布
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、

こ
の
地
域
襲
、
焼
畑
1
1
芋
栽
培
1
1
幽
魂
と
い
う
諸
要
素
の
複
合
に
よ

っ
て
特
微
ず
け
ら
れ
る
《
根
栽
型
》
の
農
耕
文
化
が
古
く
か
ら
存
在

し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
雨
季
に
イ
モ
（
首
藷
）
の
植
付
を
行
っ
た
の
ち
、
辺

野
喜
部
落
に
お
け
る
焼
畑
で
は
、
施
肥
・
除
草
な
ど
の
農
作
業
は
一

切
行
わ
れ
な
い
が
、
旧
七
月
の
盆
行
事
の
終
っ
た
頃
に
は
、
早
く
植

付
け
た
イ
モ
の
一
部
が
成
熟
し
て
く
る
の
で
収
穫
が
は
じ
め
ら
れ
る
。

収
穫
の
方
法
は
、
イ
モ
ヅ
ル
を
抜
き
取
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

き
、
成
熟
し
た
イ
モ
だ
け
を
ア
サ
ソ
ジ
ャ
ニ
や
フ
ィ
ー
ラ
を
用
い
て

掘
り
取
る
「
サ
グ
リ
ボ
リ
」
の
方
法
で
行
わ
れ
る
（
写
真
1
2
参
照
）
。

旧
七
月
の
下
旬
か
ら
一
〇
月
下
旬
頃
ま
で
に
行
わ
れ
る
第
一
回
の
収

と
き
イ
モ
ヅ
ル
の
す
べ
て
を
抜
取
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
　
「
一
番

分
け
」
な
ど
に
該
冷
す
る
肥
沃
な
焼
畑
耕
地
で
は
、
さ
ら
に
ユ
ケ
ブ

イ
後
も
イ
モ
ヅ
ル
を
残
し
、
第
二
年
目
の
八
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の

間
に
、
第
五
園
目
の
収
穫
を
行
い
な
が
ら
イ
モ
ヅ
ル
を
抜
き
と
る
の

第42表　焼畑の収量 第43表　焼畑経営の所要労働量

収穫期

アラブイ

マタブイ

ミク’ブイ

ユケブイ

醸灘蹴
5籠　＊

6’v7　＊＊

　1

　1

500

700

100

100

計i・3一・・｛（140e370貫）

抽出調査例

刈払・耕趨

植　　付

収　　穫

抜きとB

2人×3～4日＊

2人×1日＊＊

午前中に1籠

女1人半B

反当投下労
働量（推定）

20～29人

7一一10

30N35＊＊＊

　1

計
1　ssN7s

＊1籠に入れた甘諮の璽量は約20g
　として算定た。
＊＊通常年には約7籠の収穫がある。

　調査年に限り耕地に散在するソ
　テツの下の部分のイモが腐った

　ので6籠となった。

＊祖父と主人の妻の2人で刈払いを
行ったが，その労働力は成年男子

　の労働力の％弱と推定した。

ee＊虫人とその妻

＊＊＊年閥70籠を収穫するとし，女

　　1人の1日の収穫能力を2～
　　2．5籠と推定。

〔抽出調査した焼畑無地の概況〕

面程｛：31m×9m　＝2．79a

　　但し，耕地の全面に亘り，2～3m闘隔にかなり大きな蘇鉄が自生して
　　いるので，実際に耕地として使用しうる面稜は，耕地の％強に当る約
”””’t

@2a程度と考えた。
平均傾斜：約30～35。。

肥沃度：アラジの「一番分け」に当る比較酌肥沃な焼畑。

　所有関係：共有地に属すものではなく，耕作者の私有地に造成した焼畑。
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で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
辺
野
喜
部
落
で
現
在
行
わ
れ
て
い
る
焼
畑
は
、
旧
暦
の

正
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
刈
払
い
・
地
持
え
を
行
い
、
三
月
に
火
入

れ
、
四
月
～
五
月
に
甘
藷
の
植
付
を
行
っ
た
の
ち
、
七
月
下
旬
か
ら

収
穫
を
は
じ
め
、
翌
年
の
八
月
～
十
二
月
頃
ま
で
の
問
、
イ
モ
（
暫

藷
）
の
収
穫
を
間
断
な
く
つ
づ
け
る
点
に
特
色
が
み
ら
れ
る
。
し
か

も
こ
の
間
、
植
付
以
後
の
焼
畑
の
管
理
や
収
穫
に
当
る
の
は
、
す
べ

て
女
で
あ
り
、
男
は
畑
分
け
・
地
持
え
以
後
は
、
全
く
焼
畑
の
農
作

業
に
タ
ヅ
チ
し
な
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
種
の
焼
畑
の
収
量
や
経
営
に
要
す
る
労
働
量
に
つ
い
て
は
、

　　

@　

@
　
鰍
釜
錨
　
鰯
認

第44表 常畑における甘藷栽培

　一労働鼠と反収一

国。劃鹿児副広島

1．0人

置．s

2．O

e．s

4．e

8．0人1 12．4人

500貫

300

200

13．0入

3．0

4．0

3．e

12．5

35．5人

1，100貫

　430

　210

地
点
苗
草
穫

　
　
　
，
除

　
　
　
吸

　
　
　
彩

整
脈
挿
見
収

計

反
当
労
働
量

畑
畑
畑

上
中
丁

台湾の焼畑の甘藷平均反照＊ 140貫

反
当
収
量

農林省農務局編r雑穀・豆類・甘藷馬鈴薯耕
種要綱』　（昭12）による。

＊印のみは台湾総督麻蕃課『高砂調査書』　（昭

　8）による。

詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
辺
野
喜
部
落
で
抽
出
調
査
し
た
焼
畑
の
一

例
に
よ
る
と
、
前
表
の
如
き
結
果
が
え
ら
れ
る
。

　
第
四
三
表
に
示
さ
れ
た
こ
の
種
の
焼
畑
に
投
下
さ
れ
る
労
働
星
に
．

つ
い
て
は
、
地
云
え
・
植
付
・
収
穫
に
き
わ
め
て
大
き
な
労
働
力
が

投
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
わ
ず
か
一
つ
の
調
査
例
か

ら
類
推
し
た
反
当
り
の
労
働
投
下
量
の
数
値
に
つ
い
て
は
、
そ
の
絶

対
値
に
は
余
り
大
き
な
信
頼
を
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
雑
穀
栽

培
を
中
心
と
し
た
内
地
の
他
の
地
域
の
事
例
と
比
較
し
、
そ
の
経
営

に
投
下
さ
れ
る
労
働
量
が
著
し
く
大
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
。

　
も
と
も
と
沖
縄
で
の
甘
藷
の
栽
培
は
、
第
四
四
表
に
よ
っ
て
も
わ

か
る
よ
う
に
、
常
畑
に
お
け
る
場
合
を
み
て
も
、
内
地
の
そ
れ
よ
り

は
、
は
る
か
に
労
働
集
約
的
な
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

沖
縄
本
島
北
部
の
焼
畑
に
お
け
る
イ
モ
栽
培
が
労
働
集
約
的
な
特
微

を
強
く
示
す
の
も
、
こ
う
し
た
沖
縄
に
お
け
る
集
約
的
な
イ
モ
栽
培

の
伝
統
と
か
か
わ
り
合
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
と
く
に
さ
き
に
あ
げ
た
例
に
よ
る
と
、
　
「
刈
払
い
・
耕
起
」

と
い
う
地
栴
え
作
業
に
反
当
り
二
〇
人
～
二
九
人
と
い
う
大
き
な
労

働
力
を
投
下
し
て
い
る
の
は
、
原
野
を
開
墾
・
耕
作
し
、
一
時
的
で
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わが國の焼畑経営方式の地域的類型的（佐々木）

は
あ
る
が
、
そ
れ
を
千
畑
的
に
利
用
し
、
か
な
り
集
約
的
な
農
業
経

営
を
行
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
原
野
を
開
墾
し
て
造
成

し
た
こ
の
種
の
焼
畑
の
収
量
が
、
反
当
り
約
三
七
〇
貫
と
日
本
内
地

の
中
位
の
常
畑
の
収
量
に
対
比
し
う
る
高
い
収
穫
高
を
あ
げ
て
い
る

こ
と
と
よ
く
対
応
で
き
る
事
実
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
そ
の
収
穫
の
労
働
量
に
つ
い
て
も
反
当
り
三
〇
～
三
五
人

と
い
う
大
き
な
値
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
既
述
の
普
く
、
　
「
サ

グ
リ
ボ
リ
」
の
方
法
に
よ
り
一
ケ
年
半
に
亘
っ
て
、
そ
の
収
穫
が
持

続
さ
れ
る
た
め
で
あ
り
、
一
回
の
収
穫
に
つ
い
て
の
労
働
箪
は
、
ほ

ぼ
第
四
四
表
に
示
し
た
常
畑
の
そ
れ
と
変
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

む
し
ろ
、
こ
の
種
の
焼
畑
で
は
、
二
～
三
日
に
一
回
背
負
渇
く
シ
ル
）

に
き
れ
い
に
積
重
ね
て
一
杯
分
（
約
二
〇
キ
・
ほ
ど
）
程
度
の
甘
藷
を

収
穫
す
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
も
っ
と
も
収
量
の
多
い
マ
タ
ブ
イ
の

時
期
に
は
、
こ
の
シ
ル
一
杯
の
甘
藷
の
収
穫
は
午
前
中
で
そ
の
作
業

を
終
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
ミ
ケ
ブ
イ
以
後
は
イ
モ
が
少
な
く

な
る
た
め
、
収
穫
の
能
率
は
半
分
以
下
に
減
退
す
る
と
い
わ
れ
て
お

り
、
実
際
の
収
穫
に
要
す
る
労
働
量
は
、
さ
き
の
第
四
三
表
に
示
し

た
数
値
よ
り
さ
ら
に
大
き
く
な
る
可
能
性
す
ら
あ
る
。

　
ま
た
、
そ
の
収
量
に
つ
い
て
は
、
こ
の
「
一
番
分
け
」
に
相
当
す

る
と
い
う
比
較
的
肥
沃
な
焼
畑
の
例
で
は
、
さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う

に
、
ア
ラ
ブ
イ
か
ら
ユ
ケ
ブ
イ
に
至
る
約
一
年
半
の
間
に
、
反
当
七

〇
籠
程
度
、
重
量
に
換
算
し
て
一
四
〇
〇
キ
ロ
（
約
三
七
〇
貫
）
ほ

ど
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
第
四
三
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
抽

出
調
査
し
た
焼
畑
の
例
で
は
、
収
穫
の
大
部
分
は
ア
ラ
ブ
イ
と
マ
タ

ブ
イ
の
時
季
に
集
中
し
、
こ
と
に
十
一
月
か
ら
一
月
頃
に
至
る
マ
タ

ブ
イ
の
時
黍
に
は
、
全
収
量
の
約
％
が
収
穫
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
種

の
《
根
栽
型
》
の
焼
畑
で
は
、
年
中
収
穫
を
つ
づ
け
る
こ
と
が
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
農
業
経
営
上
の
特
色
の
｝
つ
と
な
っ
て
い
る
が
、
や
は
り
植
付
後

八
～
九
ヶ
月
を
経
た
マ
タ
ブ
イ
の
時
季
に
自
ず
か
ら
収
穫
の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
た
だ
し
、

計
測
・
調
査
を
行
っ
た
焼
畑
は
集
落
に
比
較
的
近
接
し
た
肥
沃
な
焼

畑
耕
地
で
あ
り
、
収
穫
適
業
の
マ
タ
ブ
イ
の
時
季
に
集
中
的
に
イ
モ

の
掘
起
し
を
行
う
傾
向
が
強
い
。
し
た
が
っ
て
、
全
体
と
し
て
は
こ

の
例
の
如
く
、
季
節
的
に
極
端
な
収
量
の
差
を
生
み
出
す
こ
と
は
少

な
く
、
年
中
間
断
な
く
必
要
に
応
じ
て
イ
モ
の
収
穫
が
得
ら
れ
る
よ

う
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
付
言
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
沖
縄
本
島
北
部
で
営
ま
れ
て
い
る
焼

畑
に
は
、
主
と
し
て
女
が
掘
棒
を
用
い
て
イ
モ
の
収
穫
を
行
い
、
成
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熟
期
以
後
は
、
年
中
間
断
な
く
収
穫
を
つ
づ
け
う
る
と
い
う
《
根
轡

型
》
農
業
の
特
徴
が
明
確
に
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
経
営
は
一
般
に

労
働
集
約
的
な
特
色
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
焼
畑
用
地
の
分
配
に

つ
い
て
は
、
部
落
－
村
落
共
同
体
の
共
有
地
を
細
片
に
分
ち
、
ク
ジ

引
き
に
よ
る
き
わ
め
て
平
等
な
「
畑
分
け
」
の
方
法
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
割
制
の
施
行
に
伴
い
、
各
農
家
の
耕
地
は
、

共
有
地
内
に
極
端
に
分
散
・
交
錯
す
る
た
め
、
焼
畑
の
火
入
れ
な
ど

も
共
同
労
働
の
形
態
を
と
っ
て
行
う
慣
行
が
今
日
ま
で
よ
く
保
持
さ

れ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
意
味
で
右
に
述
べ
た
沖
縄
本
島
北
部
の
焼
畑
農
業
経

営
に
は
、
一
種
の
共
同
体
的
規
制
が
み
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
こ
の
地

域
で
は
、
旧
離
の
構
築
が
ア
キ
ケ
ー
バ
ル
の
耕
作
者
全
員
で
行
わ
れ
、

そ
の
面
か
ら
も
懸
る
種
の
共
同
体
的
な
規
制
が
焼
畑
の
経
営
に
加
え

ら
れ
て
い
る
。

　
偶
猪
口
の
構
築
と
そ
の
意
義
元
来
、
こ
の
国
頭
地
方
で
は
、
北
端
の

辺
戸
部
落
か
ら
南
部
の
大
宜
味
に
至
る
間
の
官
公
有
林
と
部
落
共
有

　
　
　
　
　
ウ
フ
ガ
チ

地
と
の
問
に
《
大
垣
》
と
称
す
る
大
型
の
猪
垣
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、
そ

の
内
側
が
ア
ラ
ジ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
こ
の
大
垣
の
大

部
分
が
失
わ
れ
た
た
め
、
猪
垣
（
ヤ
マ
シ
シ
ハ
キ
）
は
ア
キ
ケ
ー
バ
ル

の
あ
る
ア
ラ
ジ
の
周
囲
に
構
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
、
辺
野
喜
部
落
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
猪
垣
に
は
写
真
1
3
に
示

し
た
よ
う
な
「
サ
ナ
ガ
キ
」
と
よ
ば
れ
る
ア
ラ
ジ
の
周
囲
の
斜
面
に

つ
く
ら
れ
る
も
の
と
、
写
真
1
4
の
如
き
「
ブ
イ
」
と
よ
ば
れ
る
獣
害

写真13 共有地の周囲に構築ざれたサナガキ

　（1962年夏　国頭村）
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写真14焼畑耕地の周囲に築かれた「フィ」

を
う
け
や
す
い
畑
の
周
り
に
め
ぐ
ら
さ
れ
る
猪
垣
の
二
種
類
の
も
の

が
あ
る
。
い
ず
れ
も
雑
木
を
組
み
合
わ
せ
、
高
さ
一
・
○
～
一
・
五

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
簡
単
な
構
造
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
の
う
ち

ア
ラ
ジ
の
周
囲
に
つ
く
ら
れ
る
サ
ナ
ガ
キ
は
、
共
有
地
を
利
用
す
る

共
同
体
の
メ
ン
バ
ー
の
共
同
作
業
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ

　
そ
の
方
法
は
ま
ず
サ
ナ
ガ
キ
の
総
延
長
を
五
尋
つ
つ
に
区
切
っ
て
、

　
　
　
　
ア
　
ラ
　
ジ

そ
の
年
に
共
有
地
を
利
用
す
る
メ
ン
バ
ー
（
一
九
六
二
年
の
例
で
は
八

七
戸
だ
が
、
元
来
は
部
落
の
全
戸
）
に
対
し
均
等
に
割
当
て
、
さ
ら
に

残
っ
た
部
分
を
も
う
一
度
同
じ
戸
数
で
割
っ
て
、
そ
の
部
分
の
サ
ナ

ガ
キ
の
構
築
を
そ
れ
ぞ
れ
の
農
家
に
委
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
実
際
に
一
連
の
猪
垣
を
構
築
す
る
に
は
、
個
々
の
農
家
が
バ

ラ
バ
ラ
に
つ
く
っ
た
の
で
は
、
完
全
な
も
の
が
で
き
な
い
。
こ
の
た

め
、
こ
れ
ら
の
猪
垣
の
構
築
は
「
畑
分
け
」
後
の
適
当
な
日
を
選
ん

で
、
全
戸
が
一
斉
に
と
り
か
か
り
、
そ
の
日
一
日
で
作
業
を
完
了
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
各
農
家
は
あ
ら
か
じ
め
、
こ
の
日

の
た
め
に
猪
垣
構
築
の
材
料
を
整
え
て
お
き
、
相
互
に
連
絡
を
と
り

な
が
ら
猪
垣
を
構
築
す
る
の
で
あ
る
。

　
か
つ
て
は
、
日
本
内
地
の
焼
畑
経
営
山
村
に
お
い
て
も
、
各
地
で

こ
の
種
の
猪
垣
の
構
築
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
古
島
敏
雄
も
こ

の
種
の
猪
垣
構
築
に
つ
い
て
の
若
干
の
史
料
を
あ
げ
、
　
「
そ
の
築
造

保
護
の
た
め
の
共
同
が
必
要
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
一
望
・
猪

土
手
の
耐
久
時
日
内
に
収
穫
を
終
え
る
事
が
収
穫
確
保
の
た
め
に
必

要
と
な
り
、
一
種
の
耕
作
強
制
さ
え
も
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
る
」
点
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⑯

を
強
調
し
て
い
る
。

　
辺
野
喜
部
落
を
は
じ
め
、
沖
纒
本
島
北
部
の
諸
村
落
に
お
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
フ
ム
ジ

以
前
に
は
二
年
間
甘
藷
を
連
作
し
た
の
ち
、
ア
ワ
（
或
は
大
喪
）
を
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

年
間
耕
作
す
る
焼
畑
の
輪
作
型
式
も
存
在
し
て
い
た
が
、
い
ず
れ
に

し
て
も
、
こ
の
地
域
の
焼
畑
の
多
く
は
主
と
し
て
二
年
、
と
き
に
は

三
年
間
で
そ
の
耕
作
を
放
棄
し
、
毎
年
開
く
新
た
な
耕
地
に
生
産
の

主
要
な
場
を
移
動
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
毎
年
耕
地
を
開
墾
し

な
が
ら
、
三
年
程
度
で
そ
の
耕
作
を
放
棄
せ
ざ
る
を
え
な
い
理
由
の

一
つ
に
は
、
こ
の
種
の
耕
地
の
周
囲
に
め
ぐ
ら
さ
れ
る
猪
垣
の
耐
久

期
間
の
提
題
が
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、

沖
纒
の
例
で
は
な
い
が
、

　
「
猪
荒
ノ
時
ハ
木
庭
二
生
ズ
ル
木
ノ
矯
ト
ス
ベ
キ
ホ
ド
ニ
成
ラ
ザ
ル
内
ハ
、

　
伐
り
明
ケ
ル
コ
ト
成
り
カ
ネ
、
感
作
ス
ル
コ
ト
モ
初
メ
ニ
構
エ
タ
ル
矯
ノ

　
損
出
ザ
ル
間
ノ
コ
ト
ナ
レ
バ
、
何
ホ
ド
ニ
地
位
好
キ
木
庭
ラ
ア
モ
ニ
年
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
リ
多
ク
跡
作
ス
ル
コ
ト
成
ラ
ズ
」

と
い
う
対
馬
の
老
農
の
言
葉
は
、
か
か
る
猪
壇
築
造
の
も
つ
焼
畑
経

営
上
の
意
義
に
つ
い
て
、
き
わ
め
て
示
唆
に
富
む
も
の
と
い
う
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　
．
以
上
、
薩
南
諸
島
の
黒
島
と
沖
縄
本
島
北
部
に
お
け
る
焼
畑
農
業

の
経
営
方
式
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の

南
の
島
々
に
お
け
る
焼
畑
の
経
営
方
式
に
は
、
い
く
つ
か
の
顕
著
な

特
色
が
み
と
め
ら
れ
る
。
そ
の
第
一
は
焼
畑
が
ム
ラ
の
共
有
林
野

（
ア
ラ
ジ
）
を
共
同
で
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
て
お
り
、

そ
の
焼
畑
用
地
は
複
雑
な
地
割
制
度
を
伴
っ
て
共
同
体
の
メ
ン
バ
ー

に
配
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
各
戸
の
焼
畑
耕
地

は
共
有
地
内
に
分
散
・
交
錨
す
る
た
め
、
伐
採
・
火
入
れ
そ
の
他
の

農
作
業
が
共
同
労
働
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
と
に
沖

縄
の
場
合
に
は
、
焼
畑
経
営
を
行
う
全
戸
で
、
猪
壇
を
共
同
構
築
す

る
慣
行
が
現
在
も
存
続
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
共
同
労
働
や
施
設
の

共
同
利
用
を
契
機
と
し
て
、
焼
畑
の
経
営
に
は
共
同
体
的
な
規
制
が

強
く
働
い
て
い
る
点
に
も
大
き
な
特
色
が
み
と
め
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
焼
畑
の
経
営
技
術
の
面
に
お
い
て
も
、
一
般
に
焼
畑
へ
の

経
済
的
依
存
度
が
高
い
た
め
、
著
し
く
労
働
集
約
的
な
経
営
形
態
が

み
ら
れ
る
が
、
と
く
に
播
種
・
植
付
以
後
の
農
業
労
働
の
大
部
分
を

女
が
営
ん
で
い
る
こ
と
や
ム
ギ
・
イ
モ
・
ア
ワ
な
ど
の
伝
統
的
な
畑

作
物
の
栽
培
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
南
西
諸
島
の
焼

畑
に
は
、
わ
が
国
の
古
い
焼
畑
耕
作
技
術
の
特
徴
を
伝
え
て
い
る
と
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考
え
ら
れ
る
点
が
少
な
く
な
い
。
こ
と
に
沖
縄
の
場
合
に
は
、
女
が

口
拭
を
用
い
て
イ
モ
栽
培
を
行
い
、
年
中
問
断
な
く
収
穫
を
つ
づ
け

る
と
い
う
《
根
栽
型
》
の
焼
畑
の
技
術
的
特
色
が
、
顕
著
に
み
と
め

ら
れ
る
こ
と
は
、
見
落
し
得
な
い
重
要
な
事
実
で
あ
ろ
う
。

日
本
内
地
に
お
い
て
、
早
い
時
代
に
消
滅
し
た
と
思
わ
れ
る
古
い

焼
畑
経
営
方
式
の
特
色
の
一
部
が
、
こ
れ
ら
の
南
の
島
々
に
お
い
て
、

最
近
ま
で
よ
く
保
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
わ
が
国
の
焼
畑
経
営
方

式
の
特
微
を
考
え
る
う
え
で
注
目
す
べ
き
事
実
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。

①
例
え
ば
、
山
口
弥
一
郎
は
、
会
津
地
方
の
山
村
に
お
い
て
も
「
共
有
原
野
の
多

　
い
村
々
は
焼
畑
を
永
く
維
持
」
し
て
お
り
、
大
湿
郡
の
本
名
村
に
お
い
て
は
百
二

　
十
戸
ほ
ど
で
約
数
百
町
歩
の
原
野
を
所
有
し
、
遠
く
適
地
を
求
め
て
、
五
月
か
ら

　
十
…
月
宋
ま
で
出
作
り
（
「
ヌ
マ
ヅ
ク
リ
」
或
は
「
ノ
丹
、
ヅ
ク
リ
」
）
を
行
っ
て
い

　
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
が
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
、
～
般
に
門
早
く
共
有
林

　
を
各
戸
に
分
割
し
終
っ
た
窪
々
は
、
手
近
な
耕
地
に
肥
料
を
入
れ
て
常
畑
に
し
、

　
焼
畑
を
失
い
勝
ち
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
山
口
弥
一
郎
〔
一
九
四
四
〕

　
四
頁
）

②
佐
々
木
高
明
（
一
九
六
四
）
、
六
四
頁
参
照
。

③
焼
畑
用
地
を
一
定
期
間
毎
に
割
替
え
利
用
す
る
慣
行
は
、
現
在
臼
本
内
地
に
お

　
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
確
認
し
え
な
い
が
、
僅
か
に
九
州
西
方
洋
上
に
浮
ぶ
甑
島
に

　
お
い
て
そ
の
実
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
蝉
ち
、
賢
島
平
良
部
落
に
お
い
て
は
、

　
山
腹
斜
面
に
広
い
「
共
有
切
替
畑
」
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
の
「
共
有
切
替
畑
」
を

　
一
番
組
か
ら
五
番
組
に
大
割
り
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
里
数
雛
か
ら
数
十
筆
に
小
割

　
り
し
て
部
落
の
農
斑
に
十
年
を
単
位
に
配
分
す
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
事
例
は
、

　
江
石
部
落
・
里
部
落
な
ど
に
お
い
て
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
み
と
め
ら
れ
る
が
、

　
甑
島
全
島
に
つ
い
て
、
か
か
る
焼
畑
用
地
の
翔
替
鯛
が
か
つ
て
実
施
さ
れ
て
い
た

　
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
r
疑
問
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
　
（
一
藤
岡
謙
二
郎
…
編
〔
一
九

　
六
四
〕
と
く
に
第
｛
二
部
　
二
陣
早
・
四
姓
単
）

④
以
下
、
黒
島
に
関
す
る
窺
例
は
、
す
べ
て
早
鰯
孝
太
郎
（
一
九
四
一
）
三
七
～

　
八
二
頁
に
よ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

⑤
黒
島
で
は
「
ト
コ
ロ
偏
、
部
落
共
問
体
（
黒
島
に
は
大
里
・
片
泊
と
い
う
二
つ

　
の
部
落
が
あ
る
）
自
体
を
指
し
、
　
「
ヂ
」
或
は
「
ッ
ク
リ
扁
は
部
落
の
中
を
細
分

　
し
た
単
位
集
団
で
あ
る
組
を
さ
す
。
組
は
土
地
利
屠
の
二
二
か
ら
お
こ
っ
た
も
の

　
と
い
う
（
早
川
孝
太
郎
〔
一
九
四
一
〕
四
〇
～
四
一
頁
）

⑥
こ
の
沖
縄
に
お
け
る
調
査
は
、
東
京
都
立
大
学
社
会
人
類
学
教
室
の
「
沖
総
学

　
衛
調
査
団
」
に
参
加
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
詞
調
査
団
々
長
古
野
清
人
先
生

　
は
じ
め
、
同
大
学
南
西
諸
島
研
究
委
員
会
の
方
々
及
び
こ
の
調
査
団
へ
の
参
加
を

　
御
勧
誘
下
さ
っ
た
法
政
大
学
の
小
川
徹
先
生
に
厚
く
謝
意
を
蓑
し
た
い
。

⑦
例
え
ば
辺
土
名
部
落
で
は
、
明
治
末
期
頃
ま
で
、
三
年
毎
に
地
割
り
を
行
い
、

　
ア
ザ
ユ
ー
チ
で
「
ア
ケ
カ
エ
バ
ル
偏
　
（
焼
畑
）
　
の
経
営
を
行
っ
て
い
た
。
　
か
っ

　
て
は
辺
野
喜
と
岡
様
ク
ジ
ビ
キ
に
よ
り
畑
分
け
を
行
っ
て
い
た
が
、
個
人
の
割
当

　
地
（
ワ
キ
チ
）
が
遠
隔
の
地
に
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
面
積
を
大
き
く
し
て
い

　
た
と
い
う
。
ま
た
、
沖
縄
本
島
最
北
端
辺
の
戸
部
落
で
は
現
在
（
一
九
六
二
年
）

　
で
も
岬
の
付
近
に
拡
る
「
ア
ラ
ジ
」
　
（
共
有
地
）
で
五
ヶ
年
連
耕
す
る
焼
畑
の
経

　
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。
但
し
、
こ
こ
で
は
耕
地
の
配
分
は
ク
ジ
ビ
キ
に
よ
る
古
い

　
形
態
は
な
く
な
り
、
競
争
入
札
の
形
を
現
在
で
は
と
っ
て
い
る
。
調
査
時
点
で
は

　
良
い
場
所
は
五
ケ
年
間
で
坪
勘
セ
ン
ト
、
悪
い
場
所
は
こ
の
半
値
程
度
で
あ
り
、

　
入
札
は
簡
単
に
終
る
と
い
う
。

⑧
森
林
の
伐
採
と
異
り
原
野
を
刈
り
払
い
、
耕
作
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
両
者
を

　
同
時
に
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
妻
戸
部
落
に
お
け
る
聴
取
り
調
査
に
よ
る
と
、
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そ
こ
で
も
伐
採
・
耕
作
を
同
時
に
行
い
、
こ
れ
を
「
ハ
ル
ウ
ッ
ツ
ー
」
と
称
し
て

　
い
る
。
鍬
で
ス
ス
キ
や
雑
草
の
根
を
起
し
な
が
ら
刈
り
払
っ
て
行
く
の
だ
と
い
っ

　
て
い
る
。

⑨
《
根
栽
型
》
の
蝿
畑
経
営
の
特
色
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
筒
明
（
一
九
誰
a
）

　
に
一
応
ま
と
め
て
い
る
。

⑩
古
島
敏
雄
二
九
璽
二
）
二
八
八
頁
。

⑪
辺
土
名
静
落
に
お
い
て
は
、
さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
宋
年
頃
ま
で
焼

　
畑
（
チ
ナ
）
が
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
輸
作
の
型
式
は
、
甘
藷
（
ウ

　
ム
）
一
甘
藷
ー
ア
ワ
の
三
年
連
耕
型
で
あ
っ
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
辺
戸
部
落
で

　
は
、
既
述
の
如
く
、
五
年
達
耕
す
る
焼
畑
が
多
い
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
場
合

　
に
は
、
三
年
屡
以
後
、
若
干
の
肥
料
を
投
入
す
る
と
い
う
か
ら
、
か
な
り
常
畑
的

　
な
利
用
法
を
と
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
猪
垣
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
辺
戸
部

　
落
の
ア
ラ
ジ
は
、
岬
の
先
端
付
近
の
海
燈
段
丘
上
に
拡
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

　
山
地
斜
面
の
場
合
に
較
べ
れ
ば
、
獣
害
の
影
響
は
相
対
的
に
少
な
く
、
米
軍
の
延

　
長
も
短
か
く
て
す
む
。
な
お
、
辺
戸
部
落
に
お
け
る
五
年
連
日
…
の
際
の
輪
…
作
型
式
「

　
は
資
望
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

　
甘
藷
f
ア
ワ
（
或
は
マ
ー
ジ
ン
ま
た
は
大
麦
）
i
甘
藷
－
甘
薪
（
或
は
ア
ワ
ま
た

　
は
マ
ソ
ジ
ソ
）
i
甘
藷
…
。

⑫
『
老
農
類
語
臨
（
臼
本
経
済
大
典
第
七
巻
）
三
五
八
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
立
命
館
大
学
助
釣
授
）

引
用
文
献

脊
三
四
郎
（
笈
樹
齢
）
　
『
農
業
経
済
池
理
』

伊
藤
兆
司
（
一
九
三
瓢
）
　
「
小
倉
領
・
中
津
領
及
び
日
田
幕
領
領
域
地
帯
に
お

　
け
る
隷
農
制
度
偏
、
農
業
経
済
研
究
、
七
巻
四
号

上
島
正
徳
（
一
九
異
）
　
「
鯉
濃
畑
地
に
お
け
る
焼
畑
」
『
現
代
地
理
学
講
座

　
⇔
（
山
地
の
地
理
）
』
所
収
．
．

上
野
福
男
（
一
九
三
八
）
　
「
五
家
荘
の
焼
畑
耕
作
」
、
地
理
学
評
論
、
一
四
巻

　
二
号

江
馬
三
枝
子
（
完
盤
）
　
『
白
用
村
の
大
家
族
』

大
西
青
二
（
一
九
五
九
）
　
「
打
波
地
方
に
お
け
る
出
作
り
と
そ
の
衰
退
」
、
地

　
理
学
評
論
、
三
二
巻
二
号

小
野
武
夫
（
一
九
竪
）
　
「
火
回
考
」
　
『
日
本
農
業
起
源
論
』
所
収

舶
藤
助
参
（
一
九
豊
）
　
「
白
山
々
麓
に
於
け
る
出
作
の
研
究
」
、
京
大
農
業

　
経
済
論
集
、
第
一
輯

倉
田
一
郎
（
一
九
三
舜
）
　
「
焼
畑
覚
書
一
臼
向
瞬
東
臼
杵
郡
椎
葉
村
1
」
、
、
、
、

　
・
不
ル
ヴ
ァ
　

一
巻
＝
甘
写

幸
田
政
喜
（
出
置
　
ハ
）
　
「
白
峰
の
出
作
り
」
　
『
現
代
地
理
学
講
座
⇔
（
山
地

　
の
地
理
）
』
所
収

佐
々
木
高
明
（
充
発
）
　
「
北
但
馬
山
地
に
お
け
る
焼
畑
農
業
経
営
と
そ
の

　
変
容
過
程
扁
地
理
学
評
論
、
三
二
巻
一
〇
号

佐
々
木
高
明
（
一
九
杢
）
　
「
焼
畑
に
お
け
る
イ
モ
栽
培
に
つ
い
て
の
覚
書
し

　
京
大
教
養
部
「
人
文
」
第
七
集

佐
々
木
高
明
（
茎
ハ
ニ
～
六
三
）
「
南
九
州
山
村
の
焼
畑
農
業
経
営
－
焼
畑
経

　
営
隔
絶
山
村
の
地
理
的
分
析
そ
の
一
1
」
立
命
館
文
学
、
一
二
〇
．
二

　
二
号

佐
々
木
高
明
（
一
．
九
六
四
）
　
「
南
九
州
の
由
村
社
会
の
構
造
と
そ
の
変
化
一
焼

　
纈
経
営
隔
絶
山
村
の
地
理
的
分
析
そ
の
二
一
」
立
命
館
文
学
、
二
三
三
号

佐
々
木
高
明
（
一
九
六
六
㈲
）
　
「
わ
が
国
に
お
け
る
焼
畑
の
地
域
的
分
布
」
立

　
A
即
館
文
堂
・
、
　
二
五
四
・
二
五
六
号

佐
々
木
高
明
（
死
バ
八
）
　
「
わ
が
國
の
焼
畑
作
物
と
そ
の
輪
作
形
態
」
立
命

　
館
文
学
二
七
四
・
二
七
五
号
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わが国の焼畑経営方式の地域的類型的（佐々木）

佐
々
木
彦
一
郎
（
一
九
一
量
）
　
「
山
村
の
経
済
地
理
；
埼
玉
県
秩
父
郡
浦
由
村

　
の
調
査
1
」
地
理
学
評
論
一
一
巻
七
号

相
馬
正
胤
（
一
九
五
三
）
　
「
親
綱
山
脈
西
部
に
お
け
る
焼
畑
耕
作
の
転
移
一
愛

　
媛
県
予
土
境
域
離
村
に
つ
い
て
一
軸
愛
媛
大
学
紀
要
、
第
四
部
、
社
会

　
科
学
、
一
の
四

桐
馬
正
胤
（
一
鞭
ハ
）
　
「
愛
媛
県
中
久
保
部
落
に
お
け
る
焼
畑
耕
作
と
土
地

　
所
有
形
態
」
地
理
学
評
論
、
二
九
巻
八
号

相
馬
正
胤
（
一
九
五
九
）
　
「
高
知
県
毒
川
部
落
に
お
け
る
焼
畑
経
営
の
構
造
」

　
地
理
学
評
論
、
三
二
巻
五
号

相
馬
正
胤
（
一
突
二
）
　
「
四
国
山
厩
地
方
に
お
け
る
焼
畑
経
営
の
地
域
構

　
造
」
愛
媛
大
学
紀
要
、
第
四
部
、
社
会
科
学
、
四
の
一

武
田
明
（
一
九
蓋
）
　
『
祖
谷
山
民
俗
誌
』

田
中
啓
爾
・
幸
田
政
喜
（
一
拳
七
）
　
「
白
山
山
麓
に
於
け
る
製
作
地
帯
0
⇔
」

　
地
理
学
評
論
、
一
二
巻
四
・
五
号

土
井
仙
吉
（
究
畿
）
　
「
中
祖
谷
の
農
業
」
人
文
地
理
、
六
巻
一
号

永
友
繁
雄
（
一
九
嬰
）
　
「
宮
崎
県
高
冷
山
岳
地
に
お
け
る
農
業
経
営
」
農
業

　
総
合
研
究
、
創
刊
号

早
環
孝
太
郎
（
一
九
里
）
　
『
古
代
村
落
の
研
究
－
黒
嶋
一
馳

林
魁
一
（
完
三
九
）
　
「
飛
騨
国
吉
城
郡
坂
上
村
紀
行
」
民
族
学
研
究
　
五
巻

藤
岡
謙
二
郎
編
（
一
桑
四
）
　
『
離
島
の
人
文
地
理
－
1
鹿
児
島
県
会
島
学
術
調

　
査
報
告
…
』

二
神
弘
（
冗
異
）
　
「
九
州
山
地
五
家
中
の
経
済
構
造
」
地
理
学
評
論
　
三

　
一
巻
二
号

古
島
敏
雄
（
完
四
三
）
　
「
焼
畑
農
業
の
歴
史
的
性
格
と
そ
の
耕
作
形
態
」

　
『
近
世
日
本
農
業
の
構
造
』
所
収

文
部
省
史
料
館
（
一
朶
七
）
　
『
史
料
館
所
蔵
罠
族
資
料
図
版
濁
録
策
一
巻

　
日
本
・
沖
縄
編
ω
』

柳
顕
国
男
監
修
二
九
豊
∴
九
五
六
）
　
『
総
合
日
本
民
俗
語
彙
』

巡
演
末
吉
（
一
九
垂
）
　
「
高
知
県
の
焼
畑
耕
作
」
人
文
地
理
　
四
巻
四
号

若
林
喜
三
郎
（
一
九
憂
）
　
「
近
世
に
お
け
る
白
埴
麓
の
出
作
関
係
史
料
－
白

　
峰
村
の
む
つ
く
文
書
を
中
心
と
し
て
一
」
　
『
魚
澄
先
生
古
稀
記
念
国
史

　
学
論
叢
』
所
収
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